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    Ａｖａｎｔ‐Ｔｉｔｌｅ：次世代の魔星少女。


    



    　宇宙。


    　人間が遥はるかなる空のその先へ憧あこがれを懐いだいたのは、いつの頃ころからだろうか。


    　それはおそらく、人が心を持ったその瞬間。


    　自分が立つ地が球体であると知らない太古から、人類は天を見上げてきた。


    　昼は、透き通る青に。夜は、瞬またたく星々に魅了され。


    　動く星、欠ける月で時の流れを記録するようになった人間。


    　地球という星が、見上げる太陽と比すれば豆粒ほどの矮わい小しような存在であることを知り。


    　その太陽すらも、大宇宙の中では無数に存在する砂粒以下のものと理解し。


    　そしてついに、人は宇宙を目指すようになる。


    　数万年の人類史を経て、未いまだ人の身が到達できたのは、最も近き天体である月だけ。


    　宇宙とは──畏い敬けいし、眺めるだけの存在で終わってしまうのだろうか……？


    



    　否いな。


    　人類の科学が及ばないのならば──魔法が宇宙への扉を開く。


    



    　二一世紀、地球。日本。


    　青森県──。


    　ここに、宇宙への一歩を踏み出した少女がいた。


    　青森から東京へ新幹線で出かけるに等しい一手間で、遥かなる火星に乗り込み。


    　そして売店でお土産みやげを買う程度の気軽さで、そこに根ざす悪の巨きよ魁かいを打倒した少女がいた。


    　宇宙に伝説として語り継がれる神秘の戦士、魔ま星せい少しよう女じよ。


    　その最高位と謳うたわれる存在──リフレイア。


    　ごく普通の女子高生・星ほし上がみ陽ひ奈なは、太陽の力をその身に宿したリフレイア、レイアーソルへと変身。


    　地球を守る戦いは、一年にわたり繰り広げられ……実にひと月前、見事終止符が打たれた。


    



    　だが……悪に終わりはない。


    　生命ある限り悪は生まれ、平和を脅おびやかす。


    　新たなる邪悪の群れが、再び地球へと襲おそい来る。


    　そして悪が不滅であるならば────それを止める正義もまた、不滅。


    



    　突如として現れた怪人が、平和な街の雑踏を悲鳴で溢あふれさせる。


    　獰どう猛もうな眼光。不気味なほどに筋肉の隆起した巨きよ躯く。


    　二足歩行でありながら両腕が脚よりも太く、腕の先には長く鋭利なかぎ爪づめを備えていた。


    　破壊か、殺さつ戮りくか。


    　はたまた、捕食か……。


    　異邦人の真意を知れぬままに人々は逃げ惑まどい、まさしく無人の野を征ゆくが如ごとく、怪人は歩みを進める。


    　その時──。


    「そこまでッス、化ばけ物もの」


    　不敵なまでに双丘を揺らし、一人の少女がその怪人の前に立ち塞ふさがった。


    　その瞳ひとみには恐れを知らぬ若さが弾はじけるように輝いている。


    　元気をあらん限り靡なびかせるようなセミショートヘア。


    　スカートからすらりと伸びた、健康的な美脚。


    　揺れる乳の剛ごう毅きさそのままに、表情は絶対の自信に溢れている。


    　断じて悪には負けぬと。


    　決して悪は許さぬと──。


    　彼女こそ、星の魔法、魔ま星せい力りよくを継承した戦士。


    　偉大なる先代、太陽の戦士・レイアーソルの意志を受け継いだ、第二の魔ま星せい少しよう女じよ。


    　手にしたガジェットとカードが輝光を放ち、彼女の装いを華々しく塗り替えてゆく。


    　少女は地球の力をその身に宿し、地球を守る戦いへと身を投じる。


    　秘密の戦士。


    　歴史に残らず、決して大衆に呼ばれることのないであろう名前。


    　平和という輝きの中にひっそりと埋もれることこそ誇りとするその英名を、彼女は高らかに謳うたい上げた。


    



    「────魔星少女、レイアーテラ！　ここに見参ッス!!」


    



    　今──新たなる伝説が始まる。

  


  
    ５ｔｈ：視聴率アップ作戦。／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    「……二分。フッヘッヘ、我われながら素晴らしいタイムキーピング力ッス」


    　地ち平ひら遥はるかが怪人の前に立ち塞ふさがり、変身してからちょうど二分。


    「んで、一いつ旦たん変身解除と」


    　先ほど光をまとい変身した映像を逆戻ししたかのように、レイアーテラは遥の姿に戻ってしまった。


    　自分の仕事に満足してか、締まりのない笑えみをこぼしている。


    　ブレザーを羽は織おったセーラー服姿。学生という彼女の日常が、戦場の只ただ中なかで垣かい間ま見みえる。


    『何してるの、遥!?　危ないわよ!?』


    　彼女の脳裏に、少女の声が響く。学校の先輩にして魔ま星せい少しよう女じよの先輩、星ほし上がみ陽ひ奈なの声だ。


    　前線で戦うのはレイアーテラだが、先代である陽奈はその戦いを自宅にいながらにして観みることができる。魔ま星せい力りよくを用いた秘術、魔ま星せい術じゆつによる遠隔透視だ。


    　そして同じく、魔星術による精神の遠隔通信──念話で、戦闘中のレイアーテラに適てき宜ぎアドバイスを送れるというわけだ。


    　一年間の戦いを経て悪の侵略から地球を守り抜いた魔星少女・レイアーソル。それに変身する陽奈は、二年目の今、後輩である地平遥に意志を託し、引退。


    　今はこうして、裏方として彼女の戦いを支えている。


    　そんな陽奈の危き惧ぐに、遥は自信満々に応えた。


    「さっきの短いやりとりを番組のアバンタイトルとして使ってもらうためッス！　そして今からがＡパート用……ってことで、仕切り直しッス!!」


    『構成まで気にして立ち回らなくていいから！　戦いに集中してよぉ!!』


    　そこへ、別の可愛かわいらしい声で念話が届いた。


    　魔星少女の力を託すため、遠く離れた惑星からやって来た宇宙人。ウマちゃんだ。


    　陽奈と同じに、戦闘時には念話でレイアーテラをサポートする。


    『第一、戦闘だけをＡパートにできるわけないだろ、普通は後半！　Ｂパートが戦闘重視だよ！　考えてくれるのはありがたいけど、余計に編集が大変になるんだって!!』


    　あと、サポートの合間に切実な事情もちょいちょい挟んでいく。


    　彼は、「魔法少女」に対なるマスコットという存在でありながら、プロデューサーというひどく現実じみた肩書きを背負っている。


    　Ａパート、Ｂパート……編集。


    　正義の戦いには似つかわしくない、妙にフィクショナルな単語が飛び交っていた。


    「な、何をしているんだ、お前は……」


    　戦闘中に無防備になるのが理解できないのだろう。念話が聞こえていないであろう怪人までもが、先ほどの陽ひ奈なと同じ疑問を遥はるかにぶつけてくる。


    　異星人にとって、地球人の〝変身〟前の正体などどうでもいい。自分に敵対する存在、魔星少女という存在が障害となるだけなのだから。


    「やむにやまれぬ事情というヤツッス。さあ、こっからが本番ッスよ!!」


    　遥は右手に地球の魔星紙片スターピース、左手に魔ま星せい変へん換かん器きコスモチェンジャーを手にする。


    



    　《Ａｌｌオール　Ｓｅｔセット，Ｔｅｒｒａテラ　Ｓｔｙｌｅスタイル．》


    



    　コスモチェンジャーが、装そう填てんされたカード情報を電子音声で読み上げた。


    「スタートランッス!!」


    　変身のための言葉を力強く叫ぶ遥。


    　彼女の癖くせの語尾のせいで、トランスなのかトランなのか判別が難しい。


    



    　《Ｓｔａｒｔｉ[image: ]スターティン，Ｓｔａｒスター　Ｔｒａｎｃｅトランス．》


    



    　地ち平ひら遥が魔ま星せい変へん換かん器きコスモチェンジャーに〝地球〟の魔星紙片スターピースを装填することにより、いまいち頼りない魔ま星せい力りよくが絞り出されていく。


    　遥の衣服は分子分解され、変身時の無防備から彼女の身体からだを保護する防護帯・バリアウェーブへと転換されて、緩ゆるやかに旋回。


    　頑張って抽出された魔星力は、聖なる衣・星衣類スタイルへとなんとか結晶し、遥の身体を覆おおう。


    　そして遥の後頭部で一番尖とがっている後ろ髪が、清らかな風を吹き放つ。


    　その一部分だけが大量の魔星力を吸収し、コメットレングスと呼ばれる神秘を以もつて、周囲と比べてやけに伸びる。


    　ここに第二の地球の守護者・魔ま星せい少しよう女じよレイアーテラが、ギリギリなんとか誕生するのだ!!


    



    「魔星ッ……少女！　レイアー！　テラ！　ここにッ……見参ッス!!」


    　キレッキレのアクションで腕を脚をと振り回して、大おお見み栄えを切るレイアーテラ。


    　ウマちゃんが、窘たしなめるように念話を送る。


    『遥、遥、ポーズが長いってば』


    「えー、だってみつきちのお勧めしてたヒーロー番組じゃ毎回こんなんしてたッスよ？」


    『戦いの最中に秘密の協力者の個人名を出すなあああああああああああああああああああ!!』


    　協力者・朔さく良ら皇み月つきの名前を堂々と戦闘中に口走る。


    　思うだけで届くのに、念話に慣れていない遥はるかはついそれを口にも出してしまうのだ。


    　マウスが迂う闊かつすぎる戦闘要員に、ブレイン役のＵＭＡウーマの絶叫も絶好調だ。


    　レイアーテラがここまで戦いの見み栄ばえを気にするのには、理由がある。


    　地球を守る魔ま星せい少しよう女じよの戦いには、本来当事者である彼女たちには伝えられないはずの真実があるからだ。悪との戦いが終わるその日まで、決して気づかれないはずの裏側が。


    　その宿命を先代魔星少女・レイアーソルから引き継いだ彼女は、依然として地球に襲来する悪の怪人軍団の二年目の戦いを──自みずから受け容いれた。


    



    　ともあれ仕切り直したことで、レイアーテラのスイッチが戦闘用に切り替わった。


    「うおらああああああああああああああくたばれッス──────────────ッ!!」


    　レイアーテラは半笑いで目を血走らせて突進。


    　水の星の麗美をそのまま宿したかのような彼女の魔星少女服──星衣類スタイルが、疾走の軌跡に蒼あおき光を振り散らす。


    　そして、怪人に正面からケンカキックを放った。


    　微動だにしない怪人の腹筋にキックは跳ね返され、あわや倒れんばかりにたたらを踏む。


    　野生動物じみた深い体毛の下には、鋼はがねの筋肉があるのだ。


    「チッ──頑丈なヤツッス」


    　ペッ、と唾つばを吐く真ま似ねをするレイアーテラ。


    　戦闘力に乏しい新米の遥は、変身した途端余裕がなくなるのだ。下っ端ぱヤンキーが虚勢を張るかのように、怪人に向かってガンをつけている。


    　そこには彼女言うところのアバンタイトル、登場時の神こう々ごうしいまでの頼もしさなど、微み塵じんも残っていない。


    　新たな伝説が始まったと思ったら終わりかねない、いや、そもそもそう思っていたのは周囲の勘違いで、すでに伝説はトゥルーエンドを迎えていたのではないかとさえ思わせる。


    　怪人は太い指で頬ほおを掻かき、


    「……この星の魔星少女……いきなり蹴けってくるとは勇ましい。まあ、私の話を聞いてくれ」


    　戦意を削そぐような穏やかさで話しかけてきた。


    「ま────────たそれッスか！　お前ら怪人は毎度毎度自分語りを始めて、聞く方の身にもなれッス！　だから先手必勝でぶっ倒そうとしたのに!!」


    　人っ子一人いなくなった駐車場では、怪人の控え目な声も、レイアーテラの怒声も、等しくよく通る。


    　しかし悪とはいえ、こちらの都合で編集用の茶番を唐突に始められても攻撃したりせず付き合ってくれた相手に、それはないだろう。


    　念話でウマちゃんも敵をフォローする。


    『いや、待って遥はるか！　怪人の自分語りは大事だから！　戦闘シーンに深みを持たせるから、してくれるに越したことはないんだよ!!』


    　念のため、レイアーテラは周囲に人がいないか再確認した。歩道の先にそびえる立派なビルにも、人の気配は全くない。怪人を恐れて全員避難したようだ。野次馬もいない。


    （みんなお行儀がよすぎて、かえっておっかねえッスね……）


    　数度の戦いを経験したからこそ浮かぶ、漠然とした不安。脅威の怪人相手に、ただ逃げ、隠れるだけ。人間とは、そこまで分別のある生き物だっただろうか──。


    「返礼に教えよう、露骨に谷間と太ふと股ももを見せつけて往来を歩く痴女よ」


    　レイアーテラの思考を遮さえぎるかのように、怪人が一歩近付く。


    「私は宇宙にその名が轟とどろく文豪集団スポットライティアに属する戦士、ソニックナマケモノ……音速で締切を破る、流離さすらいの物書きだ」


    　締切を破ることに速度が関係あるのかはさておき、自慢のスタイルを痴女扱いされてはレイアーテラも黙ってはいられない。


    「誰だれが痴女ッスか！　このぐらいの露出は当たり前ッス！　若いんスから!!」


    　スポットライティア。その組織名をレイアーテラが聞くのは、これで三度目だ。


    『〝物書き〟……やっぱりそいつも、職業はそれなのね』


    　陽ひ奈なの念話に、レイアーテラは無言で頷うなずく。


    　宇宙人の物書きが何な故ぜに地球を侵略しようとするのかが謎なぞだが……その理由は、程なく当人の口から語られることとなる。


    　ソニックナマケモノは、弓を引き絞るようにその巨腕を振りかぶり──


    「ふんっ!!」


    　地面目掛け一いつ閃せんする。バターも同然に、アスファルトが深々と抉えぐられていた。


    「う、うわあ……」


    　遅れて舞い散る砂じや利りを目まの当たりにしながら、レイアーテラは戦せん慄りつする。


    「見たか、私の爪つめの威力を。この剛ごう爪そうで、地球上の全ての輪転機を破壊してくれる！」


    「……輪転機……？　印刷する機械のことッスか!?　そんなことしたら……」


    「そう！　この惑星に、新たな印刷物は一切生まれなくなるのだ!!」


    「おいこらぁ！　それじゃ『月刊百ゆ合りユリリーン』が読めなくなるじゃねーかッス!!」


    　愛読漫画誌の危機を悟り、怒りに歯は噛がみするレイアーテラ。


    　ちなみに「月刊百合ユリリーン」の漢字の「百合」の部分は、「週刊少年○○」でいう少年に相当し、つまり──メインターゲット層を表している。


    「輪転機を破壊し尽くしたら、次はオンデマンド印刷機だ。オフィスレーザープリンタ、そして家庭用インクジェットプリンタ──全ての印刷機を破壊するまで、私の戦いは続く!!」


    　オンデマンド印刷機は、仕上がりのクオリティこそ通常の輪転印刷機に及ばないものの、小回りのきくのが特徴だ。個人出版に用いられることも多い。


    　さすがにそこまで細かい機種分けはレイアーテラも知らないし、今は問題ではない。


    「このお、なんで印刷機の破壊なんてバカなことするんスか！」


    　今までは怪人の言うことになどさして耳を貸さず、現代っ子特有のドライさで戦いだけこなしてきたレイアーテラ。


    　だが、今回は被害の様さまを容易に想像できるからか、抗弁も白熱している。


    



    「────締切を破るためだ」


    



    「…………………………は？」


    　自信たっぷりに言われ、レイアーテラの目が点になる。


    「締切を破ることこそ我わが存在意義──しかし、印刷機ある限り作家は締切を守らねばならぬ。印刷機がある限り、締切はやって来る！　だから私は宇宙にある全ての印刷機を破壊し、恒久的に締切を破り続けるのだ!!」


    　力強く拳こぶしを天に掲げるソニックナマケモノ。


    「お前、そんなに締切に追われる売れっ子作家だったんスか？　じゃあ、今でも何か連載持ってるんスか？」
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    　連載作家なら、地球征服などしていないで原稿を書け。


    　まっとうな説教をぶつけるレイアーテラだが──


    「いいや、連載は全て打ち切りとなった。締切を毎回必ず破ったからやもしれんな」


    「やももクソも、それ以外ありえねーだろッス!!」


    　哀かなしいハードボイルドを巨きよ躯くいっぱいにまとい、ソニックナマケモノは自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべた。


    「大人になってしまえば……易やす々やすとは生き方を変えられないのだ」


    「それは大人になったからこそ、変えなきゃなんねー生き方じゃねーんスか……」


    　対するレイアーテラの表情には、焦りが浮かぶ。


    　地面の爪つめ痕あとに視線を落とした。目的はしょうもないが、パワーは凄すさまじい。あれをまともに食くらうのは危険すぎる。


    「今回はぜってー負けらんねーッス……こいつを倒さないと、ユリリーンが!!」


    　地球の未来よりも愛読誌の次号を憂うれえ、レイアーテラは蒼あおき光を立ち昇らせる。決して強いとはいえない彼女の魔ま星せい力りよくだが、闘志に呼応して増大していた。


    　魔星力とは心の力だ。心が昂たかぶれば、当然戦闘力にも影響する。


    　レイアーテラは、胸の谷間の上に輝く宝石──コズミックオーブに手を添えた。


    　彼女の意志に呼応し、宝石から魔星紙片スターピースが実体化する。


    　腰に携行していたコスモチェンジャーを再度手にし、カバーを開いて魔星紙片スターピースを装そう填てんした。


    



    　《Ａｒｍｅｄアームド　ｏｎオン，Ｃｈｒｏｎｏクロノ Ｂｌａｓｔｅｒブラスター．》


    



    　電子音声が響き、レイアーテラの右手に逆手持ちの長砲口の銃が握られる。


    　地ち球きゆう銃じゆうクロノブラスター。彼女の専用武器だ。


    　グリップを握り、トリガーを押し込む。


    「だりゃあああああああああああああ!!」


    　突端の銃口から爆光が閃ひらめき、光こう弾だんが連射された。


    「ぬううううう……!?」


    　胸の前で両腕をクロスし、鉄壁の防御で一斉射撃を凌しのぎきるソニックナマケモノ。


    　十数秒に及ぶ連射が止やむと、クロノブラスターの後部に接続された砂時計型のシリンダーが煙を上げながら排はい莢きようされた。


    「弾たま切れ……ええい！　だったら──」


    　新たな弾倉シリンダーを装填することなく、クロノブラスターの銃口を縮めるように変形させる。


    　複数変形パターンの一つ、近接戦闘用のトンファーモードだ。


    　レイアーテラは先代譲りの闘争本能を全開にし、果敢に殴打を繰り出す。


    　とはいえ、彼女に武術、武器術の心こころ得えはない。トンファーの真価を発はつ揮きする回転からの遠心力を活いかした振り抜きではなく、単純に尖とがった角かどを突き出すだけの打突だった。


    「ぐああああいたたた！　角は！　角はやめろ!!」


    　ソニックナマケモノは反撃をしようともせず、殴られるままだ。


    　戦闘意識の差だろう。締切から逃げるために印刷機の破壊を目もく論ろむ戦士では、どれだけ体たい躯くと戦闘力に恵まれようと、百ゆ合りコミックの健すこやかな刊行を守りたいと願う少女の気迫には及ばない。


    　一方、優勢に戦闘を進めていながら、レイアーテラの焦燥は募つのるばかりだった。


    「埒らちがあかねーッス……あんまり長引くと、逆に人が集まってきそうだし……」


    　この決断の速さは、今日までの戦闘で苦戦の繰り返しだったことが大きい。


    　レイアーテラが再び胸の宝石に手を触れると、別の魔星紙片スターピースが出現。ぬぼーっとした青白い謎なぞの生物が描かれたカードを、流れるような動作でコスモチェンジャーに装そう填てんした。


    



    　《Ａｒｍｅｄアームド　ｏｎオン，Ｅｒｒｏｒエラー．》


    



    　この魔星紙片スターピースは先代と一緒にその場のノリで作った文字通りの〝切り札〟のため、コスモチェンジャーに発動音声が収録されておらず、装填してもエラー音が流れるのだ。


    「ガッタく───────────ん！　来てくれッス──────────────ッ!!」


    　代わりとばかりに空高く叫ぶレイアーテラ。それに応こたえるように、上空の一箇所に光のヒビが入る。それを貫つらぬいて姿を現したのは、ＵＭＡウーマヒトガタ──ガッタくんだった。


    　数十メートルを誇る巨きよ躯く。ＵＭＡをこよなく愛する先代・レイアーソルがお散歩じみた気軽さで歴史的地球探索を果たした末に見つけた、彼女たちの心強い仲間だ。


    「了解しました、レイアーテラさん！」


    　爽さわやかな声で願いに応じるガッタくん。


    　その愛あい嬌きようのある体表がかさぶたのように剥はげ落ち、メカニカルな容よう貌ぼうに変化する。


    『よーし！　よくやったわ、遥はるか！　頑張ってガッタくん!!』


    『だから音声が収録されてないカードとおもちゃが発売もされない武器を無理矢理使うなあああああああああああああああ!!』


    　念話で彼女をサポートする陽ひ奈なとウマちゃんも、心情と事情で感想が正反対だ。


    「チェンジ──ガッターキャノン!!」


    　ガッタくんの宣言とともに、その身体からだがカードの力で見る見る縮小。瞬またたく間に全長二メートル弱の、バズーカ状の大型武器に変形した。本来二人持ちのこの武器をレイアーテラは一人で健けな気げに構え、ソニックナマケモノへと照準を合わせた。


    「──印刷機が宇宙から消滅したら、締切はずっと延びるッス。しかし、それはつまり物書きの存在意義の消滅を意味するッス……！　お前は物書きではなく、ニートになるッス!!」


    　餞はなむけの言葉とばかりに、正論で悪を断罪するレイアーテラ。


    「うう、流離さすらいのニート……凄すさまじく間の抜けた肩書きだ!!」


    　頭を抱かかえ苦悩するソニックナマケモノ。


    　締切は守りたくない。だが、守るべき締切そのものがなくなってしまえば、それはもはや職業作家ではない。


    　悪逆に身を堕おとしたがゆえの、悲しき二律背反アンビバレンツだった。


    「さらばッス……！　ガッターキャノン、ファイどぉうわああああああああああああああ!?」


    　きりっとした表情でトリガーを引いた瞬間。ガッターキャノンが波は光こうを放つ反動に耐えきれず、レイアーテラは地面を転がった。


    　最初にこの超兵器を発射した時は、まだレイアーソルが一緒だった。彼女がその規格外の腕力で易やす々やすと反動を抑えていただけで、実際には凄まじい反動をもたらす兵器だったのだ。


    「私が倒れても、第二、第三の……いや、全ての作家がやがて同じ怪物となるだろう！　締切を守りたい生物など、この宇宙にはいないのだあああああああああああああああああ!!」


    　ガッターキャノンの直撃を受け、大爆発を起こすソニックナマケモノ。


    　地面に転がり倒れたレイアーテラは、あられもない姿を見せていた。


    『遥はるか！　遥！　スカート捲まくれてパンツ見えてる!!』


    　同じ女として見過ごせないと慌てて知らせる陽ひ奈なだが、レイアーテラには洒しや落れっ気のある返しをする余裕すら残っていなかった。


    「いやーん、ッス……ああ……しんど……」


    　きゅう、と目を回すように気絶するレイアーテラ。


    　武装アームド魔星紙片スターピースの効力が切れたガッタくんは、再び数十メートルの巨体に戻った。


    　ヒレの先のやわらかな爪つめを器用に駆使し、レイアーテラの捲めくれてしまったスカートを元に戻す。さらに、ヒレに乗せて彼女を人目のつかない駐車場の隅まで運び、そっと横たえる。


    「お疲れ様です、遥さん……」


    　ＵＭＡウーマでありながら並の人間より紳士であることに定評のあるガッタくんは、それからレイアーテラが目を覚ますまでの数分間、彼女を見守り続けるのだった。


    



    　　★


    



    　青森という県がある。


    　青森県の位置を知らない日本人はいまい。


    　都道府県を全部言おうとしてどうしても出てこない県は数個はあるだろうし、名前は知っていても場所が一致しない県など、たくさんあるはずだ。


    　そこへ行くと、本州最北に位置する青森の場所のわかりやすさは、北海道や沖縄と並んで日本一。それは間違いないだろう。誰だれもがパッと頭に浮かぶはずだ。


    　県そのものの形も実にわかりやすく、愛あい嬌きようがある。ＳＦアニメの宇宙船のブリッジのような形に見えなくもない。


    　しかし、そんな些さ細さいな美点を強調することからわかるであろう。


    　悲しいかな──青森は、決して栄えた地とは呼べない。絶妙に何もない。


    　都会の友達が上から目線で「今度遊びに行くよ」と言う。次には決まって「何もなくてもいいよ」と言う。そういけしゃあしゃあと言っておきながら、いざ来てみたらマジで何もなくて閉口する、それが青森だ。


    　しかしそんな青森こそ何を隠そう、宇宙からの侵略者と戦いを繰り広げる魔ま星せい少しよう女じよたちの住まう地なのだ──。


    



    　高校二年生・星ほし上がみ陽ひ奈なは、自他ともに認める未確認生物・ＵＭＡウーマ好きだ。その情熱の深さは、周囲がドン引……もとい、一目置くほど凄すさまじい。


    　陽奈は学生には分不相応なほど広いマンションで一人暮らしをしている。幸い……ではないが、陽奈にはクラス、いや、同学年に友達はおらず、学友の溜たまり場になることもなかった。


    　何よりそこには、彼女に魔星少女になるための力を与えた宇宙人であり、彼女がダーリンと慕って憚はばからない馬型宇宙人・ウマちゃんがいる。


    　宇宙人──すなわちＵＭＡ。まだ恋知らぬ陽奈のＵＭＡへの情熱は、ウマちゃんと出会ったことで愛にも似た感情となった。たとえ相手が手の平に乗るぬいぐるみ大のおもしろ生物であっても、陽奈にとっては同棲。二人暮らしなのだ。


    　そんな不思議な蜜月生活に、この春、ちょっとした変化が訪れた。


    　彼女の部屋が、魔星少女関係者の溜まり場……もとい会議場として、活用され始めたのだ。


    



    　四月に始まった新たな戦いも、五月下旬──春の終わりを迎えていた。


    



    　目を覚まして変身解除した遥はるかは、ガッタくんにお礼を言い、陽奈のマンションへ直行した。


    「せんぱーい、私の活躍見てくれたッスかー？」


    　リビングに入るや、ソファに座る陽奈目掛けてダイブ。甘えるように抱きついた。


    「ああもう、胸が当たって鬱うつ陶とうしいわね！　……でも、今日も頑張ったわよ、遥」


    　肩に腕にと押しつけられる巨乳に辟へき易えきとしながらも、陽奈は遥を労ねぎらった。


    　果てしなく真っ平らな胸の陽奈にとって、この豊かな双丘は憎むべき邪悪でしかない。


    「やあん、先輩のヘタッピなツンデレさん、超ぷりちーッス☆」


    　陽奈にぎゅっと抱きつき、頬ほおを寄せる遥。


    「ツンデレじゃないわよ!!」


    　理不尽とも言える条件を受け容いれ、二代目魔ま星せい少しよう女じよとなった遥はるか。彼女の戦いの原動力は、大好きな先輩である陽ひ奈なだ。


    　地球の平和を守るために戦う遥ではあるが、それは表の仕事。


    　地球のためという大義名分が表だとすれば、彼女たちの戦いには別の星のための側面──いわば、裏の仕事が存在する。


    　それが、魔星少女システムの真実。


    　自分の星を守る力を得る対価として、彼女たちが戦う様さまは力の与え主であるウマちゃんの星で娯楽番組として放送されるのだ。


    　戦う様をエンターテイメントとして見られる以上、魅せなければいけない。ただ敵と戦い、ただ勝てばいいという単純な話ではないのが悩ましい。


    　戦いが終わった後も、休む間もなくミーティングで情報共有が欠かせないというわけだ。


    　馬のぬいぐるみじみた外見のＵＭＡウーマ・ウマちゃんがとことこと遥の側そばまで歩み寄り、早速ダメ出しをする。


    「あのねえ遥……うん、確かに一番大事なのは、君の身の安全だよ。勝つためには、様々な方法を模索すべきだよ。でもね──」


    　陽奈とベタベタして上の空の遥に聞こえるよう、声を張り上げる。


    「ガッターキャノンは使うなって言ったでしょうがあああああああああああああああああ!!」


    　テレビ番組の制作には、大勢のスタッフが関わる。


    　そこには、同じ数だけの夢や信念、目標があり、全てがきっちり交わることは困難だ。


    　陽奈、遥、ウマちゃん、この場にいない外部アドバイザーの少女、朔さく良ら皇み月つきを含めても合わせて四名しかいない地球スタッフだが、そのたった四名の間ですら、番組の方向性をめぐっていまいち意思統一が図れてはいなかった。


    「言ったでしょ、僕の番組は……『魔星少女リフレイアＳセカンド』は、煌きらびやかで可か憐れんな魔法少女路線を進むって！　ガッターキャノンのビジュアルは、作風に合わないんだよう!!」


    「まあまあウマっち、いいじゃないッスか。近代兵器を使う魔法少女。ちょっと王道を外れてる方がウケるってもんス。体面ばっか気にして大苦戦したら、元も子もなくないッスか？」


    　遥……レイアーテラが望む路線は、何でもあり、ちょっとお色気もありの、いい意味でのごちゃ混ぜヒーロー。幅広い年齢層を虜とりこにしたいというウマちゃんの主張を叶かなえるには、こちらしかないと遥は断じる。


    「大苦戦自体は絵になるんだけど、遥の場合ファイトスタイルが……ワイルドな徒手空拳メインっていう先輩の駄目な面ばかり受け継いじゃっ──にゅむう!!」


    　おしおきに、ウマちゃんを自身の板じみた胸にぎゅっと抱きしめる陽奈。


    　星ほし上がみ陽奈は、未知を愛し、不思議を好み、謎なぞにときめく変わった少女だ。その点を見込まれて魔ま星せい少しよう女じよとなり、類たぐい希まれな才能を発揮して史上最強の戦闘力を獲得するにまで至った。


    　彼女が番組に望むのは、ＵＭＡウーマじみたおもしろ生物がたくさん出ること。


    　やって来る敵がおもしろ生物なので、期せずして彼女の望みが一番叶かなえられている形だ。


    　そんな陽ひ奈なも、今日の戦いには思うところあるようだった。


    「私から見て、今の敵……機き奇き怪かい會かいやエヴォリバースより強いように感じるわ。あれじゃあ遥はるかが苦戦するのも無理ないわよ」


    　陽奈が一年間の戦いで壊滅させた、機奇怪會。


    　陽奈と、初うい陣じんの遥とのタッグで総力戦を制した、エヴォリバース。


    　そして新たな邪悪の組織──スポットライティア。


    　最強の魔星少女であるレイアーソルから見ればどれも誤差の範囲だろうが、それでも地球を侵略せんと襲来する悪の組織は、どんどん強くなっていく傾向にある。


    　対するところの遥は、先輩の陽奈に比べれば大幅に戦闘力が下だ。


    　いや、陽奈が規格外の超戦闘力を有していることを差し引いても、ウマちゃんに言わせると遥の力は魔星少女の平均よりもかなり下回っているらしい。


    　その遥が戦うのが、陽奈が戦っていた敵よりも強いのだから、二重に苦戦することとなってしまうのだ。


    「先輩にまた熱烈なちゅーをしてもらって、魔ま星せい力りよくをチャージするしかないッスね！」


    「魔星少女になる契約のキスを何度もしてどうすんのよ、ガソリンの給油じゃあるまいし」


    　エヴォリバースとの最終決戦の折、気持ちが盛り上がって自分からキスしてしまったことを、ひと月経った今もこうして茶化される。陽奈にとっては一生の不覚だった。


    　レイアーテラとスポットライティアの戦いは、今日で三度目。


    　そのいずれも、先ほどの戦いのように有無を言わせぬ猛攻でなんとか気迫勝ちできているという、薄氷を踏むような勝利だった。遥の疲労も当然のことだろう。


    「私が戦った機奇怪會の奴やつらは、感情らしい感情がなくて、ほとんど会話もしなくて……。本当に機械を相手にしてるみたいだったけど……やりづらいわよね、思想や信念を叫ぶ敵は」


    「でも、敵に感情がある方が、番組としては成り立ちやすいんじゃないッスか？」


    　ウマちゃんも言っていた、敵の自分語りはありがたいと。


    　ＵＭＡ好きの陽奈も、本音を言うと現在侵攻中の組織の方がバラエティーに富んだビジュアルの怪人ばかりで面白いのだが、遥もそのように割り切れているのは意外だった。


    「私たち二人で前の組織を一いつ蹴しゆうしたから、かなり警戒されちゃったのかなと思って……」


    　敵が強くなった理由をそう考察する陽奈。ウマちゃんは深く頷うなずく。


    「カラミティーサタンとそのプロデューサーが諦あきらめずに今回もバックにいれば、その可能性は高いね」


    　初回進撃で一気に総力戦を仕掛けてきたエヴォリバースとの戦いを経て、この地球に侵攻する悪の組織もまた、背後に悪の番組プロデューサーや魔ま星せい少しよう女じよを有していることが露見した。


    　こともあろうに、悪側の立場から番組を操ろうとする思おも惑わくを持って。


    　悪の魔星少女であるカラミティーサタンは完かん膚ぷ無きまでに敗北させられて逃走した形だが、彼女は見るからにプライドが高そうだった。


    　やられっぱなしではいないだろうし、間かん髪ぱつ容いれずに地球が狙ねらわれた現状、彼女が関かかわっている可能性はかなり高いといえるだろう。


    「重ねて言うけれど、遥はるかは頑張っていると思う。ただ……少々まずいことになってきちゃったんだ」


    　疲労困こん憊ぱいの遥を前には言いづらそうに、ウマちゃんが神妙な表情で口を開いた。


    　ぬいぐるみ型なので表情は変化しないし口も可動しないが、ＵＭＡウーマ大好きな陽ひ奈なは雰囲気でだいたいそれがわかるのだ。


    　ウマちゃんは消しゴムじみた四角い足で、器用にノートＰＣを操作。


    　画面に、折れ線グラフを表示した。


    　遥は腹ばいで、陽奈は屈かがんで、床に置かれたノートＰＣの画面に顔を近付けた。


    「何スかこれ？」


    「……どんどん下がっていってるわね」


    　グラフは四つの点を繋つないでおり、ほぼ一直線の下り坂を描いている。


    　ウマちゃんは、バツが悪そうに顔を逸そらし──


    



    「視聴率」


    



    　言いづらい答えをぼそっと呟つぶやいた。


    「……」


    「……」


    　陽奈と遥は顔を見合わせ、再び画面を注視する。


    「……番組の……『魔星少女リフレイアＳセカンド』の視聴率が……右肩下がりなんだよ」


    　深刻さを帯おびるウマちゃんの声。


    　ウマちゃんの番組のタイトルは、ずばりそのもの、『魔星少女リフレイア』。


    　魔星少女が代替わりした二年目のセカンドシーズンからは、セカンドを表すＳをタイトルに冠している。そのＳには、ＳｕｐｅｒやＳｔａｒなど、前年を超えるぞというポジティブなワードがかけられている。


    　しかし、そんな願いも虚むなしく……番組の視聴率は、どんどん下がっていた。


    　エヴォリバースを撃破して、無事打ち切りを乗り切ったという報告を聞いた際には、玩がん具ぐの増産が決まったとか、景気のいい話ばかりだったのだが……。


    　一か月足らずで、事態が悪化してしまっているではないか。


    「でも、今でもおもちゃは売れているんでしょ？」


    　陽ひ奈なが訝いぶかしげな表情で尋たずねる。


    　ウマちゃんの一番の目的は、おもちゃをたくさん売ることのはずだ。


    　グラフの折れ方が急なので危機感を煽あおるが、よく見ると約一〇％の視聴率が六％に落ちた程度だ。下限を五％にしたことによる、数字のマジックといえる。


    「いやいや、新規スポンサーがついた以上、視聴率の降下は無視できない事案だよ」


    「そうッスねえ、ちまちま上がり下がりするなら誤差で済むッスけど、これ、初回から下がる一方ッスから」


    　遥はるかの鋭い指摘に、陽奈はなるほどと首しゆ肯こうする。


    「それに、新しいドラマなら初回の数字は期待値込みで高くて、そっから下がるのもわかるッスけど、連続モノの二年目で初回から一方的に下がるのは……ちょい危険な気がするッス」


    「……そのとおりだよ、遥」


    　ウマちゃんの番組は、地球のヒーロー番組とは少し制作体制が違う。


    　この世界では、番組制作会社と玩がん具ぐ会社は別のものだ。


    　番組製作会社にとって玩具会社は、最大のスポンサー。視聴率よりも重要なのは玩具の売り上げだ。それが低調であれば早急なテコ入れ、最悪の場合番組の打ち切りも有り得る。


    　一方ウマちゃんの場合、国策で番組制作を委任されているため、玩具開発・販売までが一貫して自社の仕事だ。そのため視聴率に目を瞑るどころか、重要な玩具の売り上げまでもが不振でも、責任は自社だけで大部分を負うことができた。


    　一年目の番組「魔ま星せい少しよう女じよリフレイア（ファーストシーズン）」が、視聴率も玩具売り上げも壊滅的だったにもかかわらず打ち切られることなく４クールまっとうできたのも、その点が大きい。


    　ところがセカンドシーズンが好調な発進を切ったため、番組に新たなスポンサーがついた。


    　嬉うれしい半面、当然制約も追加される。


    　外と様ざまのスポンサーが出資の指標とするのは、玩具の売れ行きではない。


    　──何よりも、視聴率だ。


    　この番組はこれだけ視聴されていて、だからこそ番組中に流れるＣＭが貴き社しやの益になるのです、と。この単純明快な取引構図は、地球でも他の惑星でも変わらないというわけだ。


    　超越した科学技術がありながらヒーロー番組製作のノウハウに乏しく、不安定な体制の続いてきたウマちゃんの星の番組は──ここに来て、この世界のそれに近いものになりつつある。


    　視聴率の低下は断じて食い止め、むしろ初回よりも伸ばしていかなければならない。


    「早急な視聴率アップのためのテコ入れが必要だね」


    　新たな敵組織スポットライティアも今のところは、前年と同じく一週おきに出現するのは変わらない。この数日で、抜本的な視聴率アップのためのアイディアを捻ねん出しゆつしなければ。


    「ぃよし」


    　遥はるかが元気よく起き上がり、何かを決意したように頷うなずく。


    「……しゃーない、絶対に地球に流出させないって約束できるなら、トップレスぐらいにはなってやるッスよ。色気マシマシで視聴率Ｖ字回復ッス!!」


    「いらないよやめてくれよその映像僕も編集手伝うんだぞ!?」


    　地球人であれば魅惑的な提案を、即座に拒否するウマちゃん。


    「見ればいいじゃないッスか、私のこのたわわな胸を！」


    　胸だけ大層景気のいい話に、不景気どころか胸が世界恐慌を起こしている陽ひ奈なの視線が、凍気をまとい始める。


    「作戦はこうッス。星衣類スタイルの胸元だけどうにかして強度を弱くしておいてッスね、敵の攻撃でこう、ビリッと！　……いやあん!?　はい、そこでＣＭ！　スポンサー大喜びッス!!」


    「大激怒の間違いだろ即座に責任問題だわ!!」


    　身振り手振りも軽快に、早くもどう胸を露出するかの段取りまで進める遥に、ウマちゃんは猛抗議する。


    「万が一地球に流出した時のことも考えると、ギリでトップレスじゃないッスかね？　そこまでなら、アイドル売りしない限りは女優としてリカバリきく範囲ッス。でも下まで出したらそれは厳しくなるッス」


    　しかも、万一地球に流出した時のリスクまできっちり計算していた。


    「何でいよいよとなれば下まで脱ぐ覚悟までしてるんだよ！　つーか脱ぐ以外に視聴率上げる方法思いつかないのか君は!!」


    「思いつかねえッス！」


    　清澄な瞳ひとみで脱ぐと断じる女優に、プロデューサーの頭痛も加速する。


    　陽奈が少し小首を傾かしげただけで、彼女の立派なアホ毛がしなやかに揺れた。


    「別に遥が露出魔になるのは止めないけど、その映像をウマちゃんに編集させるのは断じて許せないわね。……っていうか遥、女優になりたいの？」


    　魔ま星せい少しよう女じよを選ぶためのオーディションをした時も、女優かくあるべしといった持論を語っていたが、遥は本格的に演技の道を志しているのだろうか。


    　陽奈の疑問に、遥は頭の後ろで手を組んでさらりと返した。


    「まだまだ、将来のことなんて考えてないッスよ」


    「でも、好きなもののために頑張るのが、強くなる一番の近道だと思うわよ。将来の目標が女優なら、魔星少女の活動もいい予行演習になるじゃない！」


    「好きなもののために、頑張る……そうッスねぇ……」


    　悩ましげな視線を陽奈へと送る遥。


    　陽ひ奈なはわざとらしく咳せき払ばらいをし、建設的な意見で話題転換を図る。


    「視聴率アップの方法より先に、降下の原因を探らないと」


    「やっぱり私だけじゃ、華がないってことなんスよね……」


    　がっくりと肩を落とす遥はるか。原因が自分にあると自覚しているのだろう。


    　それを、ウマちゃんがきっぱりと否定する。


    「レイアーテラのキャラクター性は、レイアーソルに勝るとも劣おとらないよ。ただ、なまじ一撃必倒のレイアーソルに慣れた視聴者が、レイアーテラの戦いに戸と惑まどうのも理解はできるね」


    　さりげなく自分の魅力を褒ほめられ、陽奈は頬ほおを染めながらウマちゃんを見つめる。


    　サプライズに弱く、小心者のきらいがあるが、こうして自然にキャストをフォローし、鼓舞できるのは、ウマちゃんのプロデューサーとしての才能だと。


    　見る人は、しっかりと見ているのだ。


    　……たとえばこの陽奈のように…………過剰なまでに。


    「とにかく、次回は一％だけでも視聴率を上げる。絶対にだ。とりあえず個々で一晩案を練って、明日また会議をしよう！」


    　ウマちゃんの提案で、会議は切り上げられた。遥の疲労を見越したものでもあるのだろう。


    　地球のテレビ番組であれば、そのたった一％の視聴率上昇がどれだけ難しいかは周知の事実だが──陽奈たちは、この難関を乗り越えることができるのだろうか……。

  


  [image: ]


  
    ５ｔｈ：視聴率アップ作戦。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　視聴率対策が会議の議題となった、翌日の放課後。


    　陽ひ奈なは、学校の図書室で調べ物をしていた。


    　図書室には入学以来、二年生になった今まで一度も自主的に足を運んだことはない。今日初めてやってきて、その広さに少し驚いたほどだ。


    （……私がもっと上う手まく、遥はるかに魔ま星せい術じゆつを教えられたら……）


    　現戦士である遥が議題の矢や面おもてに立つことが多いが、遥が思うように魔星術を操れない──結果として華のある戦いをできないのは、指南役である自分の落ち度でもある。


    　視聴率低下を責められるなら、自分も同罪なのだ。


    　コーチ入門、選手育成大全、わかりやすい教育術──。


    　手に取った本は、そのようなジャンルばかりだ。


    　教え方が上手くなれば、遥ももっと直感的に魔星術の操り方を理解できるかもしれない。


    　陽奈は初めて、学校以外の勉強を進んで行っているのだ。


    　今からでも効率よく指導できれば、遥のこれからの戦いに必ず役立つ。


    　昨日、敵の強さに動揺して咄とつ嗟さに禁じられていたガッターキャノンを使用した遥の焦燥は、察するに余りある。遥が強くなればなるほど、戦いで彼女自身にかかる負担は軽減され、身の安全性もぐっと高まるだろう。自分に課せられた責任は、重大だ。


    　陽奈は、片っ端から本に目を走らせていった。


    　しかし読めば読むほど、自分に指導者としての才能など欠片かけらほどもないと思い知る。結局、指南本に共通する大前提として、自身がどれだけその分野を理解しているかが重要だからだ。


    （私自身、魔星術の原理なんて何一つわかってないし……）


    　勢い任せで行使してきただけで、何な故ぜ空を飛べるのか、何故なにも無い空間に穴を穿うがてるのか、原理がさっぱりわからない。


    　ボールに回転を加えることで軌道が変わる──そういった根本の仕組みを理解していない自分では、やはり誰だれかにものを教えることなど分不相応なのだろうか……。


    



    「すいませーん、そろそろ閉室時間ですよーう」


    



    　かなり遅れて、それが自分にかけられた言葉なのだと察し、陽奈は慌てて立ち上がる。


    　図書委員らしき生徒が、貸し出しカウンターで愛想よくにっこりと笑っていた。


    　遥と同じ、青い制服のリボン。どうやら一年生らしい。


    　思わず目を引く美少女だったので、陽ひ奈なはついその子を観察してしまった。


    　肩の少し下に垂れる長さのポニーテール。


    　勝ち気な性格を想起させる、きりっとした吊つり目。


    　血色もよく、背筋がぴんと伸びている。


    　どちらかというと、快活なスポーツ少女という見た目だ。


    　隣に座っているもう一人の女の子は長い三つ編みに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの「ザ・図書委員」という容よう貌ぼうなので、なおさらその印象が際きわ立だつ。


    　ともあれ、長居はできない。一冊だけ本を借り、陽奈は図書室を後にする。


    　ちなみに陽奈が借りた本は、育成のための本ではない。


    〝本当は怖い世界のＵＭＡウーマ〟


    　そそるタイトルだ。


    　真実を曝あばくまでもなく普通に怖いはずのＵＭＡが、「本当は」怖いという矛盾。


    　斬ざん新しんな切り口のこの名著に出会えただけでも、今日図書室に足を運んだ意味は大いにあった。


    　その他、何なん冊さつも読んだコーチングマニュアルは────


    　まあ、何か勉強したような気にはなったからよしとしよう。これまでと別の方法を模索しなければ、自分が遥はるかに上う手まく魔ま星せい術じゆつを教えられないとわかったことは、収穫かもしれない。


    　陽奈が図書室の外に出た瞬間、彼女の行く手を阻はばむかのように一人の少女が立っていた。


    　既視感に眉まゆを顰ひそめる陽奈。


    「せんぱ────────────────い！　見つけたッス！　一緒に帰るッス!!」


    　やはり遥だ。


    「またあんたは……！　今日も先に帰っててって言ったでしょ！」


    　陽奈がどんなに自分を待たず先に帰るよう促しても、遥はこうして放課後しきりに捜し回り、極力一緒に帰ろうとする。


    　クラスに友人らしい友人のいない自分と違い、遥は人気者のようだ。あまり自分にばかり構わなくてもいいのに、と心の中で嘆息する陽奈。


    　迷惑になるから、と遥を押しながら廊下に出る陽奈。もっとも、図書委員以外の生徒は自分で最後なのだが。


    



    「そういえばあんた、委員会とか部活はどうするの？」


    　図書委員が印象に残ったからだろうか。委員会や部活のことが帰途で話題になった。


    「部活なんてやってる場合じゃねーッスよ！　魔ま星せい少しよう女じよの活動の方が大事ッス」


    　去年の自分をそのまま見ているようだ。陽奈は肩を落とす。


    　陽奈や遥の通う知張栄しるばりば学園は、本来必ず運動部か文化部、あるいはその両方の部活に所属する規定があるのだが、陽奈は去年、入学早々魔星少女となったため、部活に所属するのを躊躇ためらってしまった。


    「本当にいいの？　やりたいこととかない？」


    「先輩とヤり──」


    　掌しよう底てい気味に掌てのひらを突き出し、遥はるかの口を塞ふさぐ陽ひ奈な。だが、遥は逆にその仕打ちを歓迎した。


    　舌を少し這はわされた感触にぞくりとし、陽奈は慌てて手を離す。


    「じゃあ、先輩と私の二人で部活を新設しないッスか？　魔ま星せい少しよう女じよ部とか」


    　直球すぎる名前もさることながら、もっと現実的な問題でそれは不可能だ。


    「無理よ、私たち二人じゃ新設の最低規定人数の三人に満たないわ。ウマちゃんとガッタくんを入れればなんとかなるけど」


    「あの二体ふたりが部員として認められるぐらい大らかな学校なら、魔星少女部とか小細工する必要ねーッスよね……」


    　自分など、仮に何かの部活に入っても幽霊部員が関の山だろうが、遥は運動部だろうと文化部だろうと活躍できる逸材だ。フィジカルも、メンタルも。


    　自分が遥に託したことで、遥の青春を無駄に浪費させてしまうのではないか。


    　本人がどれだけ否定しても、陽奈の自責の念は簡単には消えない。


    「……」


    「……」


    　センチメンタルに浸ったからか、話題が途切れ、しばらく二人は無言で歩いた。


    　見渡す限り樹林の歩道を見渡しながら、陽奈は感慨深げに話題を切り出す。


    「ねえ、遥。青森ってさ、日本一の街よね」


    　その青森に住む一人である星ほし上がみ陽奈は、常つね日ひ頃ごろからそう思って譲らない。


    　ＵＭＡウーマへの過剰な愛に続く彼女の特殊な嗜し好こう、青森への超絶郷土愛である。


    「アッハイ」


    　遥が白目を剥むくほど快く賛同してくれたことにほっとし、陽奈は口くち滑すべりをよくした。


    「でも、宇宙怪人って、一度も青森には攻めてこないわよね。ほとんど東京で、後は千葉とか、神奈川とか……遥が先週戦ったのは、埼玉だっけ？　印刷所があったの」


    「は、はあ……確かに」


    「征服のための尖せん兵ぺいを送り込むのは、その国の拠点の大都市が定じよう石せきでしょ？　青森以外攻めてどうするつもりなのかな？」


    　しごく真っ当な侵略戦術ではないだろうか、とはツッコまない遥。


    「あ、ああ～っと……あれじゃねーッスか、東京はとにかく狭いくせに人だけは多いし、千葉は東西線に乗ってても、県境越えたことに気づかずまだ東京にいると思っている人の方が多いぐらい、マイナーな地域ッスから。神奈川もッスけど」


    「私あんまり電車には明るくないけど、そうなの？」


    「埼玉なんて、海ないッスからね。言ってしまえば、月つ面きと同じような場所ッス。敵さんも、そゆとこがバトルにはもってこいの場所って思ってるんスかねハハハ……」


    　しどろもどろになりながら、人の身に余る暴言を吐き散らす遥はるか。


    　だが、関東の人たちがこの会話を聞いても、一笑に付すだけで終わるだろう。


    　天に唾つばしても、己おのれに跳ね返るだけ。


    　青森県民の他県への嘲ちよう笑しようは、そのまま自身に戻ってくるだけなのだ。


    　しかもそれが、憧あこがれの先輩の純朴な誤解を守るためあえて悪逆の誹そしりをその身に受けて吐いた暴言とあれば、誰だれも遥を責められまい。


    「月面には何度か行ったことあるけど、埼玉は一回だけかな。見た目似てたっけ？」


    　凄すさまじい人類だった。


    「でも遥、他の県を悪く言ったら駄目よ。青森は日本最強の土地。全ての都道府県を見守る使命があるのよ」


    　絶対王者の風格を漂わせる現地民。


    　厳おごそかに日本列島を守る青森の頼もしさは──さながら、御おん身み一つで天球を支えし大神・アトラス。彼女にとって青森県こそ、日本の守護神なのだ。


    　こうして好きなものを熱く語る時、陽ひ奈なは本当に輝いている。


    　ただ道を歩いているだけで、彼女の笑え顔がおは人を照らす女め神がみのような温ぬくもりを持つのだ。


    「フフフ、ズレてる先輩、可愛かわいいッス……」


    「ズレ？　何が？」


    「いえいえ、レズを反対に言っただけッス！　好きな単語なんでつい口にしちゃうんス!!」


    「へ、へえ……」


    　より高度な暴言で、失言をかき消す──言い訳の奥おう義ぎを披露する遥。


    　自宅のマンションの前まで来た時、陽奈は結論を告げた。


    「でね。そんな青森の素晴らしさを強調すれば、視聴率アップに繋つながるかもって思って」


    「え、あー、あー……そ、そッスね……でもほら、先輩ならともかく、私は青森の素晴らしさを宇宙に伝えるには実力不足ッスから……」


    　番組を終しゆう焉えんに導きかねない危険な陽奈のアイディアを、懸命に軌道修正する遥。


    「それをこれから私が教えるのよ！　今日の会議は楽しみにしててね!!」


    　愛を以もつてしても抑えきれぬ遥の嫌いやな予感は、僅わずか数分の後に現実のものとなった。


    



    　　★


    



    　視聴率アップのための会議と、陽奈、遥、ウマちゃんでリビングに集まったものの、陽奈はすぐに魔ま星せい術じゆつによる異空間・疑似空間収納箱アナザスペイシンの中へ入って行ってしまった。


    　遥はるかとウマちゃんが前ぜん哨しよう戦せんとばかりに番組方針で一口論していると、リビングのテレビ横の空間が絞られるように歪ゆがむ。


    　中から、陽ひ奈ながご機嫌にアホ毛を揺らして飛び出てきた。


    「ふふ。ウマちゃんのメルヘン路線と遥のちょっとお色気路線、両方を叶かなえる頼もしい味方を見つけてきたの。驚くわよ～。さ、入って！」


    　リビングに入り口が繋つながったままの疑似空間収納箱アナザスペイシンに顔を突っ込み、中に呼びかける陽奈。


    「……待って、疑似空間収納箱アナザスペイシンから出てくるって嫌いやな予感しか──」


    　ウマちゃんの言い知れぬ予感も、発動するのが数秒遅い。


    　制止し終わる前に、空間の穴から謎なぞの球体が飛び出してきた。


    　バレーボール大の毛玉が、蒲公英たんぽぽの綿毛が舞うように軽やかに浮遊している。


    　薄うす橙だいだい色の球体の中心には、おそらく目だろう、楕円の黒点が二つ。その下にあるω字をした簡素な口には、口紅じみたアクセントが見て取れる。


    　ドヤ顔で新たなお友達に照覧あずかる陽奈。


    「────紹介するわ。ケセランパサランの、ケセりんよ!!」


    「天丼じゃねえかああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」


    　プロデューサーの魂の怒号が、社屋兼自宅を激震させる。


    「先輩、まさかさっきの青森の素晴らしさを発信するアイディアって……」


    「青森にはこんなに可愛かわいい生き物がたくさんいるって、番組で紹介しようよ!!」


    　ウインクして腕まくりをし、力こぶを作るような仕草をする陽奈。


    　ウマちゃんは、脳にこぶができかねない頭痛に襲おそわれていた。


    



    　ケセランパサラン。


    　白い毛玉のような見た目で知られるＵＭＡウーマで、特徴は本当にただそれだけだ。


    　あ、毛玉浮いてる、ぐらいのＵＭＡである。


    　ちょっとした魔力を持つと信じられてもいるそうだが、あまりにも特徴がなさすぎて神秘を後付けしたような心遣いが垣かい間ま見みえる。


    　陽奈は、みんなに向けて得意げに説明した。


    「ケセランパサランという名前の由来には諸説あるけど、我われらが青森擁する東北の言葉で『何が何だかさっぱりわからない』という意味からつけられたとも言われているの」


    「じゃあ君だよ！　君こそがケセランパサランだよ!!」


    　ミステリー作品を総括する台詞せりふじみた抗議を繰り出すウマちゃん。


    　マイペースにふわふわと浮くケセりんから視線を切り、ウマちゃんは床を転がった。


    「頑張って番組を盛り上げると言った君が、すごく頼もしかったのに……ムギャ───ッ!!」


    「わあい、私のこと、惚ほれ直したの!?」


    　ウマちゃんを拾い上げ、頬ほお擦ずりする陽ひ奈な。


    「相手の剣幕から感情くらい読み取ってくれないかい!?」


    「ほお～……なんじゃこれ、ッス」


    　遥はるかが、浮いているケセりんに人差し指を近づけようとしては、直前で急に離すという接触を繰り返し試みている。正しい。誰だれもが、それ以外のコンタクトを思いつかないだろう。


    「いきなり見つけたわけじゃないのよ。いる場所はずっと前から見つけていてたから」


    「なんで君はいとも容易たやすくＵＭＡウーマを見つけてくるんだよ！　正直魔ま星せい少しよう女じよシステムの科学力より君の執念の方が卓越しているよ!!」


    　それまで明後日あさつての方を向いて浮いた状態で沈黙を守っていたケセりんが、ウマちゃんと陽奈に向き直った。


    「んま、狭い家ねぇ。スーパーセレブのアティシにはふさわしくない豚ぶた小屋だワ？」


    　球畜生が一丁前にセレブを気取る。愛らしい顔も、口も一切動かずこの暴言だ。


    　しかも、昭和を代表する名女優たちのような独得の演技口調だった。


    「見た目は毛玉なのに、過去に主演女優賞何度も取ってそうな大物感たっぷりッスね……」


    　唐突な本性の発露に、遥がカタカタと震ふるえる。


    「アティシはＵＭＡ界一の大女優。来てあげるだけでも、ありがたく思いなさぁい？」


    「なんだよＵＭＡ界って！　僕の知識の埒らち外がいで地球に何が起こっているんだよ!!」


    　もはや、地獄や魔界が現世に顕けん現げんしたかのような恐ろしさを感じる。


    「ちょっとぉん、アティシの椅い子すはぁ？　いつまで浮かせとく気？」


    「いつまでも浮いてろよ毛玉の分際でなんで椅子要求してんだよ!!」


    　真っ向から立ち向かってくるウマちゃんを見て、ケセりんは妖よう艶えんに微笑ほほえむ。


    「んふ、元気な坊やねぇ。好みよ？」


    　態度の大きさと吐息の悩ましさだけが、紛まごうことなく大女優レベルだ。


    「どう？　お姉さんでモフモフしてみない？」


    　ケセりんは、ふわふわした身体からだで、包み込むようにウマちゃんに覆おおい被かぶさった。


    「なっ……やめろ、覆い被さるな、わー!?」


    　そのモフモフたるや、人を駄目にしちゃうクッションのような極上の感触。包まれていれば、程なく自我は崩壊し、幼児退行してしまうだろう。


    「ウマちゃんに何してるのよ────────────────っ!!」


    　遅まきながら危機を察知した陽奈が、ケセりんを掴つかんで引き剥はがす。


    「あーら、あなたがこの子の女だったのぉん？　恋愛は自由よん？」


    　悪びれずにフリーラヴを唱えるケセりんに、正妻の意地が沸わき立つ。


    「……そしてその恋愛を本人もろとも木こっ端ぱ微み塵じんにブチ砕くのも自由よね？」


    「先輩！　魔星紙片スターピースー！　魔星紙片スターピース出てるッスよ、手!!」


    　遥はるかに指摘され、陽ひ奈なは慌てて変身カード、太陽の魔星紙片スターピースを仕舞う。


    「はっ……し、嫉しつ妬とに駆られて大好きなＵＭＡウーマに危害を加えようと……」


    「何愕がく然ぜんとしてんのさ、君はとうの昔にＵＭＡに危害を加えてきたでしょうが!!」


    　自みずからをＵＭＡと呼称してでも、過去の悪行を自覚させようとするウマちゃん。


    「君が見つけてきたんだ、君が責任持って飼ってね！」


    　そして、おかんじみた厳しさでペットを拾う大変さを諭さとす。


    「でも、ガッタくんと同じ疑似空間収納箱アナザスペイシンに棲すまわせたら、ガッタくんの貞操が危ないわ」


    「ＵＭＡの貞操ってなんだよ！　もはやそれそのものがミステリアスだよ!!」


    　キレッキレのウマちゃんのツッコミを亜空間にスルーし、陽奈は普段使っているものとは別の疑似空間収納箱アナザスペイシンへの入り口を作成、そこにケセりんをひょいっと仕舞い込んだ。


    「……しれっとやってみせたけど、一個人で異次元空間を二つ管理するって、とてつもない偉業だからね……やっぱ陽奈はすごいよ……」


    　溜ため息いきをつくウマちゃんを見て──劣等生たる遥は、哀傷を帯おびた顔で俯うつむいた。


    



    「それじゃあ気を取り直して、具体的な視聴率対策だけれど──」


    　新たなおもしろＵＭＡも去り、ようやく平穏を取り戻したリビング。あらためて、ウマちゃんの音頭で会議が始まった途端。


    「論ずるまでもありません」


    　昨日はなかった声が聞こえ、陽奈たちの視線がそちらを向く。


    　湯飲みを手にした少女が、いつの間にかテーブルの端にちょこんと座っていた。


    　陽奈たちが帰って来た時には、確かにいなかったはずだ。


    「おお、みつきち！」


    　気さくに挨あい拶さつする遥。


    　育ちのよさを感じさせる可愛かわいらしい洋服に、ウサギを思わせる愛らしいカチューム。


    　動画配信を職業と断じる、番組制作の外部協力者。おもちゃアドバイザーの朔さく良ら皇み月つきだ。


    　彼女はこのように、前触れなく唐突に現れることが多い。


    　皇月は小っちゃくて可愛いので許されているが、回数だけなら遥を上回る不法侵入者だ。


    　何な故ぜこの子は、マンションの入り口でチャイムを鳴らすという当然のアクションをすっ飛ばすのだろうか。


    　皇月はテーブルに湯飲みを置き、しれっと告げた。


    「視聴率が落ちている最大の原因──それは、展開のマンネリです」


    　陽奈はすかさず反論する。


    「マンネリって……まだ新シーズン始まって四話なのよ!?」


    　戦闘シーンは遥がまだ不慣れゆえに冗長かもしれないが、マンネリは言いすぎではないだろうか。少なくとも、敵は陽ひ奈なが現役の頃ころに比べればビジュアルも愉快な言動もバラエティーに富んでいる。


    　それだけで、前年よりは注目してもらえるのに、と思っているほどだ。


    　……侵略をされる側の地球は、たまったものではないが。


    「４クール作品、全五〇話程度だとすれば、四話は確かにまだ序盤でしょう。しかしこれが１クール一二話アニメでの四話だったら？　話の三〇％が過ぎても同じことをしていたら、視聴者は一気にダレてしまいます」


    　総話数から見た一話ごとの期待値に違いはあるだろうが、四話までやって同じことの繰り返しでは、さすがに飽きてしまう、と皇み月つき。


    　辛しん辣らつな意見だが、正論だ。陽奈たちは一様にむむ、と唸うなる。


    「視聴率とはリアルタイムで観みてもらう数値。リアルタイムで観るというのは、自身の生活サイクルの一部をその作品に合わせるということ。傍はたで考える以上にエネルギーを使うものです。特に、放送時間に普段は寝ていたり、別のことをしていたりする人ならなおさらに」


    　毎週日曜早朝、ヒーロー番組を観るために早起きしている少女の意見には説得力がある。


    「そうだね、観てもらいたいっていう意識が大事だよね……」


    　プロデューサーである自分が真っ先に考えるべき視聴者の目線を説かれたゆえか、ウマちゃんはしょんぼりする。


    「────ウマさんの番組には……絶対的におもちゃが足りません」


    　皇月は、番組のマンネリの最大の理由をそう結論づけた。


    「番組が始まって一か月、出たおもちゃはソフビと低価格の可動フィギュア、コスモチェンジャーのリニューアルパッケージ版とクロノブラスターだけです！」


    　玩具の販売スケジュールの管理も仕事であるウマちゃんは、弱気に言い訳した。


    「去年出しまくったおもちゃが投げ売りになったから、リリース頻ひん度どが控え目で……」


    「そのうえで、ひと月に四つも出てたら十分じゃない？」


    　やんわり諭さとす陽奈に、きしゃーと小動物っぽく反論する皇月。


    「足りません！　全然足りません！　おもちゃが足りません！　開始三か月は、毎週新武器新アイテム新おもちゃを出すぐらいでなければ駄目なんです!!」


    　ヒートアップしていく皇月。べしべしとテーブルを叩たたき、彼女の私物と思おぼしき湯飲みが揺れる。普段口数少ないだけに、その落差に驚かされる陽奈。


    　皇月は次に、遥はるかにも厳しい視線を向けた。


    「地ち平ひらさん！　コスモチェンジャーのおもちゃには一〇〇種類以上の音声が収録されています……現実のあなたも、それだけ多くの魔ま星せい術じゆつを使えるということです！　何な故ぜ、もっと多彩な魔星紙片スターピースを使わないのですか！」


    「面めん目ぼくねえッスみつきち、まだ使えるのが〝強化マイテイ〟とガッタくんの召しよう喚かんカードだけなんスよ」


    　遥はるかは高等魔星術を一切使えない初心者。規格外な威力のガッターキャノンは、ガッタくん自身の力に加え、陽ひ奈ながカードの実体化を最初に手伝ったから裏技で使えているようなものだ。


    　素直に謝られたからか多少語調を抑えつつも、皇み月つきの一人ディスカッションは止まらない。


    「そもそも、魔ま星せい少しよう女じよにフォームチェンジがないのはいかがなものでしょう」


    　陽奈、遥が揃そろって聞き返す。


    「「フォームチェンジ……？」」


    「レイアーテラは今のところ仲間の力を借りず、一人で戦うのです。多彩なフォームチェンジは欠かせません」


    　目をきらっと輝かせ、説明に熱が入る皇月。


    「状況に応じて姿を変え、持ち得る能力を一点に先鋭化させ戦闘を有利に進める。それを見て視聴者も喜ぶ。それが、フォームチェンジの極意です」


    　通常時よりパワー、スピードなど、どれか一つの要素に特化させる。そのために、装いも変化させる。それがフォームチェンジだという。


    「まあ、状況に応じずとりあえずフォームを増やすことも多々ありますが、おもちゃを出すためにはいたしかたないことです」


    　早々に極意の本末転倒を目まの当たりにし、陽奈と遥は再び首を傾かしげる。


    「要するに、おっぱい特化とかお尻しり特化とかでお着替えするってーことッスか？」


    　特化させるならそれしかあるまい、と真剣な面おも持もちで問う遥。


    「この際、特化するのはそれでも構いません」


    　フォームチェンジさせたくて仕方ない皇月があっさり折れ、即座にウマちゃんがツッコむ。


    「構うよ！　隙すきあらば僕の番組をお色気路線に持っていこうとする遥の執念には、断固として立ち向かうからねっ!!」


    　それにしても、大好きなおもちゃのことに関しては口達者な子だ。


    　ウマちゃんが彼女の動画のファンだという理由を、陽奈はわかった気がした。


    「フォームをたくさん出せば、おもちゃもたくさん出る。はい、復唱です、ウマさん」


    「フォームをたくさん出せば、おもちゃもたくさん出る……」


    　外部アドバイザーに、軍隊よろしく自己暗示を強しいられるプロデューサー。


    　円つぶらなウマちゃんの黒丸の瞳ひとみが、白一色に変わっていく。


    「とにかくウマさんは、おもちゃをたくさん出したいというハングリー精神が足りません。ガッターキャノンのおもちゃを何な故ぜすぐに販売しないのです？　商機を逸いつしていますよ」


    　皇月は、昨日の戦いにも触れた。


    「初回使用時にガッターキャノンの生産に着手すれば、昨日もう一度地ち平ひらさんが使った回の放送時に販売が間に合うスケジュールだったはずです」


    　ウマちゃんの星は、玩がん具ぐの企画から販売までのサイクルが地球とは桁けた違ちがいだ。それを知っているからこその、皇み月つきの意見だった。


    「商機があろうとなかろうと出さないよ、あんな番組の雰ふん囲い気きガン無視のメカニカル武装!!」


    　意地にも似たプロデューサーの柔軟性のなさを目の当たりにし、皇月は深く溜ため息いきをついた。


    　再び湯飲みを手にし、礼儀正しくお茶を飲む。


    「……ふう。話になりませんね。やはり、あなたたちに助力するのは時間の無駄です」


    　言葉は辛しん辣らつだが、それが本音なら、先ほどまでのように熱く語りはしない。とうに見限っているはずだ。陽ひ奈なはいたずらっぽく微笑ほほえむと、仏ぶつ頂ちよう面づらの皇月に提案した。


    「ねえ、皇月ちゃん。私たち、まだまだ全然おもちゃのこと知らないから……よかったら、今度の休日、みんなで一緒に玩がん具ぐ店に行かない？　皇月ちゃんに、もっと色々教えて欲しいの」


    「私が……皆さんとお出かけ!?　い、行きませんよ……くだらない」


    　気のせいか、皇月のウサ耳じみたカチュームがパタパタと揺れて見える。


    「いいねえ陽奈！　一度みんなで勉強に出かけたかったんだ。トイデやんスとかどうだい？」


    　ウマちゃんも賛同し、地球の玩具店を挙げる。


    　昔は街の玩具店もたくさんあったが、今やそれなりの大きさがあるものは、デパートやショッピングモールのテナントか、玩具店最大手チェーンのトイデやんスなどがほとんどだ。それは青森でも変わらない。


    　一応、陽奈たちの住んでいる街にもトイデやんスの店舗はある。


    　そこを提案した陽奈に、皇月は思案顔の後返した。


    「……どうせならトイデやんスでも、敷地面積の広い店舗がいいです。例えば、東京にあるような。行くなら、の話ですが」


    　東京の店舗が、日本最大の敷地面積だという。


    「はい！　東京行くならお泊まり！　お泊まりがいいッス！　ダブルの部屋で!!」


    　よだれを口端に滲にじませ、元気よく欲望まみれの提案をする遥はるか。陽奈は即座に却下した。


    「駄目よ、私は青森で寝ないと体力が回復しないの」


    「先輩、土地神様か何かだったんスか……!?」


    　表情はむすっとしているが、皇月は皆が雑談する間にてきぱきとプランを整えていく。


    「今日は遅いですし……もし行くなら、ですが……今度の土曜日の……九時に、駅で待ち合わせとか、丁ちよう度どいいのではないでしょうか。どうでもいいですが」


    「え？　まだ五時でしょ？　今からでも行けるわよ？」


    　莫ばく大だいな魔ま星せい力りよくを誇り、変身前でもいくばくかの魔ま星せい術じゆつを行使できる陽奈。


    　先ほどの疑似空間収納箱アナザスペイシンを見てもわかるとおり、空間操作能力は彼女の得意とするところだ。東京へなら、テレポートを使って青森から徒歩二秒で行ける。


    　しかし、陽奈は自分がそう提案した後の皇月の少し寂しそうな顔を見て、彼女の本心を悟ったのだろう。笑え顔がおで言い直した。


    「……それじゃ皇み月つきちゃん、土曜日の九時に、ね」


    　陽ひ奈なが頭を撫なでながらそう言うと、皇月は僅わずかに頬ほおへ朱を差し、そっぽを向いた。


    「……気が向いたら行きますが、私は忙しいですから。多分無理だと思いますよ」


    　皇月はそう言い残すと、そそくさと帰って行ってしまった。まだ言葉には棘とげがあるものの、皇月も協力関係を続けるうちに少しずつ心を開いてきてくれたように思える。


    　そして、陽奈にとっては最初から心が全開すぎる後輩が旅行の気がかりだった。


    「新幹線……いいシチュエーションッス。東京までの三時間三〇分、肩が触れ合うぐらい近くに先輩が……ククク、居眠りでもしたが最後、遥はるかちゃんのワゴンサービスをお届けッス」


    「あんただけ延々デッキに立たせておくこともできるわよ？」


    　遥対策に悩まされそうだと嘆息する陽奈は、同じく何かを悩んでいるようなウマちゃんが気にかかった。


    「どうしたの、ウマちゃん。駅に行くの初めてだからわくわくしてるの？」


    「まさか……前にネットのマップで見たけど、青森県内の新幹線が通る駅って周りに何もな────ゲフンゲフン、いや、玩がん具ぐ店に到着してから、僕はどうしようかと思ってね」


    　ウマちゃんは後ろ肢あし二本で立ち上がり、自分の身体からだをしげしげと見つめた。


    「せっかく視察に行くんだ。じっくり勉強したいけれど、この姿じゃ目立ちすぎるだろう？」


    「ウマちゃんは私の肩に乗って、ぬいぐるみのフリをしていれば？」


    　陽奈が自分の肩をポンポンと叩たたき、安全性をアピールする。


    「玩具店の店内で、ぬいぐるみ直じか持もちはまずくないかい……」


    「んじゃ、私の胸の谷間に挟まるッスか？　新幹線は普通席でも、私の胸の谷間はグランクラスッス!!」


    　遥が自分の胸をぺしんと叩き、快適性をアピールする。


    「胸の谷間にぬいぐるみ挟んだ女が店内歩いてたら、警備員が音速でかけつけるよ!!」


    「むしろ私が警備員よ」


    　地球をすでに警備した少女が、眉まゆを八の字に歪ゆがめて凄すごむ。


    「ウマっちも魔ま星せい術じゆつ使えるんだし、人間に化ばけたりできないんスか？　頭に葉っぱ載せたタヌキみたいに」


    「レトロなイメージだなあ……」


    　宇宙人に半笑いで地球の歴史を見くびられ、顔文字のような表情になる遥。


    「できるにはできるけど、この誇り高いユーマエルの身体を一時的でも手放したくないなあ」


    「プライドを語るぬいぐるみってのも微笑ほほえましいッスねえ」


    　一番手っ取り早い手段に思えたが、ウマちゃんは難色を示している。


    「私はウマちゃんはウマちゃんの姿でいて欲しいから……ウマちゃんの意見には賛成かな」


    　頬に手を添え、乙女チックに願望を語る陽奈。


    　その反応を見るや、遥はるかは何かを企たくらんだように口端を歪めた。


    「けれど、今後のためにもウマっち自身が一人でこの世界を行動できる姿を作っておくのは大事だと思うッスよ？」


    　得意の口八丁で、遥はウマちゃんを説得にかかる。


    「以前先輩と一緒に戦った時みたいに、ウマっちが戦闘現場に来なければいけない時、同じ星の住人が映っていたら、番組にリアリティがなくなるッス」


    　カラミティーサタンとの戦いの折、ウマちゃんは現場にいたが、実際の放送分ではほぼ見切れていて問題はなかった。


    「そっかあ、同じ地球人の姿をしていた方が、画えも自然になるってことか」


    　陽ひ奈なもそこまで聞いて納得した。


    　ウマちゃんは最後まで逡しゆん巡じゆんしていたようだが、現場で直におもちゃに触りたいという欲求には抗あらがえなかったようだ。


    「仕方ない──それじゃあ、変身のイメージを固めておかないとな……」


    



    　ウマちゃんは早速自室に移動した。陽奈、遥も後に続く。


    　ここには無駄に高価なイラスト制作設備が整っており、一見すると実力派イラストレーターの作画環境のようだ。


    　ウマちゃんは液晶タブレットの上に乗ってお絵え描かきを始める。


    「よし、できた」


    　そして数秒で渾こん身しんのモンタージュが完成する。


    　陽奈は好奇心いっぱいに、遥は結末を予感したようなジト目で、液晶画面に顔を寄せた。


    　記号の○の下に□。□の両サイドからは──ぼうせんと、その先端に○。……腕だろうか。


    　□の下からも同じく二本の──ぼうせんと○が生えている。これが脚らしい。


    　イラスト描画の最初のアタリとしてすら使用不可の、低クオリティな人体が降臨する。


    　ウマちゃんは陽奈たちへと振り返り、不敵に笑った。


    「──バッチリだ。これなら、玩がん具ぐ店にいてもなんの違和感もない少年だ」


    　遥はウマちゃんを引っ掴つかみ、上下に揺さぶる。


    「オメ─────────こんな変身して玩具店に行ったら、警備員どころかＮＡＳＡのエージェントに捕獲されるッスよ!?」


    「ひいいいいいいいいいい何で!?　標準的な日本の男の子の見た目を完かん璧ぺきに再現したのに!!」


    　これを標準だと言われるのは、日本人全員がＵＭＡウーマと断定されるに等しい。


    「やめなさい遥、ウマちゃんは褒ほめて伸びる子なのよ!!」


    　そうやって陽奈が甘やかしたクロノブラスターのデザインから、画力が全く伸びていない。


    「無駄にイメージ図なんか作ったら、かえってそっちに引っ張られてＵＭＡが爆誕しそうッス！　先輩や私の顔を見て、こんな感じになるようにすればいいんスよ！　なんだったら、参考画像に私のおっぱい見せるッスか!?」


    「何で君は隙すきあらば胸に繋つなげようとするの!?」


    　言動はともかく、どう考えても口数の多い遥はるかの方がウマちゃんと仲良しに感じる。


    　陽ひ奈なは嫉しつ妬と心を全開にし、ウマちゃんを掴つかむと、自分の頭にぽんぽんと押し当て始めた。


    「イメージ図なんて必要ないわ。今から私の全身をなぞっていくから、それを記憶して人間の姿になってくれればいいのよ、ウマちゃん！」


    　頭に押し当てられると、眼前で陽奈の逞たくましいアホ毛を見ることになる。整髪料でセットをしているわけでもないのにいつ何時も形を保つそれは、ウマちゃんにとって恐怖の対象だ。


    　そして、押し当てられる箇所が登頂から後頭部に移行したところで、ウマちゃんは血相を変えて叫ぶ。


    「あ！　はい！　わかりました、理解しました！　完かん璧ぺきに人間のビジョンが頭に入ったぞー！　だから大丈夫、ここでストップ！」


    　陽奈にお風ふ呂ろでスポンジとして使われたトラウマが蘇よみがえったのか、高速で危機回避能力を発はつ揮きするウマちゃん。為なすがままでいれば、陽奈は本当に自分を使って全身をなぞりかねない。


    「本当？　イメージが固まらなくて失敗するようならすぐ再開するから、遠慮しないでね！」


    　にっこりと微笑ほほえむ陽奈。ウマちゃんは、滝のような汗を流す。


    「やばい、やばい……一発で変身成功させないと、また身体からだ洗うスポンジにされる……!!」


    　ウマちゃんは、無表情のままはぁぁ……と気力を高め、全身から水蒸気のように魔ま星せい力りよくを立ち昇のぼらせていく。


    　逆境が彼を強くしたのだろう。極限状態でポテンシャルを最大に発揮し、ウマちゃんの身体からだが眩まばゆいばかりの光に包まれた。


    　魔ま星せい少しよう女じよが魔ま星せい術じゆつを発動する時に酷こく似じした、極彩色の光だ。


    　小動物サイズのウマちゃんが、シルエットを光でぼかしたままむくむくと膨ふくらんでいく。


    　それは粘土を捏こねるように人の形に成型されていき、輪郭も徐々にはっきりとしていった。


    「わぁ……」


    「おおおー!?」


    　陽奈と遥が目を見張る。ウマちゃんは──紛まぎれもない、人間の姿に変身したのだ。


    　最終的には陽奈や遥の胸の辺りに頭が来る身長で固定された。小学校低学年ぐらいの年齢だろうか。


    　ウマちゃんのトレードマークであるカーディガンは、適正サイズに大きくなったものの、そのまま首に巻かれている。


    　ジッパーシャツに、シンプルなハーフパンツ、まだ幼さの残る細い脚を、ハイソックスが彩いろどる。いいところのお坊ちゃんを思わせる上品な装いだ。


    　さらさらの髪の毛に、くりっとした瞳ひとみが庇ひ護ご欲をそそる。ややほっぺが赤らんでいるのがまた、可愛かわいらしい。


    「う、うわぁ～！　めっちゃめちゃイケメンショタじゃねーっすか!!」


    　遥はるかが両手を組んで歓声を上げる。


    「ええ、そうかなあ……このぐらいで普通だと思うけど」


    　世の男性の七〇％は敵に回す暴言を無む垢くに放つウマちゃん。


    「……んー、でもやっぱり、私は元の姿のウマちゃんの方が好きかな」


    　遥より感動が薄かったらしく、身を竦すくめて苦笑する陽ひ奈な。


    「よう、ケモナー」


    　遥がフランクに陽奈の肩を叩たたき、憐れん憫びんの視線を手た向むける。


    「だから私はケモナーじゃないって言ってんでしょうがああああああああああああ!!」


    「女の子好きの私でさえいいじゃんって思う美少年ッスよ!?　それをあの八や幡わた馬うまみてーなビジュアルの方がいいって、先輩の目ェ腐ってんじゃないッスか!?　そんなとこも好き!!」


    　遥は親指と人差し指でＬの字を作って顎あごに添え、これ見よがしにウマちゃんを観察した。


    「ウマっちって意外とあざといッスねえ……お姉さん受け狙ねらった変身ッスね、それ？」


    「玩がん具ぐ店に出入りしやすいようにだよ！　それに、子供の変身の方が長時間できるんだ」


    「まーたまたぁ、どう見ても私の胸に頭をうずめるためにその身長になったんスよねぇ？」
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    「わ、わわっ！」


    　胸に抱き締めるのに丁ちよう度どいい高さの頭を、遠慮なくその豊満な胸に埋める遥はるか。


    「や、やめてよ遥！　くすぐったいよお!!」


    「おやおや可愛かわいい声出しちゃって……ッス」


    　そのまま頭をなでなでする遥。


    　陽ひ奈なは即座に引き剥はがそうと詰め寄る。


    「何やってんのよ遥！」


    「別にいいじゃないッスか、何か弟みたいで可愛いんスよ」


    　しかし、あくまで姉弟として可愛がっていると主張されては、ぐうの音ねも出ない。


    　ＵＭＡウーマの姿の方が好きだと言ってしまった手前、なおさらだ。


    　そこで陽奈は──苦肉の策に出た。遥に流し目をしながら、肩をくねらせる。


    「は……遥？　ウマちゃんの代わりに私を抱きしめてもいいわよ？」


    　一瞬遥の目が大きく見開き、口端も妖よう怪かいよろしく大きく吊つり上がったものの、そこはさすが演技派を自称する少女。


    　すぐに「お姉さん」の表情に戻り、健康的にウマちゃんを可愛がった。


    「えー、どうしよっかなあー、ウマっち可愛いッスからねえー」


    「わっ……わあっ……！」


    　ウマちゃんを抱き締めたまま持ち上げ、右に左にと踊るように回転させる遥。


    　当然その反動で、ウマちゃんの頭は弾はずむ胸に何度も押しつけられることとなる。


    　陽奈は奥歯を強く噛かみしめると、恭きよう順じゆんを示すかのように大きく両手を開き、


    「抱きしめなさいよ遥！　抱きしめて、私を!!」


    　涙目で遥を受け入れようとする。


    「ゲッヘッヘッヘ……読み通りすぎて怖いッス。愛する男を守るために身体からだを差し出す女……ＮＴＲ好き大歓喜な展開ッス」


    　あっさりとウマちゃんを下ろし、陽奈に欲望の赴おもむくままににじり寄ろうとした遥は──


    



    「──────自分の身の安全を確保する前に人質を解放するなんて、馬ば鹿かな犯人ね」


    



    　即座に魔ま星せい術じゆつを発動させた陽奈によって、部屋の壁に叩たたきつけられた。


    「クソオオオオオオオオオオオオオ最後の最後で詰めを誤ったッス！　あと少し！　あと少しのところでえええええええええええええええ!!」


    　野望成就の一歩手前で阻そ止しされたラスボスじみた無念を吐血の如ごとく振り絞る遥。


    　解放されたウマちゃんは床に女の子座りでへたり込み、頬ほおを真っ赤にしてもじもじするのだった。

  


  
    ６ｔｈ：青森発、東京着。／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　東北新幹線はやぶさ。


    　青森と東京を結ぶ流線型のボディーが美しい新幹線で、最高時速は三二〇キロメートル。


    　ボディを彩いろどるの緑と白のコントラストはまさに、森と雪という青森県のイメージカラーの体現といえるだろう。


    　青森から東京ほどの長距離ならば、飛行機で移動した方が断然速いと思われることがままあるが、一概にそうとはいえない。


    　これは青森に限ったことではないだろうが、地域によっては主要空港への動線に乏しく、空港に到着するまでですでに数時間を要する。


    　私用で毎週のように青森と東京を往復する人間などそうそういないだろうが、コンスタントに通うとなると、新幹線が最適であるケースも多いというわけだ。


    　そして陽ひ奈なたちは、急きゆう遽きよ決まったこの弾丸旅行に、新幹線を選択した。


    



    　陽奈、遥はるか、ウマちゃんは揃そろって駅まで向かっていた。


    　人間への変身持続時間に不安が残るため、ウマちゃんは元の姿で、今はぬいぐるみのフリをして陽奈に抱かれている。


    　その陽奈は、長時間移動を見越して動きやすさを重視。春に相応ふさわしい桃色のサロペットワンピースを着用している。


    　元々背が低めの陽奈が着ると、下へ手たをすると小学生にも間違われかねない愛らしさだ。


    　一方の遥は、薄手のパーカーに、ミニスカートを合わせている。ニット帽から覗のぞくおでこが健康的だ。パーカーを着ていても、息を吸うようなたやすさで乳袋が形成されている。


    　ウマちゃんのオシャレポイントであるカーディガンは、若草色と白のストライプだ。


    　新幹線はやぶさに合わせたコーデなのだろう。


    　駅に到着し、少し肌寒い吹き抜けのホールに入ったところで、遥の嬌きよう声せいが木こ霊だました。


    「マジで？　ウマっちが旅費出してくれるんスかっ!?」


    　新幹線の切符代は、ウマちゃんが持ってくれるという。


    　てっきり新幹線代が自腹だと思っていた遥にとっては、非常に嬉うれしい申し出だ。


    「事業の最重要項目であるおもちゃのための現地取材だ、そのぐらいは経費になるよ」


    　その気きっ風ぷのよさは実に頼もしい。さすがプロデューサー、とウマちゃんの頭を撫なでる遥。


    「まあ、全く使いこなせないスペックのモンスターＰＣが経費で落ちるんだから、それも当然ッスね」


    　遥はるかのからかいに、ウマちゃんは真顔で反論する。


    「あれこそ経費になって当然だろう、僕のデザインがかっこいい武器を生み出すんだよ!?」


    　経費という魔法の言葉に、陽ひ奈なも興味を引かれた。


    「ウマちゃん、ＵＭＡウーマを探すのも経費で落ちる？」


    「本来この世界では国家予算丸々経費に落とし込んでも見つからないものだよね!?　なのに陽奈は元手ゼロでガンガン発見してくるよね!?」


    　残念そうにする陽奈。


    　待ち合わせ場所としていた、駅内に立つ時計つきポールの近くまで来たところで、一同は意外なものを目にした。


    　八時四〇分。新幹線発車時刻どころか、待ち合わせ時間までもかなりあるというのに……そこにはすでに、皇み月つきの姿があったのだ。


    「……遅いですよ」


    　少しむっとしながら、陽奈たちを出迎える皇月。


    　普段もフリル多めの上品な服装の皇月だが、今日はよそ行き仕様なのか、より明るい色だ。


    　その浮き世離れした可か憐れんさに、通りがかる青森県民がもれなく目を留めていた。


    「全く……多忙な私が一番早く到着するなんて、皆さんの時間感覚を疑います」


    　可愛かわいらしいリュックを背負い、しかも肩からはストラップで水筒を提さげている。


    　万の言葉よりも雄弁な「楽しみにしてました」感が、二人の女子高生を歓喜させた。


    「もー！　皇月ちゃんったらもー!!」


    「いやはやペロペロ不可避ッスね、このちっこいの!!」


    　陽奈と遥は、溢あふれる愛いとしさを言葉にできず、皇月の顔と言わず肩と言わず、ペタペタと触り出す。


    「な、何をするんですか、鬱うつ陶とうしい!!」


    　手を払いのけ、先頭を切って歩き出す皇月。陽奈と遥は、顔を見合わせて微笑ほほえんだ。


    



    　ウマちゃんがネットで事前に予約していた指定券を自動券売機で発券し、一行は自動改札を通る。


    　程なく、独得のノーズフォルムを露あらわにしホームにやってきた新幹線はやぶさを見て、遥が年甲が斐いもなく興奮する。


    「うおー、私、新幹線乗るのなんて中学の修学旅行ぶりッスよ！」


    「私もそうね。皇月ちゃんは？」


    「私は……父様の仕事について、東京にはよく行きますので……」


    　どうやら皇月の父は仕事で頻ひん繁ぱんに東京に行くようだが、考えてみれば当然のことだ。


    　皇月の実家は、日本を代表する玩がん具ぐメーカーなのだから。


    　そうなると、彼女の本宅がなぜ青森にあるかという疑問が浮かぶ。


    　そのうち、皇み月つきに聞いてみようかと思う陽ひ奈な。


    



    　三人席で、窓側から皇月、陽奈、遥はるかの順で座る。


    　隣り合って座り密着することでセクハラを受けないよう、自分と遥を両端にしたかったのが陽奈の本音だが、皇月がさりげなく窓側を希望したので仕方がない。


    　土曜日だが、車内に人は少ない。陽奈たちは、座席で小声で歓談に興じていた。


    「皇月ちゃん、来る前に何かあったの？」


    　こころなしか皇月がすでに疲れている様子なのが気になり、陽奈が尋たずねる。


    「父様が、旅行を許してくれなくて……。『男だろう、絶対男だろう、会わせろ』と日本刀を持ち出してきたので、撒まくのに苦労しました……」


    　陽奈と遥の中で、皇月の父のイメージが恐ろしく鮮明に固定されてしまった。


    　鎖骨の辺りまで伸びた立派なヒゲ。髪型は、凜り々りしい眉まゆがよく見えるオールバック。


    　普段着は、間違いなく紋もん付つき袴はかまだろう。


    「正直、子こ煩ぼん悩のうが過ぎて困っています……。私はもう子供じゃないのに……」


    　そう言って頬ほおを軽く膨ふくらませる仕草は実に子供っぽくて可愛かわいいのだが、皇月は自分のことを人間界に溶け込んでいる不老不死の人外で、齢よわい九九九歳といって憚はばからないのだ。
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    　陽ひ奈なは我わがことのように共感し、苦笑する。


    「あー、わかるわ。うちのお父さんも全然、子離れ────できなくって……!!」


    　そして、最初は朗ほがらかだった顔が、言葉を紡つむぐに従ってにわかに鬼の憤ふん怒ぬを宿し始める。


    　陽奈は父親とよく喧けん嘩かする。もちろん、仲がいい裏返しとも言えるが。


    「……海外に出張になって助かってるわ。私、ちゃんと一人暮らしできるようになったし」


    　陽奈の膝ひざの上でウマちゃんが、疲労を滲にじませながら指摘する。


    「いや君、家事が壊滅的だよ……。おかげで僕が、料理掃除洗濯全部覚えちゃったんじゃないか……！」


    　愛いとおしげに膝元にウインクを送る陽奈。


    「好きよ、ウマちゃん」


    　こういう女の子にはならない方がいいよ、と切実なアドバイスを皇み月つきに寄せるウマちゃん。


    「ウチはめっちゃ放任ッスねー。かーちゃんも、『東京行ってくるッス』って言ったら『おう、行って来いッス』ってなもんだったッス」


    　さりげない会話で、遥はるかの語尾が遺伝だったと知り、おお、と小さく唸うなる陽奈。


    



    　東北新幹線はその道程の多くをトンネルに頼るため、旅情を楽しむのは難しい。


    　三時間半──独りでは孤独な時間だが、三人……いや、四人いれば、過ぎるのはあっという間だ。


    　終点を告げるアナウンスが聞こえ──陽奈たちは、降り立った東京駅のホームで伸びをするのだった。


    　しかし、まだ達成感に包まれてもいられない。


    　速すみやかに列車を乗り換えるため東京駅地下へと向かう一行。


    　地下鉄を乗り継ぎ、目的であるトイデやんスの大型店舗がある駅に移動する。


    　最寄り駅の改札を出ると、疑似空間収納箱アナザスペイシンから皇月のリュックを取り出し、手渡す陽奈。


    「はい、皇月ちゃん」


    　新幹線の荷物棚に置けないとのことで、陽奈が預かっていた。割れ物か何かだと思っていたのだが……恐る恐る手にする皇月を見ると、重要度はもっと高いように思える。


    「預かってもらってありがとうございます……父様に護身グッズを色々と渡されたのですが、新幹線内に持ち込むのは危険と思いまして……」


    　皇月は、バツが悪そうにリュックを開け、中身を陽奈たちに見せた。


    「護身グッズ……？」


    　最初に陽奈が手にしたのは、子こ豚ぶたの顔を意匠とした防犯ブザーだった。


    「ああ……これ、防犯ブザー？　可愛かわいいデザインね」


    　きっと「ブー」という防犯音と、豚の鳴き声をかけているのだろう。これなら、子供も怖がらずに携行できる。


    「あ……ピンは引き抜かないでください。防犯ブザーに見せかけた手しゆ榴りゆう弾だんです」


    「──────」


    　抜くつもりはなかったとはいえ、ピンにかけていた陽ひ奈なの指が、表情筋と連動して固まる。


    「これは……？　催涙スプレーッスか」


    　続けて遥はるかが手にしたのは、制汗スプレー程度の大きさのスプレー缶だ。


    「……に見えますが、特殊液体窒素です。数秒噴霧するだけで、ガラスでも人間の骨でも氷結破砕するとか」


    　遥の表情が氷結した。


    「じゃあ、これもなの……？　あんパンにしか見えないけど……」


    　ウマちゃんがそのスクウェアーな腕でひょいと掴つかんだのは、スーパーやコンビニで売っていそうな、なんの変哲もない透明な袋詰めの菓子パンだ。


    「見た目はあんパンですが、中身は餡あんではなく爆発性物質だそうです。振動や熱気では問題ないですが、噛かんで唾だ液えきがパン部分に付着すると水分で化学反応を起こして起爆する仕組みと言っていました。シンプルですが殺傷力抜群、護身具としては最適です」


    　持ち前の説明・解説大好き気質が鎌かま首くびをもたげたのだろう。


    　デンジャーな護身グッズの性能を解説しながら、皇み月つきの舌した滑すべりもよくなってきた。


    　とうとう自分でグッズを取り出し始める。


    「あとこれは……スマホの形をしていますが、スタンガンです。おさいふケータイをかざすような気軽さで相手にタッチすると、超強力な電撃が流れて確実に心停止させます」


    「ストオオオオップ！　さっきから何さこの恐ろしすぎるラインナップは!?　身を護まもるグッズと書いて護身グッズだよ!?　どれもこれも必ず殺すと書くグッズじゃないか!!」


    　この地球ならざる星からやって来た生命体が、正しく過剰防衛のなんたるかを訴える。


    「……魔ま星せい少しよう女じよの武器より物騒なんスけど……」


    　おそるおそる、リュックの中にグッズを戻す遥。


    　陽奈は遥やウマちゃんにせがまれ、安全な疑似空間収納箱アナザスペイシンにリュックを封印することにした。


    　一時ヒートアップしたものの、我われに返り、すまなさそうにする皇月。


    「すみません……玩がん具ぐメーカーとは、製品の製作過程でどうしてもついうっかり兵器が完成してしまうことがある、とは、父様の弁でして……」


    　日本国民ならば誰だれもが知っている〝真た実だしい未さ来きを創つくる企業〟でお馴な染じみの玩具メーカー。


    　子供を笑え顔がおにする玩具開発の裏で、卵焼きを焦がすぐらいの気軽なミスでうっかり強力な兵器を生み出してしまっているとは……。


    「大丈夫よ、皇月ちゃん。悪い奴やつが皇月ちゃんを狙ねらっても、私が守ってあげるから」


    　魔星少女という最強の〝護身グッズ〟を二つも携行しているのだ、皇月は世界で一番安全だといえる。


    



    　　★


    



    　玩がん具ぐ店の大型店舗を「視察先」に選択したのには、理由がある。


    　というのも、地方にある玩具店であっても、基本、有名な作品のおもちゃは売り切れでない限りはほぼ全てラインナップされる。この星のヒーロー番組、ウマちゃんからすれば「競合作品」の商品を見たいだけなら、東京まで来る必要はなかった。


    　皇み月つきが見せたかったのは、もっと細かなラインナップだ。


    　そして、大型店ゆえのディスプレイも大いに参考になる。


    　店内に入った途端、通路の果てまでカプセルトイの筐きよう体たいが左右の壁に並べられた、圧巻の光景に出迎えられた。


    　これが、皇月言うところの派生商品の一つ──今、ウマちゃんの星にはないもの、カプセルトイだ。


    「すっごい数……あ」


    　陽ひ奈なは地元でも先月回した「飾ろう！　ＵＭＡウーマ」シリーズの筐体を見つけ、早速回してみる。今回はウマちゃんたちとの勉強も兼ねているので、普段陽奈がしている「カプセルトイは家に帰るまで開けない」のポリシーは遵じゆん守しゆする必要はない。


    　中身は、またしてもヒトガタだった。ダブって残念とは思わない。ガッタくんと友達になった今、運命さえ感じる。


    　陽奈がカプセルから取り出したフィギュアを手の平で指し示しながら、皇月がウマちゃんに提案する。


    「ウマさん、まずはこういったカプセルトイ商品の展開に着手しましょ……」


    「ん？　どれどれ？」


    　皇月のいつもの無表情が、振り返った途端、驚きよう愕がくに彩いろどられる。


    　目の前には、薄く微笑ほほえむ小さな美少年。


    　ウマちゃんは玩具店に来たことで、練習通り少年の姿へと変身。


    　そのイノセントビューティの極地とでも形容すべき愛らしい姿を、皇月の前に初めて見せたのだ。


    　ともに気品ある二人が向かい合い、視線を交わす様は──童話の王子と姫の邂かい逅こうのような神聖さを思わせた。


    「…………あ……」


    　皇月は、胸を手で押さえて後あと退ずさってしまった。


    「あなた……ウマさんですか？」


    「うん、そうだよ。店の中に入る前に変身しておいたんだ。僕もおもちゃを手に取って勉強したいからね」


    　赤髪の美少年に微笑ほほえみかけられ、皇み月つきは右に左にと視線を泳がせる。


    　声はいつものウマちゃんと全く同じなので、既知の人間ならば誰だれでも初見は戸と惑まどうだろう。


    「どうしたの、皇月？　顔が赤いよ？」


    「あわっ……いえ、その……！」


    　狼狽うろたえる皇月に合わせ、彼女のカチュームも忙せわしなく揺れる。


    　そんな乙女じみた光景を見せられて、遥はるかがおとなしくしているはずがなかった。


    　軽快なフットワークで皇月の前を反復横跳びし、ダイレクトな質問をぶつける。


    「あれれ～？　どうしたんスかみつきち、そんなに顔真っ赤にしちゃって～。ウマっちに胸キュンッスか!?」


    「ち、ち、ち、違いますヨ!?　珍しいなあって思っただけですヨ!?」


    　声が裏返る皇月を、油断なく観察する陽ひ奈な。


    　遥もそうだったが、どうやら普通の女の子はウマちゃんの人間の姿にキュンとするようだ。


    　もっとも、「嫉しつ妬との化け身しん」、「ジェラシーゴッデス」、「歩く昼ドラ」の異名相応ふさわしき情念の塊かたまり・陽奈とはいえ、幼いときめきを妨害するほど野暮ではない。


    　ヤキモチにひくつく頬ほおを押さえ、陽奈は皇月を誘う。


    「皇月ちゃん、とりあえず次、次行きましょ！」


    「そうですネ」


    　二者二様の動揺から、ぎこちない歩みで店内を進んで行く陽奈と皇月。


    　苦笑しながら、遥も後を追った。ウマちゃんだけは、人間となったその身体からだで、おびただしい量のカプセルトイの筐きよう体たいを、丹念に目に焼き付けながら歩いて行く。


    　入り口すぐにあるレジ近くの棚には、食しよく玩がん──キャンディトイとも呼ばれる、箱入り袋入りの低価格帯商品が陳列されていた。


    　小さな手で、小さな箱を手に取り、しげしげと見つめるウマちゃん。


    「食玩かあ。カプセルトイよりも、もっと考えもしなかったなあ」


    　一ひと欠片かけらのラムネやガムが申し訳程度に封入されることで「お菓子」としてカテゴライズされ、スーパーやコンビニに流通させやすい。これが食玩の強みだ。


    　しかし……だからこそ、ウマちゃんにとって食玩は縁のない商品だ。


    「そっか、ウマちゃんって基本、水分しか取らないもんね。ウマちゃんの星の人たちも同じなんだ」


    　食品に玩具を付属させるという考え自体、ウマちゃんの星では浮かばないのだ。


    　だがそうなると、食玩としての展開はなかなか困難を極めそうだ。


    　よもや、納豆に付属する一口醤しよう油ゆぐらいの大きさの「水」パックをフィギュアに付属させ、食しよく玩がんとして販売するわけにもいくまい。


    「ですが、食玩は『買い物のついでに買ってもらいやすい』という点では非常に重要です」


    　皇み月つきが力説する。


    　普通のおもちゃなら、親も気軽に買い与えるとは限らない。祝いごとの日や、ご褒ほう美びに買ってもらえることの方が多いはずだ。


    　だが食玩は、日々の買い物の途中で気軽におねだりができる。


    　そして食玩はそれ独自のラインナップだけではなく、変身アイテムなどの主力おもちゃの連動商品、その廉れん価か版として展開されるという側面を持つ。


    　食玩を通じ、きっかけとなるアイテムを一度でも買うことによって、それだけでは満足できない、主力商品が欲しくなる……購買に繋つながる、という絡から繰くりだ。


    　そう説明を受け、遥はるかは棚のレールプライスに目を留とめた。


    「──いやみつきち、この食玩七〇〇円もするんスけど、これお父さんお母さん気軽に買ってくれるッスか？」


    「食玩といっても価格差はあります。ご両親だけがターゲット層ではありません……例えば」


    　皇月に手招きをされ、陽ひ奈なたちは食玩の陳列棚から一時離れる。


    　程なく、二〇代ほどの男性が棚に近付いてきた。


    　土曜日の昼間だというのにやけに疲れて見えるが、食玩の箱を手にした途端、顔に生気が漲みなぎったように見える。


    「あれは『仕事帰りに通勤路にある玩がん具ぐ店に足を運ぶのがささやかな楽しみおじさん』です。今日は土曜日なので、『新発売のおもちゃを買いに来たついでに食玩もチェックするおじさん』にフォームチェンジしているようですが」


    　購買層のリサーチは重要だ。


    　ウマちゃんたちは、固かた唾ずを飲んでその男性の一挙手一投足を見守る。


    「おっ、七〇〇円もする食玩を……ＢＯＸごとカゴに突っ込んだッス」


    　遥が、小声ではあるが興奮気味に実況する。


    「ブラインド式のアソート……箱の外から封入物が見えない食玩です。小分けに何度か買うよりも、一度に箱買いした方が全種集まる確率が高いということですね」


    「確率が……って、一箱丸々買ったら、全種類揃そろうんでしょ？」


    「いいえ、こう注意書きがあるものも多々あります。『１ＢＯＸで全種類揃うとは限りませんのでご了承ください』と」


    　食玩の闇やみだった。


    　だが特撮おもちゃ大好きおじさんは、その闇をも真っ向から受けて立つのだ。


    「うーん、やっぱり食玩の展開は後回しでもいいんじゃ……」


    　優先すべきは、メインターゲット層である子どもだ。


    　鮮烈な大人買いを見てか、ウマちゃんも食しよく玩がんの有用性には懐疑的だ。


    　嬉き々きとしてレジに向かうおじさんを見送りながら、皇み月つきはウマちゃんを焚たき付ける。


    「ウマさんの番組には大義があるのでしょう。活力を失った人々を元気にすると。ならば、ああいったおじさん層もターゲットにし、救うのは道理では？」


    「うっ……そ、そのとおりだ」


    「そうね。それに私、ああいうの、素敵だと思うけど」


    　陽ひ奈なは、カゴいっぱいにおもちゃを持ってレジに向かう男性を、母性溢あふれる面おも持もちでフォローする。


    「だって、子供の頃ころってああいうものを好きなだけ買ったりってできないじゃない？　大人になってから……文字通り大人買いだけど、それができるようになるって……一人前になったってことでしょ？　すごく誇らしいと思うけど」


    　うんうんと大おお仰ぎように頷うなずく皇月。


    「いいことを言いますね、星ほし上がみさん」


    「そうッスね、独身の特ト撮クオタの自己弁護みたいで素敵ッス」


    　皇月に睨にらまれ、唐突に胸をマッサージし始める遥はるか。口笛を吹いて誤ご魔ま化かす代わりだろう。


    　四人は、さらに店内へと足を進めた。


    　ライトアップの妙なのか、広い店内に大きな陳列棚という相乗効果が生み出すマジックなのか……大きな玩がん具ぐ店は、それだけで胸がときめく。


    　皇月は何度も来ているだろうに、普段伏しがちな目をきらきらと輝かせている。


    　ウマちゃんに至ってはそれを提供する側だというのに、おもちゃをねだる子供のように無邪気に棚から棚へとへばりついていく。


    　遥が、悩ましげな目線とともに、陽奈へと手を差し伸ばした。


    「……全く……うちの子たちは元気ねえ……どうですあなた、三人目、今晩作っちゃう？　ッス」


    「母さん、腰に回した手をどかさないと折り畳んで棚に陳列しますよ」


    　突然の夫婦ごっこを繰り出す遥をカウンターで切って落としはしたものの、陽奈は先行する二人を微笑ほほえましく見守った。


    　視線の先に幼児用おもちゃの棚におままごとの授乳セットを見つけ、思わず自分の胸をぺたぺたと触る陽奈。


    　……自分がお父さん役なのは──やはり……。


    「うーん、みつきちとウマっち、ああして仲良く歩いてるのを見ると、小学生カップルみたいで微笑ましいッスね」


    　反論もできず唇くちびるを引き結ぶ陽奈。


    　カチュームをうさぎの耳のように揺らしながらぱたぱたと駆ける皇月は、遥のように女の子大好きな嗜し好こうではない陽ひ奈なでさえ、本当に可愛かわいいと思えてしまう。


    「大丈夫ッス、みつきちのうさ耳みたいに、先輩のアホ毛も揺れてるッスから」


    「アホ毛じゃなくてくせ毛!!」


    　玩がん具ぐリサーチはあの二人にほぼ任せ、陽奈は本格的に客のリサーチをし始めた。


    　父や母に手を引かれ歩く幼児。それよりもう少し年齢高めの児童。


    　カード売り場には中高生が多く、先ほど見た「大人買い」の男性も決して少なくはない。


    　陽奈にとっては、全てが勉強だ。


    　どんな客層がどんな商品を求めるのか……そもそも、ヒーロー番組の一作品の中で、どういったおもちゃが売れ筋なのか。


    　それは、「主人公」であるレイアーテラが今後手にしていくであろう新武器に、もれなくフィードバックすべきだからだ。


    



    　　★


    



    　たっぷりと数時間かけて店内を踏破し、一同は玩具店を後にした。


    「──そういう感じでいいですよね、ウマさん」


    「うん。確かに、主力商品の周囲に連動商品が並んでいないと、寂しいよね。コスモチェンジャーの連動商品────魔星紙片スターピースの展開を急ぐよ」


    「魔星紙片スターピースは、カードの自販機でも展開できそうね」


    「それです、星ほし上がみさん」


    　にわかに会議のようになってきた中、皇み月つきは歩道で足を止めた。


    「そ、そうだ……女の子同士で撮った写真があれば、父様も納得してくれると思いますので……皆さん、よろしいでしょうか？」


    　女の子同士の旅行だという証拠が欲しい、という皇月。


    　しかし、彼女の表情を見れば、その真意は実にわかりやすい。


    「うむ、みつきちのとーちゃんの刀を納めるためにも、仕方ないッスね！」


    　ででんと胸を張りさえしなければ、陽奈も遥はるかの優しさに心打たれていたのだが……。


    　旅行の思い出に一緒に写真を撮りたい、とまだ口にできない皇月。けれど、その距離は確実に縮まっていた。


    　皇月はスカートのポケットから、ペンライト状のおもちゃを取り出した。


    「これは先週発売されたヒーロー番組のおもちゃで、『火炎自撮り棍こんスマホトッター』です」


    　赤く、炎を象かたどったパーツがあしらわれており、説明されると確かにヒーロー作品のおもちゃなのだとわかる。


    「……こうし、て……変形させて、実際に自撮り棒として使うことができるのです」


    　皇み月つきは自分のスマホをセットし、一番背の高い遥はるかに操作を任せた。


    　スマホで数枚、四人を収めた写真が保存される。皇月はスマホを、宝物のように胸に抱きしめた。


    「皇月ちゃん。その写真、あとで私たちにも送ってね」


    「ええ、もちろんです」


    　ふう、と一息つき──皇月は、後ろ手に組んで空を見上げた。


    「悔しいですが……」


    　彼女の最後の意地なのだろう、そう前置きし──


    「……楽しいですね」


    　陽ひ奈な、遥、そしてウマちゃんが、皇月の言葉に耳を傾ける。


    「私……同級生にあまり友達がいませんから……こんな風にみんなとお出かけ、すごく、楽しいです」


    　切ない心情を吐と露ろする皇月を勇気づけるように、遥は陽奈の肩を力強く叩たたいた。


    「なあに気にすることねえッスよみつきち、この人なんて同級生に全く友達いないッスから」


    「悪かったわね!!」


    　しかし、皇月を励まそうという意図を感じ取れたためか、そこまで語調は荒らげない。


    　……だんだん遥の考えが理解できるようになってきて、陽奈は複雑な心境だった。


    「今さらですけど……もうちょっとだけ頻ひん繁ぱんに、星ほし上がみさんのお家うちにお邪魔してもいいですか？」


    「え？」


    　意外な提案に、陽奈は目を丸くした。


    「私の夢は、世界一の玩がん具ぐメーカーを立ち上げること。世界の平和など、どうでもいいと思っていましたが──」


    　皇月は再び、空を見上げる。


    「あなたたちと一緒にいると、自分の知らなかった自分を知ることができて……それはきっと、私の将来に必ずプラスになると思うんです」


    　青森と同じようで違う空。別のようで、一つの空だ。


    　皇月が協力することで、この空の青はより強固に守られるのだ。


    



    「……夢に寄り道はつきものです。私の夢を叶かなえるために……あなたたちの活動の手伝いへ、もう少しだけ多く時間を割くのもやぶさかではありません」


    



    　皇月が差し出した手を、陽奈はしっかりと握り締めた。


    「ありがとう、皇月ちゃん。大歓迎よ」


    　遥はるか、ウマちゃんも嬉うれしそうにその握手を見守る。


    「それで早速なのですが……ウマさん。私、今日までの戦いの映像を見せてもらって、気になっていたことがあります」


    　そして皇み月つきは、感慨に耽ふける間もなく、次の問題提起をした。


    　彼女なりの、照れ隠しなのかもしれないが。


    「敵の組織の傾向です。必ず、文筆系の目的を持って行動していますよね？」


    　新組織・スポットライティアの傾向は、皇月も気になっていたようだ。


    「──おそらくカラミティーサタンの差し金だろうね。覚えているかい陽ひ奈な、彼女の言ったことを」


    　ウマちゃんの言葉を受け、陽奈は頷うなずく。


    「『私にもちゅーする気ですね。怖くないんですから。慣れてますから』……だったっけ」


    「そこはほぼ無関係だね」


    　だが、相対した陽奈にとってそれが一番印象に残るのも無理からぬことだった。


    「ほら、シナリオを……とか、そういうことをさ……」


    　うろ覚えなウマちゃんの言葉を引き継ぐように、遥が溜ため息いきをつきながら口を開いた。


    「……『あたしの本職はプロの魔星少女やくしやだ──お前ら素人しろうとと違ってな。与えられたシナリオは完かん璧ぺきにこなす』……ッスか？」


    　一言一句違たがわずに諳そらんじてみせる遥に、驚きの目を向ける陽奈。


    「まあ、素人って言われて悔しくないわけでもなかったッスから。印象に残ってたんス」


    　照れくさそうに後頭部を掻かく遥。


    　冗談めかしてはいるが、彼女があの時どれだけ悔しかったのか、立ち会った陽奈は理解している。だからこそ、負けるものか、言わせてばかりおけるものか、と奮起したのだ。


    　突如勃発した、一組織全戦力との総力戦。エヴォリバースを率いるカラミティーサタンは、戦いの最中、ウマちゃんや遥の努力を嘲あざ笑わらうかのような辛しん辣らつな言葉を投げかけてきたのだ。


    「カラミティーサタンは台本通りに戦えると言っていた。視聴者受けする展開、ひいてはおもちゃの売れ行きに繋つながるような外け連れん味み溢あふれる展開を重視していたよね。前回、遥と陽奈の活躍で、自分の思い描いていた展開が阻そ止しされた。つまり──」


    　陽奈も理解した。今回の敵組織が、何な故ぜ文筆関係のものばかりをターゲットにしているのか。そこにカラミティーサタンが関係しているとすれば、答えは一つしかない。


    「あいつが……もっと緻ち密みつな台ホ本ンを書かせるために、スポットライティアを勧誘した!?」


    　頷くウマちゃん。


    「カラミティーサタンではなく、彼女のプロデューサーが、だろうけどね」


    　ビジネスに徹するカラミティーサタンは、仲間の組織との協力関係も徹底してドライだ。


    　エヴォリバースによる総進撃の折も、切り札である組織の長・キングソフビの投入のタイミングを計り、盛り上げどころをコントロールしようとしているフシがあった。


    　だが──双方に益があるのを承知の上での共闘、契約関係は、強い。


    　エヴォリバースは、金のためにカラミティーサタン陣営と同盟を結んでいた。思想実現へ邁まい進しんするためには、資金が必要だからだ。


    　情に流されて説得されたわけでもなく、洗脳などの手段を用いて無理強じいされているわけでもない。プロの力を一〇〇％引き出す。


    　金のために、という枕まくら詞ことばがつくと人は悪感情を懐いだくが、実際これほど強い理由はない。


    　文明社会で生きる生物にとって、金を稼ぐとは生きること。生存本能の喚起なのだから。


    「カラミティーサタンにも、何か強い目的があるんだろう……。だから彼女は、悪役という立場を甘んじて受け入れている。組織を率いても、自分一人さえ健在なら、敗北することも厭いとわない」


    「……あの子、本当に役者なのね。俳優が、ドラマや映画で悪人とか鼻持ちならないキャラクターに配役されても、文句なんて言わないのと同じで」


    　陽ひ奈なは彼女の背景を考察する。戦闘力では自分が勝ったとはいえ、魔ま星せい少しよう女じよとしての経験値は明らかにカラミティーサタンの方が上だった。


    「敵組織が脚本を用意して戦いを挑んでくる……これは手て強ごわいぞ……」


    　その老ろう獪かいさで、搦からめ手から来られれば……新人である遥はるかは苦戦を強しいられるだろう。


    「……では、魔星少女も脚本を用意するのはどうですか」


    　皇み月つきがそう提案するのはごく自然な成り行きだったが、


    「いや、危険だ」


    　ウマちゃんは、きっぱりと否定した。


    「陽奈にはもう話したけど、本来魔星少女システムはその裏側を変身者に教えずに遂行するのが原則だ。見えもしないカメラや視聴者の存在を意識すると、無駄なプレッシャーを与えて戦闘に集中できなくなったりする弊へい害がいがあるからね」


    　まして、段取りを決めて戦わせるようなことがあっては、一層目の前の敵への集中がおそろかになるだろう。


    　そして、そこまではウマちゃんは言わなかったが、これが遥ではなく陽奈ならば、まだ大丈夫だったかもしれない。


    　超越的な戦闘力を有するレイアーソルならば、いかなる障害があろうとも、敵を打倒することにかけてはなんの心配もないからだ。


    　だが今の遥にこれ以上無用な足あし枷かせを填はめるのは、致命的な危険を招きかねない。


    「待ってください、ウマさん。私は何も、戦闘の段取りを決めさせるために脚本担当が必要だと提案したのではありません」


    　が、皇月の狙ねらいは別のところにあるようだった。


    「────視聴率アップのもう一つの鍵かぎ。それは……日常パートです」


    



    「「あ！」」


    　陽ひ奈なと遥はるかの驚きよう愕がくが、寸分違たがわず調和する。


    　それほど、皇み月つきの提案はわかりやすい盲点だったのだ。


    「メインターゲット層である子供は、ウマさんがこれからおもちゃの展開を強化することで補えるでしょう。しかし、早急に視聴率をアップさせるのならば、今まで風景映像も同然だった日常パートに台本を投入し、強化することがかなり有効だと思われます」


    　大おお袈げ裟さなほどに同意するウマちゃん。これは確かに盲点だった。


    　いわゆる日常パート──戦闘シーン以外のドラマ部分は、当事者のプライベートに配慮した上で日常風景を撮影し、それを上う手まく編集して誤ご魔ま化かしたもので済ませていた。魔ま星せい力りよくの及ばない映像ならば、いくらでも編集が可能だからだ。


    　やれ学校の登校風景、やれ買い物、家でテレビを観みている時……日常パートは皇月の言う通り風景映像も同然で、陽奈や遥も資料として見せられた時はほぼスルーしていた。


    　だがそこを強化できれば、リアルタイムでの視聴意欲をぐんと高めることができるかもしれない。


    　当然遥は、その新たに必要となった「脚本担当」を彼女へと要望した。


    「じゃあ私、みつきちに展開を考えて欲しいッス！」


    「そうね……皇月ちゃんの意見が私たちの中で一番具体的だし、的を射ているし」


    　陽奈も賛成するが、皇月は力無く首を振った。


    「私は、話を考えるのが大の苦手ですので。これからも、おもちゃのアドバイスをする以上のことをするつもりはありません」


    「そうかな、僕、皇月のお話、好きだけど」


    「か、からかうのはやめてください……自分のことは、自分が一番よく知っています」


    　人間体ウマちゃんのくりっとした瞳ひとみに見つめられ、皇月は少々大袈裟なほど顔を逸そらした。


    　その先に、目を見開き口を半開きで首を傾かしげる陽奈を認め、皇月は背筋を凍らせる。


    「へー、ウマちゃん皇月ちゃん好きなんだ……」


    　お話が好きということは、本人を好きということだ、つまり浮気だ、と認定される理不尽。


    　いたいけな少女が初めて遭遇する、女の情念だった。


    「脚本担当ねー……みつきちが駄目なら……私、一人アテがあるッス。ちょっと協力してもらえないか、今度打診してみるッス」


    「さすがは遥！」


    　ウマちゃんに信頼される遥を見て、反射的に陽奈も名乗りを上げた。


    「ちょ、ちょっと待って、私にもアテがあるから」


    「……ヒトガタの時みたいに、今度はケセランパサランを協力者に推おす気かい……」


    　こういう時、すかさずムキになる負けん気の強さは、陽ひ奈なの美点でもあるのだが……だいたいトラブルの種になる。


    「……おや」


    　ウマちゃんが突然、ぽん、と可愛かわいらしい音を立てて通常形態に戻ってしまった。陽奈は咄とつ嗟さに周囲の目を確認する。


    「大丈夫だよ、魔ま星せい少しよう女じよの変身と同じで、僕の姿の変化も周囲には見えないようになっているから」


    　ウマちゃんは戻った姿で意識を集中し、矢や庭にわに明後日あさつての方角を向いた。


    「怪人が出現したみたいだ！　隣の区……すぐ近くだよ!!」


    　怪人の出現を察知し、普段通りサポートに徹しようと、人間への変身を解除したようだ。


    　週一ペースで怪人が出現するとはいえ、曜日と時間まで決まっているわけではない。


    　このように、結果として前回からのスパンが短くなってしまうケースもある。


    　しかし、遥はるかは驚くことなく、すぐにその事実を受け入れた。拳こぶしを手の平に叩たたきつけ、気合いを皆に見せつける。


    「おおーし！　今日はすっげー燃えてるッス！　かっこよく決めてやるッス!!」


    　遥の闘志に呼応するように、陽奈たちも一様に頷うなずくのだった。
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    ６ｔｈ：青森発、東京着。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　レイアーテラへと変身し、東京のビル群を跳躍する遥はるか。


    　森の木々のようにビルが立ち並ぶ大都会。渦を巻いて伸びる巨大な道路。


    　街そのものが、日本を総そう括かつする要よう塞さいのように見える。


    　なぜ敵は青森に来なかったのだろうか、という、陽ひ奈なの純真無む垢くな疑問を思い出したのだろう──レイアーテラは、跳躍の最中に苦笑をこぼした。


    『見えるかい、目の前にあるビルの前だ！』


    　ウマちゃんに念話で場所を指示され、視線を向けるレイアーテラ。


    　周囲で一ひと際きわ大きなビルのエントランス前の広場に、確かに異い形ぎようの巨体が確認できる。


    



    「たのもーう、小しよう楽がく館かん！　飛び込みで原稿の持ち込みに参ったあ!!」


    



    　ずんぐりむっくりの怪人が、茶封筒を小こ脇わきに抱かかえて小楽館ビルの前で叫びを上げていた。


    　空中でバランスを崩し、エントランス前の広場に墜つい落らくするレイアーテラ。


    「あ、あぶねえあぶねえ……見事にスッ転びすぎて胸ポロリしちまうかと思ったッス……」


    　レイアーテラはよろよろと立ち上がり、胸元を確認する。


    『星衣類スタイルは分子間結合力で君の身体からだにフィットしているから、ズレることはないよ』


    「それはそれでつまんねーッスね、翻ひるがえるスカートでしかお色気を提供できねーッス」


    　陽奈の空間移動で後から追いつき、ウマちゃんたちも離れた場所で戦況を視認する。


    「おおう、魔ま星せい少しよう女じよ!?　この忙しい時に現れるとは！」


    　振り返り、レイアーテラの姿を認めると、怪人は「どっひゃあ」とばかりに大おお仰ぎように仰のけ反ぞった。古きよきギャグ漫画のキャラのようなリアクションだ。


    「こっちの台詞せりふッスよボケェ！　こちとら楽しい旅行の真っ最中だったッス!!」


    　茶封筒を大事そうに持ち直すと、怪人は例によって自己紹介を始めた。


    「俺の名はスポットライティアの戦士、ファットコブラ……！　原稿を持ち込むことにかけては宇宙で右に出る者はいない！」


    　名前のとおり、丸々と太ったコブラとしか形容できない。しなやかに長く美しい蛇のよさを自みずから殺してしまったかのような風ふう貌ぼうだった。


    　なぜ宇宙人たちは、なんでもいいから宇宙一と名乗っておけば勝ち、みたいなところがあるのだろうか。


    「つーかお前、飛び込みで持ち込みって言ってなかったッスか!?　すげー迷惑ッスよ!!」


    　怪人に電話で原稿持ち込みの予約をされても編集部の人も困るだろうが、ノンアポで来られればもっと困るだろう。


    「馬ば鹿かめ、今から新人賞に応募しても、地球を征服し終わるまでに結果発表が間に合わんだろう!!」


    「……ほお、つまり数か月も待たずにこの星を征服できると思ってるわけッスね……」


    　レイアーテラは、挑発に返礼するように肩を回す。


    「今日は土曜日……編集者はほとんどビルにはいないはずッス。それを知らずにアポなし持ち込みに来るとは、マヌケな奴やつッスね……!!」


    「土曜日……たはー、しまったーっ!!」


    　ぺしん、と自分のおでこを叩たたいて後悔するファットコブラ。いちいちリアクションが昭和だ。


    　とにかく、オフィス街のため休日で逃げ惑まどう人々がほとんどいないのは幸いだ。


    　信条でもある先手必勝を決めようとしたレイアーテラは……背後から響く声に足を止めた。


    「ツチノコ！　ツチノコじゃないの!!」


    　念話ではない。


    　追いついてきた陽ひ奈なが、ファットコブラを見るや両手を組んで目を輝かせていた。


    　コブラの菱ひし形がた頭に、ずんぐりむっくりの太っちょ体型。


    　これはまさしく────ＵＭＡウーマ・ツチノコ。


    　陽奈が最も憧あこがれるＵＭＡの一つにして、日本でも最も知名度の高いＵＭＡの一つでもある。


    　多額の懸賞金がかけられていることでも有名だ。


    「ちょ、先ぱ……通りすがりのお嬢さん！　近付いてきたら危ねーから、逃げるッス!!」


    　レイアーテラの説得も虚むなしく、陽奈は笑え顔がおで二人の元へと駆け寄る。ショルダーバッグから色紙とサインペンを取り出した。


    「あ……あの、子供の頃ころからファンでした、サインください……!!」


    　目を輝かせながら色紙を差し出してくる地球人に、ファットコブラも大層ご満悦だ。


    「うむうむ、よかろう。このサインはいずれ宇宙一価値のあるものとなるぞ」


    　すでに幾いく多たのサイン会をこなしている大ベテラン作家の風格を漂わせながら、ファットコブラは色紙にサインペンを滑すべらせた。


    「そしてオメーは一介の持ち込みのくせにサインだけはプロ顔負けな達筆ッスねー!!」


    　かつてレイアーテラが戦ったギガントクマムシもそうだが、何な故ぜ宇宙人はサインが好きなのだろうか。ナルシストの集まりなのだろうか。


    　あまつさえ怪人と歓談まで始める陽奈に、肩を竦すくめるレイアーテラ。


    　その目が──焦燥に見開かれる。


    「……待てよ、ッス……ウマっちの星の人たちは、変身前の先輩も日常パートで見てるはず……正体を知ってる……つまり、ッス……」


    　離れた場所で見守っていたウマちゃんも、同時にその事実に気づいた。


    『やべええええええええ前年のヒーローの中の人が怪人を熱烈に応援するという大だい不ふ祥しよう事じ勃ぼつ発ぱつだあああああああああああああああああ!!』


    　責任問題に怯おびえるプロデューサーの叫びが、念話を通じてレイアーテラの脳裏に反響する。


    「し、し、心配ねえッスウマっち……私がこいつすぐぶっ倒して、あとは編集で先輩が洗脳されてたとかそういう体ていにすりゃいいんスよ……編集によって真実を闇やみに葬ほうむるのがテレビディレクターのお仕事ッス……」


    『色々言いたいことはあるけど、今はもうそれでいいや……ふ、ふへへ……』


    　正義を守るという大義のために、捏ねつ造ぞうという邪悪に魂を引き渡すレイアーテラとウマちゃん。


    　陽ひ奈なとの話に夢中になっているファットコブラを闇やみ討うちしようと、レイアーテラは下げ卑びた笑いを浮かべて背後からにじり寄る。


    　その時、エントランス前の広場に陽気な声が響いた。


    



    「────あーあ、土曜日で人いないや……失敗したなー」


    



    　小しよう楽がく館かんビルのエントランスから、一人の少女が出てきたのだ。


    　栗くり色のポニーテール……やや落胆したような声とは裏腹に、負けん気の強そうな吊つり目。


    　肩にかけたトートバッグからは、無造作に突っ込んだのだろう、ダブルクリップでまとめられたコピー用紙の束が半分覗のぞいていた。


    　彼女に注意を取られ、不意打ちが失敗したレイアーテラ。


    「おわ、まだ避難してない人が…………って、えええええええええええええええええええええ、マナっち!?」


    　しかし彼女の顔を見るや、ファットコブラと同じ昭和の驚きリアクションで飛び退のいた。


    「え、その呼び方……」


    　レイアーテラの声に反応し、少女がこちらを向いた。


    　慌てて口を噤つぐむレイアーテラ。しかし、あとの祭りだ。


    『どうしたんだい遥はるか、その女の子のことを知っているの!?』


    「…………クラスメイトッス、私の……」


    『なんだって!?　君のクラスメイトが、どうして東京に!?』


    　ウマちゃんに疑問を投げかけられるが、それは遥が一番聞きたいことだろう。


    　そしてレイアーテラが動揺している間に、ファットコブラが少女へ歩み寄っていた。


    「フフ、君も持ち込みに来たのかね。ならば俺は、君の大先輩だな！」


    　黙っていれば先輩風を吹かせ、少女に上から目線で語りかける。


    「お～！　ヘビっぽいおっちゃんも持ち込みに来たのか？　土曜日で残念だったなー！」


    　少女は、異い形ぎようの怪人を目まの当たりにしながらも、物もの怖おじすることなく話に乗った。


    　どうやら少女も、土曜日だと知らずに来たようだ。ヘビっぽいというか、ヘビだが。


    「持ち込みの大先輩……よくわからないけど、不意に涙があふれる肩書きッス……」


    　一方レイアーテラは、動揺の最さ中なか、ファットコブラの肩書きに哀愁を感じていた。


    「ああ、残念だ……せっかくの大作小説だったのだがな！」


    　抱かかえた茶封筒を掲げ、照れくさそうに笑うファットコブラ。


    　レイアーテラは原稿が小説だと知り、哀愁から一転、反発を強める。


    「しかも漫画かと思ったら、アポなしで小説原稿持ち込みに来たんスかお前!?　そんなもん仮に受け取ってもらえたって、その場で読んでもらえるはずねえだろッス!!」


    「馬ば鹿かめ、ならば原稿を読み終わるまで、いつまでもその編集者のデスクの後ろで仁王立ちして待たせていただくわ!!」


    　大いばりで非常識を口にするファットコブラ。世にも嫌いやすぎるプレッシャーだった。


    　クラスメイトの少女が、怪人と連帯感を覚えてしまっているようだ。レイアーテラはヒヤヒヤしながらそれを見ていた。彼女も陽ひ奈なと同じように、この世ならざる生物が平気なのかもしれない。


    「せっかくだ、君の原稿、この俺が見てやろうではないか」


    「あ」
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    　少女の返事を待たず、ファットコブラはトートバッグから出ていた原稿を掴つかみ上げ、その場で読み始めてしまった。


    　そして、数秒と経たたないうちに、ふ、と嘲あざけりの息をつく。


    「駄目だな……文章の基本がなっていない」


    「な、なんだとー!?　基本はちゃんとしてるぞ!!」


    　少女の反論をスルーし、その理由を語るファットコブラ。少女の原稿と比べるように、茶封筒から出した自分の原稿を掲げる。


    「改行ばかりの小説は美しくない……行を空けるなど言語道断！　物語とは全て、一ひと繋つながりの文字で構成されるからこそ美しいのだ……！」


    　その美しい原稿とやらにほんの少し目を留とめただけで、レイアーテラは胸焼けに襲おそわれた。


    　中身を吟味する以前の問題だ。


    　ファットコブラの文章は、「」で囲まれた会話文も、地の文も境なく全て繋げて書かれており、ただの一度も改行がされていない。


    　蟻ありの子一匹通る隙すき間まもないほど、Ａ４コピー用紙一枚がみっちりと文字で埋まっていた。


    　読みづらいというか、もはや読む気すら失せる。


    　しかしそれが、この怪人にとって至上の美しき文章なのだ。


    「全宇宙の小説の文章を一繋がりにする、それが俺の存在理由だ!!」


    「ああ、じゃあお前、消滅した方がいいッスよ……」


    　理不尽な行動目的を聞かされ続けた弊へい害がいか、レイアーテラの言葉もいつも以上に容よう赦しやがない。


    



    「……ごめん、やっぱりサインいらないわ……！」


    　少女が一生懸命書いた原稿を辛しん辣らつにこきおろす怪人を見て、冷静になったのだろう。


    　陽ひ奈なは怪人の手から右手で原稿を引ったくり返すと、左手で少女の腰を抱き、一足飛びで怪人から離れた。


    　魔ま星せい術じゆつの異質な浮遊感に驚いたのか、少女が目を丸くしている。


    「────かっけえッス、先輩……！」


    　陽奈とアイコンタクトで通じ合い、すでにレイアーテラは〝強化〟の魔星紙片スターピースを出現させていた。


    　空中にクロノブラスターを投げ、滞空している間に、コスモチェンジャーに魔星紙片スターピースを装そう填てん。落下して来たクロノブラスターを掴つかんだ瞬間、その効果が充じゆう溢いつしていった。


    



    　《Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎエクステンシヨン，Ｍｉｇｈｔｙマイテイー．》


    



    　トンファーモードに変形させたクロノブラスターが、強化の魔星紙片スターピースで光に包まれる。


    「────他人の作品の感想を言う時、真っ先に否定から入るような頭でっかちだから……お前は万年持ち込みなんスよ!!」


    　怒りの一打がクリーンヒットし、ファットコブラは全身から放電させる。


    「ぐ、ああ……し、仕方がなかろう……我わが帝王は……読んですら、くれなかった、の……だから──!!」


    　茶封筒が、力無く地面に落ちる。


    　快作と信じた原稿もろとも、盛大に爆散するファットコブラ。


    「……原稿を、読んで欲しかっただけなのかもね、ツチノコ……」


    　陽ひ奈なは哀愁をまとった視線で、怪人が立ち上げた炎を見つめる。


    　駆け寄るレイアーテラに、陽奈の腕に抱かれたままの少女が、陽気に声をかけた。


    「もしかして……遥はるかか？」


    　ぎくりとして一瞬顔を逸そらそうとするも、レイアーテラは程なく観念した。


    「マナっちって呼ぶの、遥だけだもんな！」


    　その呼び名をするのが自分だけだと、遥自身がよく知っているからだ。


    「……この子は、美み金かね愛まな美み。私の──クラスメイトッス」


    　星衣類スタイルに身を包んだ魔ま星せい少しよう女じよ、レイアーテラは、この少女がクラスメイトであることを陽奈たちへと吐と露ろする。


    「やっぱりそうかー！」


    　ポニーテールの少女は、この人外の戦いを前にしても動じることなく、好奇心旺おう盛せいな目を輝かせていた──。


    



    　　★


    



    　小しよう楽がく館かんビルから少し離れた空き地で、陽奈たちは愛美に事情を説明することにした。


    　遥はウマちゃんを見て、居たたまれなさそうにする。


    「ごめんッス、ウマっち……口を滑すべらせちゃって……」


    「いや、君を責められないよ。知人が怪人に狙ねらわれたんだ、冷静さを欠くのも仕方がない」


    　遥に代わり、陽奈が根本的な疑問を質問する。


    「ねえ、あなた……どうしてここにいたの？」


    　ここは彼女たちの地元青森ではない、東京だ。知人に遭遇するなどほぼありえないことだった。遥が動揺するのも無理はない。


    　しかし愛美は疑問に答える前、陽奈の顔を見て華が咲いたように笑った。


    「おー、二年の星ほし上がみ陽奈さんだろ？　覚えてるぞ、この前『本当は怖いＵＭＡウーマ』って本借りてった人だ!!」


    　それで陽ひ奈なも、先ほどから感じていた既視感の理由に気づく。


    「あ！　あの時の図書委員の子!?　……名前覚えてたんだ、めっちゃ記憶力いいわね……」


    　貸し出しカードに名前を書いた以外、接点はない。それをフルネームで記憶していたのだ、しかも借りた本のタイトルとセットで。


    「マナは、記憶力には自信あるからな！」


    　愛まな美みは、誇らしげに胸を拳こぶしで叩たたいた。


    　遥はるかは陽奈と愛美に交互に視線を彷徨さまよわせ、脅おどすように助言をする。


    「気をつけるッスよ、マナっち。こちらにおわす星ほし上がみ先輩は、『一人称が自分の名前の女』には初対面で腹パンする──でお馴な染じみの、礼儀には厳しいお方ッス」


    「私をスケバンか何かだと思ってんのあんたは!?」


    　皇み月つきは、陽奈の腕を軽く叩いて急せかす。


    「あの、皆さん……あまりお喋しやべりに興じている時間はありませんよ。帰りの新幹線の時間が迫っています」


    　軽く袖そでを捲まくって腕時計を指差す皇月。ウサギがあしらわれた、可愛かわいらしい腕時計だった。


    「そうッスね……マナっちは何時ので帰るんスか？」


    「ん？　マナは一泊して帰るぞ。つーか遥、青森から東京に来て日帰りするなんて、勿もつ体たいなくないか？　明日日曜なんだしさー」


    　申し訳なさそうに視線を伏せる皇月。


    「……私のせいです。外泊が禁じられていまして……」


    「そうだったのか、こっちこそごめんな！」


    　ノリが軽すぎて少し警戒していた陽奈だが、皇月に素直に謝るのを見て、それが和やわらいだ。純真無む垢くなだけで、いい子なのだろう。


    　遥はバツが悪そうに頭を掻かき、


    「……んでまあ、お決まりなんスけど……私たちのことは、他の人に黙ってて欲しいッス」


    「バレたらどうなるんだ？」


    「命が危ねえッス。さっき見たとおり、敵は知能を持ってる怪人ッスから、日常を狙ねらわれる可能性があるんスよ」


    　少々大おお袈げ裟さだが、このぐらい言わないと聞き入れてもらえないかもしれない。一瞬視線を向けられた陽奈は、遥のアイコンタクトでの確認に、首しゆ肯こうで応じた。もし話を振られても、合わせられるようにだ。


    「そっか、じゃあ秘密にする！」


    　あっさりと約束してもらえたので、とりあえず一安心する陽奈たち。


    「それに、助けてもらったのにそんなことしたら、バチが当たるじゃんか！　ありがとなー、遥!!」


    「お、おお、こちらこそ、ッス……マナっちすげーッスよ、怪人に啖たん呵か切るなんて」


    「────助けてもらった……」


    　陽ひ奈なは胸に懐だくように、愛まな美みの言葉を反はん芻すうした。


    　感謝の言葉。自分が戦っていた時は、遥はるかに一度もらったきりだ。


    　今……自分は何もしていないのに、助けたのは遥なのに、その仲間だというだけで誇らしくなる。きっと遥は、もっと深い充足感に満たされているだろう。


    　地球を守る誇り、人に感謝される喜び……これからの遥に、きっとプラスになるはずだ。


    「愛美ちゃんは、もう泊まるホテルは決まってるの？」


    　陽奈はなるべく威圧感を与えないように話しかける。


    「いや、お金節約したいから、どっか適当に漫画喫茶まんきつにでも泊まろうかと思ってたんだ。日帰りじゃ新幹線代が勿もつ体たいないって思っただけで、他に用事もないし、見たいとこがあるわけじゃないしさー」


    　もっとも、愛美は全くといっていいほど緊張している様子がない。あんなことがあった直後だというのに、凄すさまじい度胸だった。


    「んじゃ、時間変更して一緒に帰らないッスか？　なんか、こんなことがあってマナっち一人残してくの、不安ッス」


    「でもなー、時間変更すると、割引の対象外になっちゃうんだよ。パック料金だから」


    　行き帰りの便が固定の割安チケットを使うなど、節約を心がけているようだ。


    　それなのに、編集部がお休みの土曜日を狙ねらって上京するのは詰めが甘いと言わざるをえないが……平日学校である学生にとって、土日に目が行くのは仕方のないことかもしれない。


    　それならば、とウマちゃんが提案する。


    「帰りの新幹線代は僕が持つから、どうかな？　色々話したいことがあるんだ」


    「なんだ、このぬいぐるみ、喋しやべるのか！」


    　手の平大の馬型ぬいぐるみが宙に浮き人語を話すメルヘンには、怪人に平然と接した愛美でさえ目を輝かせた。興奮した愛美にウマちゃんを抱かれそうになり、慌てて引っ掴つかむ陽奈。


    「素早えッス……これ以上女の身体からだの感触を覚えさせまいという先輩の執念をひしひしと感じるッス」


    　ウマちゃんの提案を聞いた陽奈は……その真意に、おおよその見当がついていた。


    



    　　★


    



    「────フン、相変わらず〝青の方〟はドンくさい戦い方だぜ」


    　絶え間なく行き交う車の走行音が反響する、東京の空。


    「しかし、すげえもんだな。予知どころか、強制力に近いんじゃあねえのか。〝知り合いに偶然会う〟なんてよ──」


    　小しよう楽がく館かんビルの屋上に立ち、戦いの一部始終を見守っていた少女がいた。


    　豆粒ほどでしかない眼下の少女たちの一挙手一投足を捉とらえる人間離れした五感。


    　フェンスもない、地上数十メートルの屋上の縁へりに立つ胆力。


    　明らかに、普通の人間ではない。


    　不敵に腕組みをする、やりすぎ一歩手前なゴスロリファッションの少女は──悪の魔ま星せい少しよう女じよ、カラミティーサタンだった。


    「物書きの集まりを率いろなんて、無茶振りをされたもんだと思ったが……今回の組織ヤツはなかなか使えるぜ」


    　誰だれも聞いていないのに、達者な独り言は延々と続く。


    　不可解なのは、自信の塊かたまりで他者を評することのなかった彼女が、仲間を妙に褒ほめていることだ。彼女が認めるほどの組織……スポットライティア。


    　その真価は、地球にとって恐ろしいほどの脅威であることは間違いない。


    「さあて……ここらでテコ入れといこうぜ、地球産。新たな魔星少女の登場でな……」


    　カラミティーサタンが手をかざすと、不可視の波動が眼下の陽ひ奈なたちへと降り注いだ。


    　最強の魔星少女である陽奈でさえ気付かない、周到に擬装された魔ま星せい術じゆつが。


    「────シナリオは、あたしたちが用意してやるよ」
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    ７ｔｈ：ラノベ少女の野望。／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　青森に到着したのは、夜の七時……東京の実滞在時間、実に三時間。移動の往復時間でその倍を擁するという、なんとも贅ぜい沢たくな遠征だった。


    　門限がある皇み月つきは先に帰宅したが、陽ひ奈なたちには今日中にやるべきことがある。


    　戦いに遭遇した遥はるかのクラスメイト・美み金かね愛まな美みと、先ほどの事件について詳しく話すことだ。


    「おじゃましまーす！」


    　陽気に声を弾はずませ、愛美は陽奈の部屋に入った。ちゃんと脱いだ靴を三た和た土きで揃そろえる辺り、陽奈よりはずぼらではないようだ。


    　リビングに集合し、愛美には来客用のクッションに腰を下ろしてもらう。陽奈もその隣のクッションに座った。


    「改めて紹介するッス。クラスメイトの、美金愛美ちゃんッス」


    　遥はソファーに脚を組んで腰を下ろし、愛美を簡潔に紹介する。


    　陽奈はふう、と一呼吸。


    「じゃあ、何から話したものかな……」


    　少々イレギュラーに過ぎた遭遇のため、呼んだはいいが言うことがまとまっていない。


    　逆に、愛美の方から先に疑問が投げかけられた。


    「東京で見たあれって、撮影とか出し物じゃないんだよな？　遥の格好もイタいコスプレじゃないだろ？」


    「ある意味どっちも正解なのよね……」


    「ちょおっ！　先輩、イタいコスプレは否定してくれッス！　そんなこと言ったら先輩なんてもっとフリフリの服着て戦ってたじゃないッスか!!」


    「わー、遥!!」


    　テーブルの上に乗っていたウマちゃんが慌てて制止するが、あとの祭り。


    　遥のうっかりで、陽奈が変身できるということまで知られることとなってしまった。


    「……いいわよ、ウマちゃん。どのみちそこまで言わなくちゃいけないだろうし」


    　むしろそこまで話が及んだのならいっそ……と、陽奈は魔ま星せい少しよう女じよのことを一から話すことにした。


    



    　ウマちゃんの補足も交え、陽奈は魔星少女とその裏の役割についてを語って聞かせる。


    　反応が全く読めなかったが、話が進むにつれ愛美は前のめりになり、半ば興奮して続きを催促するほどだった。


    「おおー、すごい面白いことやってたんだな、遥はるか！」


    　好奇心を刺激されるのも当然だろう。


    　出版社に持ち込みに行っていたことから、彼女が作家志望だとわかる。ならば、絶好の「話のタネ」といえるからだ。


    「でも、宇宙人が攻めて来て、地球征服か～。その割りには全然騒がれてないよなー」


    　愛まな美みはクッションの上で胡座あぐらをかき、呑のん気きな感想を口にした。


    「……そこなのよ」


    　陽ひ奈なは彼女が懐いだいた印象に、敏感に反応する。


    「一つ聞いていいかな？」


    　レイアーソルとしての自分の戦いを目撃した一般人の一人である遥は、今や同じ魔ま星せい少しよう女じよ。客観的な感想を聞くことはできない。


    　どうしても、今の愛美に聞いておきたいことがあった。


    「愛美ちゃんは、さっきのこと……どう思った？」


    　あえて抽象的な質問をする。もちろん、そこには陽奈の思おも惑わくがあった。


    　愛美は、ん～、と声を出して悩み、


    「遥、おっぱいでけーなーって思った！」


    　陽奈の予想していたどの答えとも違う、奇抜なことを言った。


    



    　──おっぱい!?


    



    　陽奈の背筋を冷や汗が伝う。


    　何な故ぜ、真っ先に出る感想がおっぱいなのだ。


    　愛美は、この一般人の少女は、間近で宇宙怪人に遭遇し、話しかけられさえした。


    　怪人が怖かった……せめて、レイアーテラの戦いがすごかった、など、超常の力の方に意識を引かれるのが当然ではないか。


    　陽奈も自分の趣味嗜し好こうが世間では変わっていることぐらい承知しているが、それでも、一般人としてあの場に遭遇すれば、普通はそういう反応をするだろうと断言できる。


    　何故……何故なのだ。何故、おっぱいなのだ──。


    　おっぱいの思考迷宮ラビリンスに囚とらわれ、頭を抱かかえる陽奈。


    　出口を探すため、自分も意識的に遥の胸に興味を持ってみることにした。


    「……ねえ遥。ちょっとおっぱい見せて」


    「えええええええええええええええ!?　はいはいはいはいもちろんッス！　ええい面倒だ、下まで全部見ろッス!!」


    　半脱ぎで突進してくる遥を華麗に躱かわす陽奈。バランスを崩して転んだ遥は、わざとらしくブラジャーを露出し、陽ひ奈なに見せつけてきた。


    「ほらね、愛まな美みちゃん。遥はるかの胸って、別に珍しいものではないでしょ？　どうして、それが一番印象に残ったの？」


    　陽奈にとっては辟へき易えきする存在でも、他の人にとっては遥の胸は貴重らしい。


    「いや、クラスの男子が見せろっつっても、見れはしないと思うぞ……？」


    「当ったり前ッス！　私の身体からだは全部先輩が予約してるんスからね!!」


    　陽奈は容易たやすく遥の身体を予約キャンセルした。


    　自分の焦りを悟られぬよう、努めて冷静な口調で尋たずねる。


    　陽奈が聞きたかったのは、「全然怖くなかった」「微妙だった」など、怪人や魔ま星せい少しよう女じよに対する忌き憚たんのない意見なのだ。何な故ぜなら、人々の無関心がずっと気になっていたから。


    　この世界で、魔星少女や怪人がぞんざいな扱いを受けていることに対する答えは、ウマちゃんの言う「どうせ撮っても編集できない」だけでは説明ができない。


    　今はネットがあり、口コミが拡散する環境は十分すぎるほど整っている。


    　たとえ映像がなくとも、謎なぞの魔ま法ほう少しよう女じよ、宇宙人の情報など、いくらでも拡散するはず。


    　一年目は、自分に魅力がないため、敵がコピペのように代かわり映ばえのないものだった、ということで、まだ納得ができた。


    　現在は愛美の言うように、胸の大きな美少女がセクシーな衣装を着て、やけにコミカルな宇宙人と戦っているのだ。これで、話題にならないのはおかしい。


    「いや、だってあの宇宙人、全然怖くなかったからさー。リアルな着ぐるみかと思ったもん」


    「……怖くない……」


    　確かに今襲来している怪人は、どこか憎めない愛あい嬌きようがある。思わず、感情移入してしまいそうな……。


    　人間は、同じ人間ですら、犯罪者や悪人の行動原理を理解できないことがままある。


    　それに引き替え怪人たちは、欲望のままに行動しており、非常にわかりやすい。


    　締切を破りたいから、印刷機を壊す。自分の書く小説の文体が好きなので、他の作家の小説も無理矢理それに合わせる。取るに足らない我わが儘ままが、彼らの行動原理だ。


    　人間を殺したい、捕食したいといった、刺激の強い戦闘目的が、あの異邦人たちにはない。


    　ある程度の年齢になった人間なら誰だれもが持つような「宇宙人像」が、そこにはない。


    



    　──まるで、子供番組のためにあつらえられたような、安心してお見せできる「敵キャラ像」だ。


    



    　カラミティーサタンは、構成員の強烈なキャラクター性まで計算して、敵組織を勧誘しているというのか……。


    （……この世界の反応も、もしかしたら────）


    　陽ひ奈なは顔の険を解き、深く息をついた。少し悪い方に考えすぎかもしれない。


    「今度は君のことを聞かせてくれないかな、愛まな美み」


    　陽奈の質問が一段落したと判断したのだろう、ウマちゃんがフランクな呼び方で愛美へと問いかける。


    「わは、かーいーな、このぬいぐるみ！」


    　愛美はにぱっと笑って、テーブルの上のウマちゃんを抱き上げる。


    「────駄目よ！」


    　バスケ強豪校のエースじみた鋭いドリブルで切り込んだ陽奈が、即座にウマちゃんをスティールした。ウマちゃんは渡さんとばかりに、自分の胸に抱きしめる。


    　その気迫に気け圧おされ、愛美が遥はるかに尋たずねた。


    「なー遥、星ほし上がみ先輩って……」


    「うむ。『女子高生の私の惚ほれた先輩も女の子な上にケモナーだった件』というわけッス。そういうとこも含めて全部愛してるから、気にすんなッス」


    　ライトノベルのタイトル風に、自分たちの三角関係を簡潔に説明する遥。


    　それを聞き、東京で彼女が持っていたものも小説だったと思い出したウマちゃんが尋ねる。


    「愛美は小説を持ち込みに出版社に行っていた、ということでいい？」


    「うん。でも、人がいなくて失敗だったよ。帰りの新幹線代出してくれてありがとな！」


    　陽奈が質問を重ねる。


    「確か小説の持ち込みって、出版社はあんまり受け付けてないんじゃなかったっけ？」


    　二年に上がってすぐ、陽奈は進路調査で職業リストを配られた。どんな職業に就つくためにはどういう進み方があるか。生徒向けに発行されている冊さつ子しだ。


    　当然クリエイターに関する項目もいくつかあり、小説家──特にライトノベル作家は、新人賞に応募するのがプロになる方法の大半、近年はネットでの勧誘があるともあったが、逆に注意事項として、漫画のように持ち込みを受け付けている出版社は少ないと記載されていた。


    　小説は一作読破するのに要する時間が漫画の比ではない。当然ともいえる。


    　ところが愛美は、自分で書き上げた原稿を持って出版社を訪ねていた。


    　それが不思議なのだ。


    「んー……実はさ、この原稿──」


    　愛美は、自分のトートバッグから原稿の束を取り出した。


    「もう、新人賞に応募して一回落選してるんだ。でも、これは今までで一番自信があったから、どうしても諦あきらめきれなくて……」


    　気持ちはわかるがそれはいけないよ、と言うのが常識だ。しかし、同じ立場の学生である自分たちが言うべきは、正論からのお説教ではないはずだ。


    「今までで、ってことは、愛まな美みは何回か応募してるんだね」


    　ウマちゃんに問われ、愛美はバツが悪そうに原稿を撫なでた。


    「この原稿で、ちょうど二〇作目。二〇回応募して、全部駄目だった」


    「──二〇回!?」


    　そして陽ひ奈なたちは、驚くべきは回数ではなく作品数だと気づく。


    「使い回ししないで、二〇作品書いたってことッスか!?」


    「だって、落選が決定するまでは、同じ作品は別の出版社に応募できないだろ。マナは一刻も早くラノベ作家になりたかったから、だいたい一つの出版社に二作品ぐらいずつ、一気に送ったんだ。一年かけて」


    　あっけらかんと言っているが……それは、とんでもないことなのではないだろうか。


    　小説を書いた経験のない陽奈や遥はるかでも、それが途方もない作業なのだとは想像できる。


    　せいぜい原稿用紙数枚の読書感想文で味わった苦労と比較しても、一から自分で設定、人物、物語を作り、それが一〇〇枚以上だ。


    　学業と両立しながらそのバイタリティは、超人的といっても差し支えない。


    「……ライトノベル新人賞って、年齢不問がほとんどだね。学生でも問題ないわけか……」


    　ウマちゃんが、四角い手を器用に操り、ノートＰＣでネット情報を検索した。


    「これはすっげー自信あったんだー。でも、よりによって一次落ちでさ。他ほかは、三次まで残ったのが最高だったかな」


    　照れがましく吐と露ろする愛美。


    「三次だと、数人に絞られるんだろ!?　すごいじゃないか！」


    　ウマちゃんの素直な賛辞に、愛美は複雑そうに苦笑いを浮かべた。


    「全部、手抜きしないで書いたけどさ。やっぱり……自分で『これだ』って思ったのはあるわけじゃん？　それが返ってきた評価シートで一番ボロクソに言われてたから、もー、わけわかんなくなっちゃってさー。気がついたら……ネットでチケット予約して、東京に向かってた」


    　ずっと笑え顔がおだった愛美が初めて、辛つらそうな顔を垣かい間ま見みせた。


    　しかし、ウマちゃんを始め、今や陽奈も遥も、創作物に携わる身。一人の少女がそこまで情熱を捧げた作品には、大いに興味がある。


    「君の原稿を、見せてもらってもいいかな」


    「お、いいけど……」


    　テーブルの上に原稿を置き、ウマちゃん、そして陽奈、遥が顔を寄せる。


    　原稿の一番上には、タイトルなどの作品概要、応募者情報が書かれていた。


    　それが、美み金かね愛美がこの作品に込めた思いの凝縮体なのだ。


    　三人の視線が、概要へと吸い込まれていく──。

  


  
    [image: ]小しよう楽がく館かんライトノベル大賞　応募作品概がい要よう[image: ]


    １：作品タイトル：崩壊宇宙の究極霊長ゴリラルヴアー


    　原稿枚数：１５０枚　　住所：青森県○○市□□町二番地


    　氏名：美金 愛美　　ペンネーム：チチガデカーイ愛まな


    　年齢：１５歳　　略歴：生まれてからずっと美少女


    　電話番号：０８０─××××─××××


    　（ＲＡＩＮのＩＤも書いておくから、登録してね、編集さん！　RAIN ID：×××××）


    



    ２：作品あらすじ（８００Ｗ以内）


    　どこにでもいる世界一の美少女・美み金かね愛まな美みは、ラクロスの全国大会で個人優勝した帰り道で、行き倒れているゴリラに出会う。たまたま持っていた秘薬タヴクリアスを飲ませてゴリラは九死に一生を得たが、彼を狙ねらってダイヤサファイアと名乗る恐ろしい刺し客かくが現れた。


    　しかし、かつて米国特殊部隊の指揮官だった愛美は、持ち前のマーシャルアーツでダイヤサファイアを撃退。そこでゴリラから恐るべき真実が語られる。地球人類がゴリラを敬うやまわなくなったせいで、宇宙を構成する霊長重粒子、ゴリランクォークが陽子崩壊を始め、宇宙に終しゆう焉えんの危機が迫っているというのだ。


    　愛美は美少女のみが動かせる巨大ロボット・アテナを駆り、地球を旅立つ。


    　ところが愛美の宇宙最強の美少女原子がゴリラ重粒子に相互作用をもたらし、結果的に宇宙は崩壊してしまった。


    　そして激動の第二部が始まる。


    　崩壊した宇宙が再構築され、美金愛美は戦いを忘れてアイドルとして生きていくことを決意した。武道館２ｄａｙｓラストのアンコールの途中、愛美は観客席に自分が助けたゴリラの姿を見た。再構築された宇宙にはいないはずのゴリラが、何な故ぜ？　いや、そもそも自分がいるこの世界は、本当に再構築されたのか？　自分は、本当に存在しているのか？


    　愛美がマイクをステージに置くと、世界は一変。ミサイルとレーザーが飛び交う、最終戦争の真っ最中だった。


    　かつての愛銃ベレッタＡＲ７０をゴリラから手渡された愛美は、ライフルよりももっといいものがあるわ、と笑い、アテナＭｋ．Ⅱに乗り込む。世界の命運は、何度でも彼女の手に託されるのだ。


    （第二部・終　この投稿作では、第二部までを書きました！）


    



    【第八部まで構想があるので、受賞が決まったら早めに電話ください!!】

  


  
    「一次審査前に落選じゃボケエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ!!」


    



    　ウマちゃんの全身全霊の怒号が、青森の夜を震ふるわせる。


    「なんでさ!?　こんな大作が受賞しないなんて、絶対何か闇やみの理由があるだろ!?」


    　望んでいたリアクションと違ったのか、愛まな美みが反論する。


    　闇の理由で受賞を逃したというより、作品そのものが闇ゆえに受賞できなかったように見受けられる。


    「ごッ────ばあああああああああああああああああ!!」


    　プルプル震えていた遥はるかはとうとう耐えきれなくなり、主人公の渾こん身しんの一撃をその身に受けた悪役のように大おお仰ぎように吹っ飛んだ。


    　きりもみしながらリビングに落下し、ぴくぴくと痙けい攣れんする。


    「ぐ、こ、こんなトンデモ原稿を馬ば鹿かにされた怒りで、私はさっきの戦いで火事場の馬鹿力を出しちまったんスか……!?　ファットコブラとかいう奴やつの言い分の方が正しかったッス……」


    　応募原稿の表紙として書かれた概要──たった紙っぺら一枚で、この破壊力だ。


    　本文を目に焼き付けてしまったら、もはや人間の形を保てなくなるかもしれない。


    　ところが陽ひ奈なは、ウマちゃんや遥とは正反対に破顔一笑した。


    「わあ、すっごい面白そう……！」


    「ちょ、ええ!?」


    　驚きのあまり、瀕ひん死しの状態から跳ね起きる遥。


    「おお、見る目があるな、陽奈たん!!」


    　早くも先輩との距離感を見失っている同級生にガンつけて牽けん制せいしながら、遥は陽奈へと身体からだを押し詰めた。


    「先輩、よーく見てみるッス……無茶が渾こん沌とんを呼び、破滅を形成する、人類にはまだ早すぎるあらすじッス!!」


    「え、でもこれ、普通に読みたいわよ？　無茶も渾沌も、エンタメのスパイスじゃない！」


    　陽奈からすれば、実に「読ませる」あらすじなのだ。


    「おいたわしや先輩、ＵＭＡウーマが出てるの探して結果的にＺ級映画ばっかり見てるから、感性がちょっとお特殊に……」


    　よよよ、としおらしく泣き崩れる遥。


    　趣味嗜し好こうが珍妙な先輩に成り代わり、性せい癖へきが珍妙系女子である遥が断固として批評を下す。


    「そもそも、なんでこのタイトルなんスか!?　あらすじのどこにも究極霊長ゴリラルヴアーなんて出てねえッスよ!?」


    　愛美は自信満々に応こたえる。


    「ゴリラルヴァーってよく考えたらダサいから、ロボットの名前はアテナに変えたんだ！」


    　しがない霊れい長ちよう類が、美しき戦いくさ女め神がみへと転生してしまっていた。


    　これもライトノベルで流行の、転生モノのの一種なのだろうか。


    　タイトルのワンワードが必ずしもあらすじに記載されるとは限らないが、主人公が乗るロボットの名前なら、それは絶対にあらすじで強調されていなければならないものではないか。


    「じゃあタイトルも『崩壊宇宙の究極女神アテナ』にすればよかったんじゃないかな」


    　そのぐらいは、さすがの陽ひ奈なも突っ込んでおく。


    「ところが不思議だよなー、タイトルに組み込むと語ご呂ろがいいんだよ、ゴリラルヴァーって」


    　腕組みをし、うんうんと頷うなずく愛まな美み。


    　陽奈はゴリラルヴァー、ゴリラルヴァー、と復唱し、「ああ！」と諸もろ手てを打った。


    　ゴリラという呼称には、人を元気にする魔法の響きがある──そう確信したのだろう。


    　陽奈との思考の距離感に不安を懐いだいたのか、よろよろと手を伸ばす遥はるか。


    　もちろん、届かなかった。


    「それと愛美ちゃん、ＡＲ70はイタリア軍の制式採用ライフルだったはずよ。主人公の女子高生は元米軍特殊部隊の隊長でしょ？　編集はプロなんだから、こういう細かいところもきっちり突っ込んでくるわよ」


    　鑑賞したＺ級映画で知った知識だが、陽奈のそのさらなる追究に、愛美は全く悪びれることなく即答した。


    「そうなのか？　ごめん、テキトーにググってそれっぽい名前の銃拾っただけだからわかんなかった」


    　遥は手にした正味一五〇枚分のコピー用紙を自みずからの指突で貫つらぬかんばかりに、あらすじの項を繰り返し突いて訴えた。


    「いや、そんな間違いどーでもいいくらい他ほかがやべーッスよ!?　一五歳で元特殊部隊隊長ってどんな異世界ッスか!?　何でせっかくラストでゴリラが銃を託してくれたのにガン無視してロボ乗ってんスか!?　そこは燃えるシーンじゃねーんスか!?」


    「最後にゴリラに出番作りたかったんだよ、アニメ化したらマナの好きな男性声優が声あてることになるから、ちょくちょく出番は欲しいじゃん？」


    　しばらく黙っていたウマちゃんだが、遥たちが自分が一番ツッコみたい部分に遥たちが遅々として触れないためか、いよいよ自らぬいぐるみじみた身を乗り出し叫んだ。


    「ねえ君たち、あえてスルーしてるの!?　あらすじの最初の文が一番のツッコミどころじゃないの!?　主役の名前が前人未踏の自己主張かましてるんだけど!?」


    「一番もクソもねーッスよ、そんなこと言ったらあらすじの前の記載も全てがツッコミどころッス!!」


    　カオスに呑のみ込まれた一般人は、自我を保つだけで精一杯だ。


    「……でも、アニメ化して好きな男性声優に声あてて欲しいと思ってるのに、初志貫徹して相棒をゴリラにしてるのは立派じゃない？　普通なら理想のイケメンとかにしそう」


    　陽ひ奈なはさらにフォローを続ける。困ったことに、二対二でディスカッションが成立してしまっていた。


    「お、よくわかったなー！　やっぱイケメンの方がいいから、途中でゴリラに変身機能つけてイケメンにした！　テコ入れだな！　名前だけはゴリラのままにしといた!!」


    　たった一つの投稿作中で、設定が荒波に飲まれた小舟の如ごとき激しさで流る転てんしていた。


    「非人間キャラが途中で人間への変身能力持つことをテコ入れみたく言うんじゃねええええええええええええええ!!」


    　タイムリーに変身能力を披露したウマちゃんが、いわれのない中傷に怯おびえて激げき昂こうする。


    「マナっち、今日は色々あって疲れてると思うんスけど……ゴメン、どうしても今言わせて欲しいッス！」


    　遥はるかが目端に涙を溜ため、愛まな美みの両肩を抱く。


    「──マナっちって馬ば鹿かッスね」


    　そして、全てを諦あきらめた真顔でシンプルに宣告した。


    「バカだなあって思われるのは、むしろ作家にとって誉ほまれなんだぞ!!」


    「いや、絶対作家の共通認識じゃないよそれ」


    　ウマちゃんから、間かん髪ぱつ容いれずに遥も突っ込む。


    「お馬鹿なラノベを書くために、作者までお馬鹿になる必要があるんスか……!?」


    　魔的なまでの美しい曲を作り上げた稀き代だいの音楽家が、最後には自分自身までも悪魔に魅入られるかのような皮肉な顛てん末まつだった。


    「ほら見て遥、ちゃんとゴリラが平手でドラミングしてる！　この作品、ゴリラについてはよく調べてるわね、愛美ちゃん！」


    　いつの間にか陽奈は原稿を読み進めていた。渾こん沌とんという底無し沼に足を取られずに。


    「それ褒ほめるとこじゃないし、選評シートにそんなことだけ書かれて戻ってきたら、もう筆折るべきッスよその作家候補!!」


    　なんとか褒めるところを見つけた結果の苦し紛れのアドバイス。果たして、今後に繋つながるだろうか。


    「……君はどうして、そこまで急いで賞を取りたいんだい？　時間をかけた方がいいとは限らないけど、数撃てば当たる戦法より、もう少し一作一作を練る方が、評価の高い作品を作れると思うんだけど」


    　しごくまっとうな意見を出すウマちゃん。


    　愛美は貌かおに影を落とし、抑揚のない声で告げる。


    「マナには時間がないんだ……。長くてあと二年……それが、作家になれるタイムリミットなんだ」


    　家の事情……在学中に結果を出さなければ、望まぬ進路を強制されるのか。


    　あるいは……考えたくないが、余命幾ばくもない、不治の病────!?


    　陽ひ奈なたちは固かた唾ずを飲み、愛まな美みの言葉を待つ。


    



    「────女子高生ラノベ作家って肩書きが欲しいからなっ!!」


    



    　控え目な胸を張り、愛美は声高に宣言する。


    　陽奈、遥はるか、ウマちゃんは全身から色彩を失い、モノクロイラストとなって固まった。


    「去年受賞してれば、女子中学生ラノベ作家だったのにさー！　ラノベ業界は揃そろって金の成る木を見逃したよ！　美少女は無条件で受賞させるべきだよ!!」


    「えぇ……」


    　原稿に感動していた陽奈でも、その突拍子もない理由には困惑を禁じえない。


    「女子高生美少女ラノベ作家って大々的に宣伝すれば、世間も『おおっ』て感じになるじゃん!?　でも女子大生美人ラノベ作家だと、驚きも九割減、反応なんて『ふーん』てなもんだよ！　絶対高校生のうちにラノベ作家にならなきゃ駄目なんだ!!」


    　それを聞いた遥は、手の甲で顎あごに伝った冷や汗を拭ぬぐう仕草をする。
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    「先輩……どうやらこの子、想像以上にしたたかだったみたいッス。女子高生という肩書きの尊とうとさを理解してる女は強ぇーッスから」


    「どうやらこの子、って、遥はるかの友達でしょ!?」


    「いや、本当にただのクラスメイトッス。本格的に会話したの、今日が初めてッス」


    「あんたのその無駄にすごいコミュ力はなんなのよ!?　普通そんな距離感の子、いきなり先輩の家に連れてくる!?　普段からマナっちなんてフランクな呼び方する!?」


    　腐ってもプロデューサー業のウマちゃんが、一応助言をしておく。


    「だったら、ラノベ作家じゃなくてアイドルの方がいいんじゃないかな？」


    　もちろん、隙すき間まを狙ねらうのはビジネスの基本だ。


    　アイドル歌手がいる。アイドル声優もいる。しかし、アイドルラノベ作家などほぼいない現状。そこに目をつけた愛まな美みは、開拓者になれる可能性を秘めている。


    　それを差し引いても、だ。


    　自己主張が激しく、アホ展開で、読んでいるだけで貧血を起こしそうな小説でも……二〇作品を一年で書き上げるなど、よこしまな目標だけで到底成しえることではない。


    　小説が好きで、溢あふれる情熱がなければできるはずがないのだ。


    「どうして君はあえて、作家になることを望むんだい？」


    「……マナが、ラノベが大好きだからだよ」


    　ウマちゃんが尋たずねると、愛美は切なげに微笑ほほえんだ。


    「マナには、小学生の頃ころ、大ファンの作家さんがいたんだ……」


    「あっ、唐突な自分語りきたッス」


    　短編小説が書けるぐらい怪人の自分語りを聞いてきた遥の嘆きをスルーし、天井へ視線を馳はせる愛美。


    「その人の作品は、とっても素敵な恋愛小説だったんだ。複雑じゃなくてわかりやすいのに、いつまでも心に残るような、優しい話さ。しかもシリーズものだ。すごいよな？」


    　恋愛小説に憧あこがれてゴリラに到達する道程が不可思議だが、憧れたからといって自分も恋愛小説を書く道理はない。その人と同じ、作家になることが彼女の夢なのだから。


    「ペンネームも、何度も声に出したくなるぐらい、綺き麗れいな女性名でさ。マナは、その素敵なお姉さんがどんな風に小説を書いているのか……想像して、わくわくしてたよ」


    　陽ひ奈なが頷うなずきで共感を示す。


    「そっか、その人に憧れて、愛美ちゃんも小説家を目指したんだね……わかるよ。私も、ＵＭＡウーマの姿をいつも想像していたから」


    　そういう意味では、陽奈は夢を叶かなえた側だ。


    　ＵＭＡの想像図を夢想する少女がいつしか、自みずから捕獲してくる側になったのだから。


    「んで、一年前さ……その作品の映画化が決まって、作家さんがＹＯＵヨウ ＴＵＩＥチユーイで宣伝生放送に出るって聞いたんだ。嬉うれしかったよ……モニターの前でずっと正座して待ってた」


    　通電が途切れるように、綺き麗れいな思い出に輝いていた愛まな美みの表情が、ふっと昏くらくなる。


    「──作者として現れたのは……ひげ面づらのおっさんだった────」


    　女性作家という点で理解を示していた遥はるかの顔が、一気に歪ゆがむ。


    「本文のタッチだけじゃないんだ……あとがきでも、おいしいスイーツのお店を見つけたって喜んだり、執筆中に着ちゃうぐらいオキニのワンピにインクをこぼしてしょんぼりしたとか書いてあって、女性にしか思えなかったのに……」


    「今時若い作家さんが万年筆で原稿を書くわけないし、インクって時点で少し盛ってるって思わなきゃね」


    　苦笑する陽ひ奈なに、遥が真顔でツッコむ。


    「先輩、直前。その直前がおかしいとこッス。作者が男って前提でワンモア」


    　愛美は拳こぶしを握り締め、思いのたけを叫ぶ。


    「────だからマナは、ラノベ界に復ふく讐しゆうを誓ったんだ！　読者を失望させない、正真正銘の女性作家……それも、女子高生美少女ラノベ作家になるって!!」


    「気持ちはわかるけど、マナっちもこう思えばいいッス！　ラノベに限らず、作家はみんな美少女！　顔出ししてる男なんて、ただの影武者ッス!!」


    　同じような思いをしたことがあるのだろうか、遥はすでに達観していた。


    「それにマナっちだって作家になって顔出ししたら、作品のイメージと違う、って読者に思われるかもしんねーんスよ？」


    「えっ、だってマナは超絶可愛かわいいだろ!?」


    　頬ほおに指を添え、きゃるん、とセルフ効果音を口にする愛美。


    　遥は戦せん慄りつのままに頭を抱かかえる。


    「早くマナっちに腹パンしてくれッス、先輩！　このままだと先輩の前に私がしちまいそうッス!!」


    「人を全自動腹パンマシーンみたいに言うな!!」


    　これだけクラスメイトに言われても、愛美は小揺るぎもしない。


    「マナのたった一つの失敗は、応募原稿に自分の写真を同封しなかったことだよな！」


    　先ほどの、「気づいたら東京に向かっていた」という吐と露ろが、今となっては別の意味を持って聞こえる。編集部に行き、「顔パスで受賞させて」と言うつもりだったのだ。


    　そして、土曜日に行ってしまうという失敗をまた一つ重ねたわけだが。


    「編集さんだって、おっさん作家ばっかり担当して疲れてるだろ!?　マナみたいな超絶美少女が応募してきたら、嬉うれしいに決まってるじゃん!!」


    　手を組んで目を輝かせ、自分を奪い合って争うおじ様方を夢想する愛美。


    「編集部みーんなマナを担当したいって主張して、血で血を洗う争いが始まるよ！　噂うわさを聞きつけた他のレーベルの編集まで次々乱入してきて、最後の一人になるまで戦う凄せい惨さんなバトルロイヤルが繰り広げられるんだー!!」


    　傾国の美女ならぬ、傾ラノベレーベルの美少女だった。


    　作家、作家志望の人間にとって、妄想など呼吸も同然の生態だ。


    　だが、それらはあくまで虚構と割り切って楽しむセルフアトラクション。


    　自分を巡って編集同士が刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こすのはむしろ当たり前だと微み塵じんの疑いもなく豪語するこの少女は、ある意味大物なのかもしれない。


    「うーん、この想像力の逞たくましさは、さすが作家志望だと思うよ……」


    「新人賞って、こういう暴走ちゃんを振るい落とす儀式なんスね」


    　思い思いにげんなりするウマちゃんと遥はるか。


    　むー、と唸うなり、頬ほおを膨ふくらませる愛まな美み。賛同してもらえず悔しいようだ。


    「遥、愛美ちゃんには随分辛しん辣らつじゃない？　遥だって、自分にはすごく自信持ってるのに」


    「さすがに私だって、おっぱい揺らしただけでラノベの新人賞受賞できるとまでは思わねーッスよ……」


    　陽ひ奈なは、愛美の作品にすっかり魅了されていた。


    　人柄に難有りと言うのなら、自分や遥も人のことは言えない。


    　陽奈は原稿の束たばを一いつ旦たん閉じると、居い住ずまいを正し、愛美へと向き直った。


    「それでね愛美ちゃん、本題なんだけど。私たちの……ウマちゃんの『番組』では、脚本担当が必要になっていて……もしよかったら、愛美ちゃんにそれを手伝って欲しいの」


    　ウマちゃんはぶぼう、と噴き出す。


    「言っちゃったよ！　いや、原稿読んでこの子の本心聞くまで僕もそう提案しようとしてたんだけど、こりゃやばいと思って見送ろうとした雰囲気伝わらなかった!?」


    　誠に遺い憾かんながら、陽奈には伝わらなかった。


    「イヤッスイヤッス！　マナっちに脚本書かせたらレイアーテラがゴリラルヴァーに乗せられるッス───────ッ!!」


    　魔ま法ほう少しよう女じよから巨大ロボットのパイロットへ転職される未来に絶望し、遥が床に転がって駄々をこねる。例によって、胸がバインバインと弾はずんだ。


    「どう？　愛美ちゃん」


    　愛美は目を輝かせ、二つ返事で了承した。


    「面白そー！　やってみたーい!!」


    　ウマちゃんは、歯車の油が切れた絡から繰くり人形のように全身を軋きしませ、精一杯というふうに言葉を絞り出した。


    「…………………………じゃあ、お試し期間ってことで……」


    　魔ま星せい少しよう女じよオーディションでセクシーな自己アピールに余念がなかった遥でさえ、いざ観念したら魔ま星せい少しよう女じよになってもらうと即断していたウマちゃんにしては、相当に歯切れが悪い。


    　やはり、まだ完全には愛まな美みのことを認め切れていないようだ。


    　何より痛いのは、欲望はともかく魔星少女としての資質的には問題ないと判断できた遥はるかと違い、ウマちゃんには愛美の小説のよさがまだわからない。


    　陽ひ奈なのフィーリングだけが頼りというのは、プロデューサーとしては何とも心こころ許もとない。


    「こ、これからよろしくね、愛美……」


    　ウマちゃんはふよふよと浮き、愛美と握手をした。


    「おー、マナ頑張っちゃうぞ!!」


    　しかし、遥は愛美の今後を気遣った。


    「いいんスか、マナっち……。小説を投稿するペース、遅くなるかもしれないッスよ」


    「あ、それは大丈夫」


    　愛美は、クラスメイトの懸念をあっさりと否定し、ぴょん、と陽奈から離れた。


    



    「────魔星少女の力で、今すぐマナをラノベ作家にしてくれればいいんだから!!」


    



    　その場の誰だれも予想だにしなかった欲望を口にする愛美。


    　ウマちゃんが冷や汗交じりに問いかける。


    「……それは、君自身が魔星少女になりたいっていうことなのかい？」


    「違うよ。マナは戦いとかできないからさ。だから遥や陽奈たんの魔法を使って、マナをプロの作家にして欲しいんだ。その代わり、マナはチョー面白い脚本を書くからさ!!」


    「ううむ、交換条件ッスか……」


    　交換条件を出されること自体、異論はない。


    　陽奈も遥もウマちゃんもそれぞれ自分の目的があってしていることだし、最初は煩わずらわしそうにしていた皇み月つきでさえ、この活動が自分の夢のためになると意識していた。


    　何か目標がある方が仕事を頑張れるのは、当然のことだ。


    　しかし、ラノベ作家にして欲しいとは……。陽奈にとっては、火星に連れて行くより何十倍何百倍も困難な願いだ。


    「魔ま星せい術じゆつには、他者を特定の職業に就つかせるものなんてないよ？」


    　ウマちゃんがすかさず補足する。


    　空間移動など一部の魔星術以外は知らなかった陽奈だけでなく、多数の魔星術に明るいウマちゃんでさえ知らないとなれば、もはや手の打ちようがない。


    「マナだってそんな都合のいい魔法があるなんて思ってないよ。要は、マナが送った原稿が確実に大賞を取れる手助けをしてくれればいいんだ！」


    　さりげなく流してしまいかけたが、入賞ではなく大賞を取ると、当たり前のようにハードルを上げている。


    「手助けって、マナっちには具体案があるんスか？」


    　遥はるかでさえ、全く案は浮かんでいない。


    　そんな中、愛まな美みは自信たっぷりに腰に手を当てた。


    「編集部の人間全員と、新人賞のゲスト審査員をマナに惚ほれさせてくれ!!」


    　無邪気という名の邪気を爆発させる作家志望。


    　先ほど自分で東京の出版社に顔見せに行くと言った時から、全く変わっていない。


    「アホッスか!?　惚れさせる魔法なんてあったら、寿命を縮めてでも会え得とくして私が先輩に使ってるッス!!」


    　遥が凄すさまじい説得力とともに反論する。


    　陽ひ奈ながニッコリと微笑ほほえみ、人指し指を遥に突きつけた。


    「けれどあんたの寿命を縮める魔ま星せい術じゆつなら会得してるわ、私」


    「ごあああああああああああ！　み、見るがいいッス、マナっち！　これが魔星術……破壊の力ッスおああああああああああ!!」


    　重力操作で天井にへばりつけられながら、力とは!?　という哲学を投げかける遥。


    「なんだよー！　それっぽっちのこともできないのか、不便だなー、魔星術!!」


    「君の行動原理もなかなか……」


    　ウマちゃんが立ちくらみに襲おそわれていた。


    　心が生み出す神秘の力、魔ま星せい力りよく。それを操る魔法・魔星術にとって、心を操ることは最大のタブーといえる。


    　遥とウマちゃんが、諦あきらめムードを醸かもし出す中、陽奈だけは、愛美に手を差し伸べた。


    「愛美ちゃん。今すぐラノベ作家にしてあげることはできないけど、手伝いや応援なら喜んでするわ。私、愛美ちゃんの小説好きだし」


    「…………え……」


    　愛美は目を丸くして、陽奈を見つめた。


    「だから、ウマちゃんの提案どおり、お試し期間。愛美ちゃんの気の向いた時に少し手伝ってくれるぐらいから、始めてみない？」


    　愛美はそわそわと身体からだを動かし、陽奈に恐る恐る尋たずねる。


    「陽奈たん……ホントにマナの小説、面白いと思ってくれたのか？　お世辞じゃなくて？」


    「うん。構想があるっていう八部まで、すぐにでも読みたいぐらい」


    　愛美は、しばし放心したように陽奈を見つめ続け……やがて、彼女の魅力である、純真無む垢くな笑みを振りまいた。


    「──へ、へへへー！　そっかーっ！　わーい!!」


    　そんな笑え顔がおを見れば、自然と陽奈の顔も綻ほころぼうというものだ。


    「マナも陽ひ奈なたん、好きー!!」


    　軽やかに飛び跳はね、陽奈に抱きつく愛まな美み。


    「ごおあああああああああああああああああああああああああああああ!!」


    　霊れい長ちよう類として野生に還かえり、遥はるかは雄お叫たけびを上げた。


    「んー、陽奈たんいいにおーい」


    　猫のように陽奈に鼻を寄せる愛美。


    　気に入った相手にはとことんまで甘えるようだ。陽奈は面おもはゆそうに身をよじる。


    「もう……ずっと新幹線に乗りっぱなしだったから、あまりくんくんしないで」


    　まさしく泥棒猫を目まの当あたりにし、遥は血けつ涙るいを流さんばかりに叫んだ。


    「先輩！　私はすぐ引っぺがそうとするのに、マナっちはそんなぎゅってしちゃって!!」


    「えー？　だって愛美ちゃん、妹みたいで可愛かわいいし」


    　陽奈は皮肉るように薄く笑った。


    「んなっ……!!」


    　自分がウマちゃんを抱きしめた時の意趣返しをされ、顔を青ざめさせる遥。


    　もう、国語辞典の「因果応報」「自業自得」という言葉の説明欄には、「地ち平ひら遥のこと」と書いておけば、行数の節約になるだろう。


    　そして愛美はというと、嬉うれしさのあまり陽奈に抱きつく力を強め、無意識に遥を煽あおる。


    「陽奈たんは、いずれ二〇兆人ぐらいになるマナのファンの第一号だーっ!!」


    　世界総人口を遥かに超えた目標に、引くどころか敬嘆する陽奈。


    　この子の目は、地球を飛び越え、宇宙を見ている。頼もしいことこの上ない。


    　脚本担当の加入は、番組にとって急務だ。


    　しかし、陽奈は何よりもこの「二年目」で大切にしたいことがあった。


    　後悔しないように、みんなで楽しく仕事をしたい。以前、ウマちゃん自身も言っていたことだ。


    　それは──自分が戦っている一年目には、できなかったことだから。


    　だからこそウマちゃんも、お試し期間と提案し、愛美を知ろうとしてくれているのだろう。


    「一人だけ奇特なファンがついたところで商業として成立しないという世せ知ち辛がらい現実を、これからマナっちに突きつけなければならないかと思うと……憂ゆう鬱うつッスね……」


    　やさぐれ、悪代官のような顔で薄ら笑う遥の額ひたいに、陽奈はデコピンをした。


    「おうっ……」


    「どんな売れっ子作家だって、一番最初にファンになった一人がいて、それが大勢になっていったんでしょ。愛美ちゃんだって、これからそうなるのよ」


    　額をさすりながら苦笑し、遥は、


    「ん。まあ、そうッスね。私が第二号になるかもしれないし」


    　今日、クラスメイトから友達になった少女へ、偽いつわらざる本音でそう言った。


    　近い将来──人知れず地球を守ったという肩書きよりも、美み金かね愛まな美みのファン一号であるということの方が、誇れるようになるのかもしれない。


    「これからよろしくね、愛美ちゃん」


    　テーブルの上の原稿の束を見て、そんなことに思いを馳はせながら。


    　陽ひ奈なは、新しく仲間となった未来の大作家へと微笑ほほえんだ。


    



    　　★


    



    　月の裏側──地球の衛星では捉とらえられぬ死角に、巨大な円盤が浮遊していた。


    　一か月前地球に飛来した、エヴォリバースの母艦に酷こく似じしている。


    　というより、これがある程度進んだ文明における、宇宙船のスタンダードなフォルムなのだろう。


    　もっとも、直径数キロメートルはあり、外周にこれでもかと幾何学模様の光を輝かせていたエヴォリバース母艦に比べて、こちらはやや小ぶりで、発光も地味だ。


    　その分、厳おごそかで得体の知れない雰囲気が円盤そのものから発散されていた。


    　山高きが故ゆえに貴とうとからず──母船の派手さではなく、そこに搭乗する者の質こそを重んじる。


    　文豪集団、スポットライティアの母船である。


    



    　その母船内の通路を、ゴスロリ衣装に身を包んだ少女が歩いていた。


    　悪の魔ま星せい少しよう女じよ、カラミティーサタン。


    　自みずから悪を名乗ることさえ厭いとわない流る浪ろうの戦士の足取りは、どこか弱々しい。


    「……はぁ……」


    　溜ため息いきをつく、くたびれた横顔が物悲しい。


    　彼女の憔しよう悴すいに連動するかのように、背に揺れる黒き悪魔の翼も、どこかしなびて見える。


    　カラミティーサタンは、プロの女優を自称する。


    　自ら〝スイッチ〟を切り替えることで、あたかも人格を変更すると錯覚するほどのイメージチェンジを果たし、その場に最適の演技で状況を円滑に進める。


    　今は戦闘用の荒々しい性格ではなく、いつもの気弱な彼女だ。


    　左目を隠す眼帯も、中二病の発露というだけではなく、あえて視界を狭せばめることで世界を限定的にするという、彼女なりの暗示でもあった。


    「地球の魔星少女組は、女の子がどんどん増えてるのに……私はプロデューサー指示で、今日もむさい怪人さんの監督ですよーと……」


    　やさぐれているようだが、今の彼女ではそれもどこか可愛かわいらしい。


    「私も、早く可愛かわいい女の子の仲間が欲しいなあ……」


    　プロの矜きよう恃じを持つ彼女の本音。


    　いかなる役もこなすと自負しつつも、よりよい環境を望むのは……やはり彼女も、普通の人間だと思わせる。


    　カラミティーサタンは、むさい雰囲気にはっとし、足を止めた。


    　目の前で、筋肉質な怪人がもぞもぞと何かをやっている。


    「じゅう……万！　よし、日課の腕立て十万回終了だ……素晴らしい創作物は、強きよう靱じんな腕力より生み出される……!!」


    　このマッチョ怪人は何な故ぜ、これ見よがしに通路のど真ん中で腕立て伏せをしているのか。


    　注意力散漫に歩いていたせいで、目前に迫るまで気づかなかった。


    「うぅ……なんで宇宙怪人って、濃い人ばっかりなのぉ……」


    　えぐえぐと半泣きになるカラミティーサタン。


    　せっかく、組織ぐるみで筋肉大好きなエヴォリバースの指揮から解放されたのに、どこに転属しても筋肉大好きな宇宙人がいる。


    　回れ右をして引き返したいが、さすがにここまで近付いてそれは不自然すぎる。


    「え、えーと……ストロングラビットさん……こ、こんにちは……」


    　愛想笑いで切り抜けようとするカラミティーサタン。


    「カラミティーサタン女史。ごきげん筋肉」


    　ストロングラビットと呼ばれた怪人はたっぷりと汗をかいた身体からだで、気さくにカラミティーサタンへと歩み寄った。


    　……あやうくスルーしそうになるが、アニラジの初回で決める番組独特のコールのような挨あい拶さつまで添えて。


    　円つぶらな瞳ひとみ、頭の上で揺れるウサ耳。可愛らしい頭部の下からは、歪いびつなほどバランスを崩した両腕が自己主張する。


    　鍛たん錬れんの果てに肥大しまくった、自慢の腕だった。


    　ストロングラビットは、廊下の丸窓から、宇宙に視線を送る。


    　隠れて見えぬ地球へと、不敵な笑えみを向けた。


    「聞く話によると、地球という星にいるクリエイターは、ライトノベル作家もイラストレーターも、腕立ての一万回もできぬもやしっ子ばかりだそうですな……。そんな軟弱者がプロを名乗るなど、笑止千万！　私が出撃した暁あかつきには、残さずプロ廃業させてやりましょう!!」


    　そう語る彼は、宇宙ライトノベル新人賞で毎回一次落ちをしている。


    　もう望み通り出撃させてしまおうか、と自暴自棄になりかけるカラミティーサタン。


    



    〈──では、彼に出撃してもらったらどうかな？〉


    　廊下に響く、清澄な声。


    　カラミティーサタンも、ストロングラビットも表情を引き締め、その声に耳を傾けた。


    「──書けましたか、カイザーエディットさん」


    　カラミティーサタンが天井に向けて問いかける。


    〈ああ、いい出来だ……君の手回しのおかげだよ、カラミティーサタン〉


    　やり手の企業戦士を思わせる、力強い声。


    〈安心したまえ、もうすぐ君の願いは叶かなう……完全なる原稿がもたらす、完かん璧ぺきに約束された未来によって〉


    　カラミティーサタンはそれを聞いて、ようやく薄い笑えみを浮かべた。


    　カイザーエディット……文豪集団スポットライティアの帝王は、不敵極きわまる宣言を母船広しと響かせた。


    



    〈〝執筆未来ライテイアルフユーチヤー〟──。私が執え筆がく未来には、一字のミスもない〉

  


  [image: ]


  
    ７ｔｈ：ラノベ少女の野望。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　その日の放課後は、いつものように遥はるかが陽ひ奈なを捜しに来ることはなかった。


    　自分の教室の席でしばし待っていたのだが、やはり遥は現れず。


    　普段邪険にしていても、いざ姿を見せないとなると、それはそれで寂しい。


    　ほんのり心こころ淋さびしげな背中を見せながら、一人帰宅する陽奈。


    　勝手なものだ。一緒に帰る約束をしているわけでもなければ、それをありがたいと態度で表していたわけでもないのに。


    　ほとんど話したことがないクラスメイトである愛まな美みとすぐに打ち解けていたように、遥はクラスの人気者だ。本来、放課後は引く手数多あまたなのだろう。


    



    　数日前、東京から帰って来た日の夜──美み金かね愛美が提案してきた〝条件〟は、なかなかに骨のあるものだった。


    「作家になりたい、か──」


    　信号待ちをしながら独りごちる。


    　当然のように願いごとを言われ、陽奈は初めて、一般的な認識と自分のしてきたことに食い違いがあることを自覚した。


    　魔ま星せい少しよう女じよは、星の力を身に宿す魔ま法ほう少しよう女じよ。


    　魔法とは、人の夢を形にする奇跡の力をそう呼ぶのだ。


    　他者の願いを叶かなえようとするのは、むしろ魔法を使う者として当然のことではないか。


    　侵略者をただ倒すだけの一年を経て、陽奈は後継者を裏で支える役目を選んだ。


    　ならばこれからは、誰だれかの願いを叶えるのも悪くはない。


    　マンションに到着し、エントランスのオートロックを解除しながら、思案に耽ふける。


    「でも、私たちの力をどう使えば、新人賞を受賞する手助けをしてあげられるのかな……」


    　決意は強く、しかし前途は多難。


    　自分の部屋の玄関までやって来ると、気持ちを切り替えるように陽奈は首を振った。


    「ただいまー」


    　リビングで仕事をしているであろうウマちゃんへ向けてそう告げ、靴を脱ぐ陽奈。


    



    「あ、おかえりなさいッス、あ・な・た♡」


    



    　廊下の先から、エプロンをつけ、おたまを手にした遥がひょっこり姿を現した。


    「帰れ帰れ──────────────ッ!!」


    「ひいい、アットホームな雰囲気が三秒で崩壊したッス!!」


    　猛然と上がり込んできた家主に叩たたき出されかけ、遥はるかは懸命に縋すがり付く。


    「ウマちゃんが鍵かぎ開けたの!?」


    「チャイムも鳴らないのに、気づいたら遥が中にいたんだ……」


    　リビングから弱々しい声が届く。


    「驚く僕を余よ所そに、鼻歌交じりにエプロンつけて料理をし始めて……狂気を感じたよ」


    　どうやらウマちゃんも、同じ恐怖を味わったようだ。


    「このマンションのセキュリティの弱さでも指摘したいわけ、あんたは!?」


    　度たび重なる不法侵入。もはやサスペンスを通り越して、ホラー映画の領域だ。


    「違うんス、先輩！　まあこれを見て欲しいッス」


    　遥が右手を直角に持ち上げると、手の平に一枚の魔星紙片スターピースが出現した。


    　空間が歪ゆがむような、渦うずを巻いた絵が描かかれている。


    「おや、〝空間デイメンシヨン〟の魔星紙片スターピースだね」


    　すぐに何のカードか理解したウマちゃん。


    「……はー、テレポートの魔ま星せい術じゆつが使えるようになったから試したってこと？　これっきりだからね!!」


    　大きく嘆息する陽ひ奈な。


    　新しい能力を行使できるようになって浮かれたのだと思えば、怒る気も失うせる。


    「いや、とりあえず〝空間デイメンシヨン〟の魔星紙片スターピースを実体化できるようにはなったんスけど、全然使いこなせなくて……だからこの部屋には自力でお邪魔したしたッス!!」


    「不法侵入でしょうがあああああああああああああああああああああああああ!!」


    　思わせぶりに出した魔星紙片スターピースは全く関係がなかった。


    　宙に浮かされ、高速上げ下ろしの刑を執行される遥。


    「そうやっていつも〝重力グラビテイ〟の魔星術を食らっているのに、どうしてそれを覚えるより先に我が流りゆうで〝空間デイメンシヨン〟の方に目をつけたんだい!?」


    　たまに陽奈が特訓をつけているものの、〝空間デイメンシヨン〟の魔星術は扱いの難しい高等技術ということで、後回しにされていたのだ。


    　ウマちゃんは、わざわざその魔星紙片スターピースにこだわった理由を聞いた。


    「〝空間デイメンシヨン〟の魔星術を覚えれば、いつでも好きな時にこの部屋にテレポートしてこれるじゃないッスか！　先輩がシャワーを浴びている時とか、寝ている時とか!!」


    　大きな胸を張り、何憚はばかることなく汚れた欲望を吐き語る遥。


    「そんなことしたら、あんたを火星まで宅配してあげるわ」


    「……地球離れて魔ま星せい力りよく使い果たしたら、死ぬんじゃなかったんスか!?」


    　魔ま星せい少しよう女じよは、自分の故郷の星を離れると魔ま星せい力りよくを生み出すことができなくなる。つまり、地球以外での戦いは、あらかじめ補充されている分の魔星力を使い切ったら力尽きるのだ。


    　遠回しでいてドストレートに「殺す」と釘くぎを刺され、遥はるかは恐怖と若じやつ干かんの喜びに打ち震ふるえる。徐々にＭ気質も目覚め始めていた。


    



    　　★


    



    「さあ、『今週』の視聴率が出たよ」


    　ウマちゃんが、リビングのテーブルの上でノートＰＣを開く。東京でのレイアーテラの戦いが放送された、最新回の視聴率が発表となったようだ。


    　しかし、当の遥や、陽ひ奈なも視聴率の上昇は期待していなかった。改善案を落とし込む前に敵が来てしまったため、前回と何一つ変わらない普通の回となってしまったからだ。


    　ところが──


    「……あれ？　ちょっと上がってる!?」


    　何度も瞬またたきをして、画面に表示されたグラフを確認する陽奈。


    　傾斜が非常に緩ゆるく、一見、平行に推移しているように見える。


    　しかしその実、視聴率はソニックナマケモノと戦った前回からファットコブラと戦った今回で、僅わずかながら上昇していた。


    「そもそも、四回連続で落ちてたんスから、現状維持でもすごいことッスよ!?」


    　遥の言う通りだ。特に何もなく上がってしまったのなら、躍起になって視聴率を上げようとしていること自体が無駄になる。


    「今日はみんなで、なんで視聴率が上がったのかを考察しようと思ってね」


    　ウマちゃんが議題を出したのはいいが、なかなかの難題だ。


    「皆さん、コーヒーでもいかがですか」


    　爽さわやかな声が聞こえ、陽奈たちはキッチンの方へ視線を向ける。


    　そこにはなんと、ウマちゃんと同サイズにダウンサイジングされた、ガッタくんの姿があった。


    「もはや何でもありかオメーはあああああああああああああああああああああ!!」


    　今日も今日とてガッタくんへのツッコミが切れ味鋭いウマちゃん。


    　当たり前のようにデフォルメ化能力を獲得して現れたのを見ては、無理もないが。


    　ガッタくんがコーヒーカップをテーブルに置いたのを見計らい、ウマちゃんは馬型宇宙人の本領発はつ揮きとばかりにガッタくんの青白いボディを鼻っ面つらで突っつく。


    　頭が大きく、ヒレが床についてしまうくらい胴体が短くなっていて、平常時よりペットのような愛らしさが強調されている。


    「コノヤロー、マスコットサイズになるなんてあざといんだよ可愛かわいい子ぶりやがって!!」


    　全身可愛かわいい子ぶりの塊かたまりであるウマちゃんが、胸むな倉ぐらを掴つかむ勢いでガッタくんに詰め寄る。


    「いえ、僕はただ、大きいままでは皆さんに迷惑がかかるかと思って……疑似空間収納箱アナザスペイシンの中で、小さくなる練習をしていたんです」


    　恥ずかしそうに前ビレで頭を掻かくガッタくん。実にキュートな仕草だった。


    「わあ～、可愛いじゃないガッタくん！」


    　サイズがサイズだけに、キッチンとリビングを何往復もしないと人員数分のコーヒーを運べない。だがその健けな気げさが、なんともいじらしくて可愛い。


    「一日数分が限度ですけど、これでたまに皆さんのところにお邪魔できるはずです」


    　ガッタくんを両手で抱かかえ、高い高いをしながらその場で回転する陽ひ奈な。


    　陽奈のご機嫌ぶりを見るや、ウマちゃんは露骨に舌打ちをした。


    「は～ん、これからはそのヒトガタが陽奈のお気に入りになるんだね。これで僕は晴れて自由の身だよ。あー身軽身軽!!」


    　ガッタくんを片手で抱きしめながら、陽奈はウマちゃんの頬ほおを指でつついた。


    「ウマちゃん、またジェラシー？　大丈夫大丈夫、私の本命はウマちゃんだから!!」


    「本命じゃないならそっちはキープ君か!?　そーいう上から目線なカテゴライズにヘドが出るんだよビッチがああああああああああああああああああ!!」


    　激げき昂こうするウマちゃんを、ガッタくんが大人の態度でなだめる。


    「僕も、陽奈さんにはウマちゃんさんがお似合いだと思っていますから」


    「お前は物わかりがよすぎてイラッとするんだようチクショ───────────ッ!!」


    　テーブルをべしべしと叩たたくウマちゃん。


    　出しゃばらずに的確なアシストだけをする、ギャルゲーに出てくる主人公の親友のようなガッタくんの完かん璧ぺきぶりに、劣等感に塗まみれまくっていた。


    「ううむ、マスコットが増えると、魔ま法ほう少しよう女じよ、って感じッスね」


    「…………」


    　遥はるかの何気ない発言に、陽奈の内に決意の炎が灯ともった。


    「……嫌いやな予感がする……今の遥の発言が、トラブルの火種になりそうな気がする……!!」


    　さすがはガッタくんも認めるツーカー。ウマちゃんは、近い未来が眼前に広がって見えたかのようなリアリティ溢あふれる恐怖に打ち震ふるえる。


    



    　お披ひ露ろ目めの済んだガッタくんも疑似空間収納箱アナザスペイシンの中へ帰っていき、彼の淹いれてくれたコーヒーを囲みながら、会議の続きが始まる。


    　視聴率は、何な故ぜ少しだけ上がったのか。


    「……ここがおよその底値だったってことかな？」


    　陽奈はそう予測した。一度底まで下がってしまえば、あとは微細な増減を繰り返すだけ。


    　四話の値が、視聴率の基準だったのではないかと。


    「……いや、去年は……」


    　もっと低かった……と言いかけ、ウマちゃんは口を噤つぐんだ。


    「理由は明確です」


    　皇み月つきが、テーブルの端にいつものように突然座っていた。


    　しかも、マイ湯飲み、おそらくマイお茶を手にする馴な染じみっぷりで。


    「……皇月ちゃん……」


    　相次ぐ不法侵入者に、家主はもはや突っ込む気力も失うせる。


    「ウマさん、ＲＡＩＮラインで言っていた視聴率のグラフを、私にも見せてくれませんか？」


    「──え、ウマちゃん、皇月ちゃんとＲＡＩＮしてるの？」


    　雪女じみた陽ひ奈なの眼光。ウマちゃんの背筋が、恐怖でピンと伸びる。


    　陽奈は嫉しつ妬と深く、皇月とやりとりをするのも一苦労だ。


    　言われた通り、ノートＰＣの画面に視聴率グラフを表示するウマちゃん。


    　皇月はウマちゃんから操作を引き継ぎ、別のデータを検索する。


    　グラフの一点をポインティングし、詳細表示したのは、最新のデータである今回の戦いではなく、その一つ前……視聴率の下降を問題提起するきっかけとなった回だった。


    「週間の視聴率の変へん遷せんばかりに目を向け、肝心なことを見過ごしています。──瞬間視聴率です」


    　皇月が表示したのは、三〇分番組一話の中での視聴率の推移だった。


    「ソニックナマケモノとの戦いの回のデータ、よく見てください。レイアーテラがガッタさんを呼び出した瞬間の視聴率──」


    　皇月は言葉遣いが丁寧なゆえか、他者の呼称も割りと独得だった。


    「あっ、ここだけめっちゃ上がってるッス！」


    　レイアーテラがガッターキャノンを呼び出した場面で、瞬間視聴率が上がっているのだ。


    「総力戦を先にやったのはデメリットではありません、つかみとして大きなメリットです。だから、その総力戦を想起させるガッターキャノンが登場した瞬間、視聴率が跳ね上がったのです。期待が持たれている、ということを念頭に置いて、私の話を聞いてもらえればと思います」


    　あくまで瞬間的な上昇に過ぎず、結果としては前週の視聴率から下がってはいるが、別の武器を使うだけでも、マンネリは回避できていたということだ。


    「そしてここ四回にはなく、今回あった大きな変化が一つあります。同じく瞬間的なものでありながら、それだけで一話の全体視聴率を微増させるほど目を引いた点が」


    　首を傾かしげる一同。


    　場所が東京なこと……ではない。それは遥はるかに代替わりしてからすでに二度あった。


    　ならば、出版社の目の前で戦ったことだろうか。出版業──珍しいお仕事に興味津々の子供視聴者を掴つかんだというわけだ。


    　いや、それもない。土曜日で人ひと気けがなく、はっきり言ってなんの変哲もないビルの真ん前で戦っているだけだったではないか。


    「──もしかして、陽ひ奈なかい」


    　ウマちゃんの所見に、皇み月つきは小さく頷うなずく。


    「エヴォリバースとの戦いを契機に、魔ま星せい少しよう女じよは代替わりをしました。しかしそこから始まった新シーズンは、マンネリな戦いばかり……。そこへ来て、変身はしなかったとはいえ、前年の魔星少女が姿を現したのです。視聴者は思ったでしょう、『もしかして、また近いうちにあの大がかりな共闘が見られるのでは』────と」


    　その推察に、一同は感心した。先ほどのガッターキャノンの話が、そこに繋つながる。


    「で、でも私、敵にサインもらおうとしただけで……」


    　陽奈は、自分が鍵かぎだったということに納得がいかない。


    「それが、一般人の少女を助けるための囮おとりになった風に映ったんじゃないかな」


    　ウマちゃんが説明する。


    　陽奈は結果的に、ファットコブラに詰め寄られた愛まな美みを助け、レイアーテラに攻撃のチャンスをもたらした。その頼もしさが、視聴者の期待を煽あおったのだろう、と。


    一同が物語におけるドラマの有用性を実感するには、十分すぎるデータだった。


    「日常パートのドラマも、何か期待を煽あおるような要素があればいいのね」


    　陽奈が、日常パートに投入する脚本の具体案を考えあぐねていると。


    「……あ、あの……話し合いが一段落したのでしたら……えっと……」


    　湯飲みをテーブルに置くと、皇月はいささか唐突に別の話題を切り出した。


    「今日は、ちょっと相談があって来たのです、が……」


    「えっ、皇月ちゃんが!?」


    　しっかり者の皇月が、自分たちに相談とは珍しい。


    　陽奈と遥はるかは前のめりになって言葉を待つが、なかなかその先を言おうとしない。


    「……みつきち？」


    「その、ですね……ええと……」


    　やけに恥ずかしがっているようだ。


    「………………ああ！」


    　遥は何かを察したように、手の平に拳こぶしを落とした。


    「みつきちも、そういうお年とし頃ごろッスか……」


    　腕組みをし、半笑いで頷く。


    「お年頃？」


    　逆に皇月が訝いぶかしむ。


    「いやー、嬉うれしいもんッスねえ！　そういうことを相談されるようになったかと思うと！」


    「え、ええ……そう言ってくれると頼もしいですが……？　本当にわかってます？」


    　もちろん、と、自信満々に応こたえる遥はるか。


    「女なら誰だれでも通る道ッス。アレってけっこういきなり来るからビックリするんスよ。ね、先輩」


    「え……何が？」


    「んもぉ～……アレといったらアレッスよ……。先輩、こういう時は多くを聞かず、こっちで察して話を進めてあげないと……」


    「──────嘘うそ、アレ!?　わ、うわぁ……」


    　陽ひ奈なも、驚きと喜びが入り交じった表情で、皇み月つきを見やる。


    「………………あの、何か誤解をされているのでは……」


    「いいんスよ、いいんスよ、わかるッス。前兆っぽいのがあっても、かーちゃんに相談するの、意外と恥ずいんスよねえ」


    「え……え？」


    　遥は年上のお姉さんらしく、頼もしげに皇月の肩に腕を回した。


    「思い出すなあ……。最初は学校だったから、もう来てる友達に助けてもらったんス」


    「私なんて、お母さんより先にお父さんが気づいちゃって……。仕事帰りにソレの用品買ってきて、『今日は陽奈ちゃんの二度目のバースデーだね』ってほざきながらリボンつけてプレゼントしてきたから、人生で初めて親にハイキックしたわ」


    　それまではローキックにとどめておいたのよ、と陽奈。


    「ほほう、いずれお義と父うさんになる人とはいえ、なかなかどうしてドン引きするッス」


    「悪い父親ではないんだけど……色んなことに察しがよすぎて、キモいのよ」


    　察しがよすぎて逆に娘に嫌われる父親。


    　世のお父さん方は、見て見ぬフリこそ愛情になる局面もあるということに留意されたい。


    　尽くしてあげたいという気持ちが先走ると、娘との間に致命的な溝が生まれかねないのだ。


    「えっと……もしかして、すごい勘違いをされているのでは……」


    　おろおろしながら陽奈と遥を交互に見る皇月。


    「そう怖がらなくていいッス！　これから長い付き合いになる身体からだの仕組み、女性おんなの先輩としてちゃーんと教えるから、任せてくれッス!!」


    「仕組み!?」


    　いよいよ混乱する皇月の背中を押し、リビングを出て行こうとする遥。


    「せんぱーい！　お手洗い借りるッス！　あと練習用に何枚か借りるッスねー！」


    「タンクの上の戸棚の左側ね」


    「地ち平ひらさん！　あなたは一体、何の話をしているのですか!?」


    「いや、だから……」


    　遥はるかは皇み月つきの耳元に顔を寄せ、何かを呟つぶやく。


    「──────んなっ!!」


    　皇月は火が点ついたように顔を真っ赤にし、遥の脳天にチョップをした。


    「ぅあいたー!?　おお、みつきちが初めてツッコミを……！」


    「ち、ち、ち、違いますっ！　まだ来な……！　で、ではなく、私は九九九歳ですから、そんなのとっっっっくの昔に通過済みなんです!!」


    　嬉うれしそうに頭をさすりながら、遥はなおも助言をする。


    「しばらくはお腹なか冷やすような服装は控えるんスよ？　ヘソ出し服なんて着たら、おかーさん許しませんからね、ッス」


    「だから、違うと言っているでしょう……!!」


    「まあまあ、勘違いしてごめんね」


    　涙目で憤ふん慨がいする皇月を、陽ひ奈ながなだめる。


    「…………」


    　テーブルの上で、関かかわり合いにならないように身を縮めるＵＭＡウーマ。


    　しかし、今しがたチョップで指摘されたデリカシーのなさが、またも発はつ揮きされた。


    「お、ずっと黙ってどうしたッス、ウマっち。どんどん話に交ざってこいッス!!」


    　ウインクしながらサムズアップする遥。


    「交ざれるかアホオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」


    　唐突に女子トークが展開された時、男のなんと肩身の狭いことか。


    「ま、まあ……陽奈がお父さんをスパーリング相手にしていたのがわかったのは、面白かったよ。運動苦手だって言ってるのに、戦闘スタイルが荒っぽいのが不思議だったから」


    「スパーリング相手じゃなくて、サンドバッグだけど」


    　一応のフォローをするウマちゃんに、陽奈が恐るべき親子関係を吐と露ろする。そして、改めて皇月に問いかけた。


    「それじゃあ、皇月ちゃんの相談って何？」


    「こんなことの後に言わせますか……!?」


    　その場でグルグルと回った後、皇月は観念したようにクッションに腰を下ろす。視聴率の話題で借り受けたウマちゃんのＰＣを再び操作し、画面に映したのは、動画投稿サイト・ＹＯＵヨウ ＴＵＩＥチユーイだった。


    「……まずは、この動画を見てください」


    　だが皇月が再生したのは、彼女の投稿した動画ではない。フルスクリーンで画面に映ったのは、鉄道員のコスプレをした小さな女の子だった。


    『きゃる～ん☆　今日もめるきーと一緒に、楽しい夢を見ようねっ♡』


    　年の頃ころは、皇み月つきよりもさらに下だろうか。少女は新幹線のおもちゃを手にし、画面の向こうに向けてこれでもかと愛あい嬌きようを振りまいている。


    『今日はね～、お部屋いっぱいにレールを繋つなげて走らせちゃうんだぁ☆　見ててね、お兄ちゃんっ☆』


    　たどたどしくプラスチックのレールを組み立て、円状に繋げていくめるきー。


    　視聴者をお兄ちゃんと呼び、十数秒ごとにしなをつくったり、失敗すると「てへっ」と自分のおでこを叩たたいたり、演出過剰なきらいがある。


    　おもちゃレビューというよりは、おもちゃを使った彼女のアイドル活動、プロモーションビデオのようにさえ見える。


    　皇月は画面から視線を切り、溜ため息いき交じりに事情を説明した。


    「彼女、どうやらうちのライバル……競合玩がん具ぐメーカーのご息女らしいのです」


    「ええっ!?　境遇も、やってることも、皇月ちゃんと同じなの!?」


    　陽ひ奈なの驚きは当然だった。違うのは、皇月は玩具メーカー社長である親の後押しを受けてやっているのではなく、あくまで自分の趣味として動画を投稿しているのに対し、このめるきーと名乗る少女はオフィシャルの支援を受けている点だ。


    　その証拠に、この動画は玩具メーカーの公式チャンネルに登録されている。


    　動画の詳細を確認していた遥はるかも、その圧倒的なステータスに目を見張った。


    「うおっ……七〇万再生!?　コメントの数もすげーことになってるッス！」


    　皇月の動画と比べれば、人気の差は一目瞭りよう然ぜん。公式のバックアップがあるとはいえ、同じ境遇でこれだけの差があれば、皇月が落ち込むのも無理はなかった。


    「……彼女の人気の煽あおりを受けて……私の動画の再生数が伸び悩んでいまして」


    「初見でもう伸び悩んでいたようにお見受け──」


    　余計なことを言う遥の太ふと股ももを、爪つま先さきでつつく陽奈。


    　皇月は、肩を落としながら語った。


    「将来の玩具業界を背負って立つ私が、こんなところで躓つまずくわけにはいきません。私も、自分の動画を見つめ直すことにしたのです。この有様では、ウマさんたちの番組の視聴率に偉そうに意見をするのは烏お滸こがましいですから」


    　皇月の変化を日々見守る陽奈は、感動さえ覚えていた。


    　自分の動画は高こう尚しようなもの、わかる人にだけわかればいい、とまで言っていたのが、ほんの先月のことなのだ。


    「ですから皆さんに、色々と意見を窺うかがいたいのです。動画改善のために」


    「会議ではいつも皇月ちゃんの意見に助けられてるし、今度は私たちが力になるわ」


    　快こころよく賛同する陽奈。


    「例の、小説家志望の方……。星ほし上がみさんたちの協力者になられたのですよね？」


    「今はお試し期間っていう形でね」


    　どこか恐る恐る質問する皇み月つきに、陽ひ奈なが答える。


    「できれば、彼女にもご協力いただければと……」


    　確かに、皇月はまだ愛まな美みの本性、強烈なキャラクターを目の当たりにしていない。


    　親睦も兼ねて、みんなで皇月のためにディスカッションするのもいいだろう。


    



    　　★


    



    　遥はるかが連絡を取ると、愛美はすぐにやって来た。彼女の家も、近所にあるとのことだ。


    「うーい、来たよ、はりゅはりゅー」


    「……私のことッスか!?」


    「あだ名だよ、あだ名！　マナっちって呼ばれてるからさ、マナも考えてきた！」


    「どんな距離の詰め方ッスか!?」


    　あんたが言うな、と陽奈。


    　ほとんど話したこともないクラスメイトをマナっち呼びする遥のリア充的距離感は、陽奈にとっては畏い怖ふの対象だ。


    「じゃあ、遥ハルート」


    「唐突に地獄の門番の天使にされてもッス……」


    「へへ、こっちもドラマを盛り上げるいい方法を思いついたからさ～、はるるんに教えとこーと思って」


    　目まぐるしく変へん遷せんするあだ名に観念する遥に、愛美は急な呼び出しにすんなり応じることができた理由を語る。


    「エチュードって知ってるか～？」


    「ああ、マナっちがそれっぽい横文字を使うと、取とり柄えのお馬ば鹿かキャラが薄れてしまうッス……マナっちの引き出しのＭＡＸはゴリラルヴァーであって欲しいッス」


    「なんだよー!!」


    　皆、聞いたことだけはある気がする単語だ。愛美は続けた。


    「性格とか設定だけ決めてさ、台本無しでやる即興劇。役者が練習でやるらしいんだけど」


    　役者の側面も持つ魔ま星せい少しよう女じよにも、これを応用できないかと考えたのだろう。


    「カッチリした台本作っても駄目っぽいし、マナはまずその設定とかシチュエーションを考えて、遥に教えるのがいいと思ったんだ。そっから始めてけばよくない？」


    「それはいいアイディアだね！」


    　ウマちゃんも絶賛する。


    「だから、ちょーどいーよね？　皇月の動画をエチュードで組み立てて一通りやりきれば、遥は練習になるし、皇み月つきは動画を盛り上げられるし、一石二鳥じゃん？」


    　皇月は特に反論しなかった。


    　彼女のいつもの動画自体、綿密な台本を用意しているわけではない。


    　エチュードをカンフル剤にするのも、そう難しいことではないはずだ。


    「では、美み金かねさん。改めまして……朔さく良ら皇月です。よろしくお願いします」


    「うん、よろしく！　今度、マナの書いたラノベ読んでよ！」


    　子供には刺激が強すぎるかもしれない。


    　愛まな美みの小説にレイティングを設もうけるか否いなか検討する遥はるか。


    　早速、愛美は皇月の動画のテコ入れのシチュエーションを考え始めた。


    「皇月のリボン……カチュームか？　それって、ウサ耳みたいで可愛かわいいな～」


    　唐突に容姿を褒ほめそやされ、反応に困る皇月。


    「べ、別に意識してはいないのですが……」


    「よーし決めた！　バニー祭りでいこう！　皇月は可愛さを最大限に発はつ揮きするウサギパジャマで、遥と陽ひ奈なたんがその後ろでバニーガール服を着て、賑にぎやかしをするんだ！」


    　皇月の動画の件はここで初めて話したのだ、まさに即興のアイディアなのだろう。


    　これがポンと出てくる愛美を見て、陽奈は改めて彼女を頼もしく思った。


    「や、やめてください、私の動画がいかがわしくなってしまいます!!」


    「そうだ、皇月の動画は誠実なおもちゃレビューが売りなんだぞ！　お色気とか必要ない!!」


    　しかし、動画主とそのファンは、急激すぎる変化を受け容いれられないようだ。


    「このめるきーって子は、可愛さを武器にして再生数稼いでるじゃん！　皇月だってかわいーんだからさ、利用しない手はないって!!」


    　さすが、美少女は無条件でラノベ作家にすべきだと断じる少女の言うことは違う。


    　愛美の身も蓋ふたも無い分析を受け、皇月の勢いが削そがれる。


    「衣装がバニーちゃんでも、いかがわしくならないように意識すればいーんだよ。変身した遥だって、傍はたから見ればいかがわしいだろ？」


    　それを褒め言葉と受け取り、遥はすでに分けている前髪を掻かき上げる。


    「……わかりました、やってみます。もちろん、生放送ではなく、練習の撮影で」


    　確かに、イメージの問題だろう。露出度がそれなりにあるレイアーテラがそう感じないのは、彼女が真剣に戦っているからだ。


    　その雰囲気を別の衣装で出せるようになれ、というのは、いい練習になる。


    「あっ……でも、遥はともかく陽奈たんは無理かなー」


    　自分で言っておきながら、脳内の完成予想図に疑念を懐く愛美。


    「私だって着ようと思えば着れるわよ、バニーガール衣装ぐらい!!」


    「え～？　だって陽奈たん、おっぱい超小せーじゃん」


    　無邪気ゆえの大暴言が炸さく裂れつする。


    「ブン殴るわよ大作家先生」


    「うわーんファンが怒ったー!!」


    　たとえファンだろうと、作家を殴らねばならない時がある。常とこ世よの人情である。


    　浪花なにわ節ぶしを炸裂させながら、陽ひ奈なは涙目で震ふるえる愛まな美みに凄すごみをきかせた。


    　顔を近付けられたことで、愛美の視線が陽奈のアホ毛に縫ぬい付けられる。


    「あわわわわ、陽奈たんのアホ毛、意志を持ったみたいに動いてる……夢に出そうだよー!!」


    　ここに一人また、陽奈のアホ毛に戦せん慄りつする被害者が誕生した。


    　アホ毛は微笑ほほえむ、「夢で逢あおう」と。


    「だいたい、愛美ちゃんだって別にグラマーってわけじゃないじゃない」


    「マナはけっこう胸あるぞ!?　つーか、アイドルラノベ作家としてはベストな大きさだと思うんだ！　オタクは過度な巨乳を怖がるからな!!」


    　動物が火を恐れる的な謎なぞ理論を振りかざし、自分の胸の正当性を図る愛美。


    「私とそんな変わらないって！」


    「陽奈たんぺったんこじゃんか！　マナはふにってしてる!!」


    　喧けん々けん囂ごう々ごうのリビングに、一ひと際きわ大きな高笑いが響く。


    「ハハハハハハハハハハハハハハハハ雲の下がピーチクパーチク騒がしいッスねえ!!」


    　足を大きくスイングさせて組み、一人だけ規格外の巨乳の少女は、天上のドヤ顔で二人を嘲あざ笑わらった。


    「その辺にしとけッス、ドングリがみじめに背を比べ合いっこするのは！　まあ、動画のお色気担当は私に任せておけばいいッス!!」


    　自分の胸を下から掴つかみ、下界の民の争いを諫いさめんとばかりにゆっさゆっさと揺らす遥はるか神しん。


    「……いつかあいつの乳もごーぜ、ファン一号」


    「そうね、チチガデカーイ愛まな先生」


    「おお、ありがとー、マナのペンネームも覚えてくれて！　ファン一号として自慢してくれよな、そのうち日本一有名なペンネームになるからさ！　えーっと、織お田だ信のぶ長ながぐらい!!」


    「文豪を飛び越えて、日本一有名な武将レベルになるのね!!」


    　雨降って地固まる、共通の敵を得たことで、作家とファンの結束が強まったのだった。


    　その作家人生も、彼の偉人と同じに夢ゆめ幻まぼろしの如ごとく消えないことを祈るばかりだが……。


    「…………」


    　皇み月つきは自分の胸に手を触れると、深く溜ため息いきをついた。


    「心配すんなッス、みつきちには大いなる未来が待っているッス。巨乳にしか感じ取れないイカした波長ヴアイブスを、みつきちからは感じるッスから」


    　後輩にロックな励ましを送る遥。


    「私は胸の小ささなんて気にしてません……！」


    「そうだ、せっかくだから魔ま星せい少しよう女じよオーディションに使ったプレハブで撮らない？　練習でもリビングじゃ、様さまにならないし……あそこなら、背景にスクリーンとか出せるから」


    　いまだに疑似空間収納箱アナザスペイシンに設置されたままのプレハブ小屋は、陽ひ奈なと遥はるかが皇み月つきと出会った思い出の場所でもある。皇月は、陽奈の提案を二つ返事で受け容いれた。


    「撮影機材はスマホで代用しますが、衣装はどうします？」


    「〝衣装コスチユーム〟の魔星紙片スターピースを使えば、人数分の衣装を出せるんじゃないかな」


    　ウマちゃんの言葉に、がっつり食いつく皇月。


    「その魔ま星せい術じゆつ、応用すればフォームチェンジに使えませんか……!?　そんな便利な力、何な故ぜ黙っていたのです!?」


    　フォームチェンジを推おしまくっていた皇月にすれば、もっと早く言ってくれ、という話だろう。


    「あくまで衣装だから、星衣類スタイルを別の形に変えるんじゃなくて、着替えるしかできないんだ。応用しても、戦闘中に私服に着替えるわけにもいかないよね？」


    　しかし、会え得とくしてさえしまえば服代が浮くというのは、女子にとって夢のような力だ。


    　魔星術の習得に積極的ではなかった陽奈も、こればかりは違った。


    　莫ばく大だいな魔ま星せい力りよくを持つ陽奈は、起点となる魔星紙片スターピースさえ一度出せてしまえば、使えない魔星術はほぼない。


    　早速、〝衣装コスチユーム〟の魔星術を発動し、全員の衣装を早着替えさせた。


    　メインである皇月が着るのは、もこもこの白いウサギパジャマ。ツナギにフードがついたスタイルで、フードを被かぶると兎うさぎの耳が可愛かわいくしな垂だれるのだ。


    　そして、陽奈、遥、愛まな美みはバニーガール服。


    　陽奈と愛美はスカートがついたタイプで、胸が控え目なのも相まって可愛らしさが強調される。陽奈がピンク、愛美が白と差別化が図られている。


    　反対に妖よう艶えんさに特化するのが、遥のバニー服だ。当然のようにハイレグ、当たり前だとばかりに網タイツ。大きく開いた胸の谷間には、皇月が紹介する物と同じおもちゃが挟まっている。


    「……なんで僕まで……」


    　とどめとばかりに、ウマちゃんにまでウサ耳カチューシャが。


    　馬にウサ耳が生えるという、キマイラじみたことになってしまっている。


    「……自分の魔星術で『魔法』っぽいことできると、ちょっと安心するわね……」


    　苦笑する陽奈。攻撃手段でも、テレポートといった戦闘補助でもなく、みんなの服装を変えるというメルヘンな魔星術は、ウマちゃんの望む魔法少女路線とも合致する気がする。


    　今まで目もくれなかったが、こういう魔星術をどんどん習得していけば、裏方としてもっと役に立てるかもしれない。


    　準備が整い、疑似空間収納箱アナザスペイシンの中にあるプレハブで動画撮影が始まった。


    　練習とはいえ、初めてのゲストを迎えての動画だ。皇み月つきも気合いが入る。


    「今日ご紹介するのは、ＤＸクロノブラスターです」


    　この星で市販されているおもちゃではなく、ウマちゃんの星のものだ。


    「レイアーテラの標準武器。この間の放送でも大活躍でしたね」


    　間近で皇月のレビューを見て、ウマちゃんは感動している。


    　台本無しでここまで喋しやべれるのだ、アドバイザーだけでなく、彼女にも役者適性があるように思えるが……。


    　さて、このままでは皇月がパジャマを着ているとはいえ、いつも通りの放送になる。賑にぎやかしである陽ひ奈なたちの出番だ。


    「ぴょーん、ぴょーん」


    　幼稚園児レベルのアドリブ力を全開にし、バニーガール服の陽奈が画面の隅で飛び跳ねる。一度画面外に消え、わざわざカメラの後ろを一周して反対側の画面端から現れるという小こ癪しやくなトリックまで交えているのが心憎い。


    「ウサウサー、ウサー」


    　跳躍音もオリジナルの鳴き声も全部口にしてしまえ、というパワープレイ。


    　陽奈は今、主人のおもちゃレビューに歓喜する飼いウサギという脳内設定だ。


    「ウッサー!!」


    「なんといっても、ジョイント部のＬＥＤによるシリンダーの発光です。それでは実際にやってみましょう」


    　言葉通りウッサいウサギを背景に、皇月はレビューを続ける。


    　エチュードで止める者がいないので、陽奈も自分を信じて続けるしかない。


    「ウサァ……ニンジン、食ワセロ」


    　一言ごとに設定が零こぼれ落ち、ついに飼いウサギはゴブリンへと邪進化してしまった。


    「さっきから見てれば、不自然だぞ、陽奈たん！」


    　そう言いながら愛まな美みの取った行動は、パネルを両手で掲げることだった。


    　即興で自作したパネルには、厚かましくも自分のＲＡＩＮラインＩＤなどの個人情報をでかでかと記載している。


    　お尻しりを振りながらモデルウォーキングを披露し、クイックターン。


    　どうも、バニーガールの仕事をラウンドガールのものと勘違いしているフシがあるが……。


    　ゴリラできても、ウサギはできず。


    　この作家は、知識に偏かたよりがありすぎるのが困る。


    「うおおおおおおおおおおおおおおウサギは一年中発情期ッス!!」


    　仕舞いには一番育ったウサギが、手持ち無ぶ沙さ汰たになり暴走を始めた。


    　ウサギというよりは豹ひようのようにしなやかな疾走で、獲物である陽ひ奈なに襲おそいかかる。


    「ウサギじゃなくてあんたが年中発情期でしょ!!」


    「やかましいッス腹ペコウサギ！　にんじんの代わりに私を食えッス!!」


    　とうとう、二人はカメラの目の前で暴れだし、完全に皇み月つきが見切れてしまっていた。


    　溜ため息いきをつきながら、テーブルの上の交換用シリンダーを手探りで探す皇月。


    「わー！　皇月、僕だよ！　僕がクロノブラスターに合体されてしまうよ!!」


    　テーブルの上にいたせいでシリンダーと間違われたウマちゃんの叫びは、ウサギどもの嬌きよう声せいにかき消えて聞こえない。


    「なー皇月ー！　もっと可愛かわいく喋しやべってみなよ！　マナみたいに!!」


    「……えぇ……？」


    　愛まな美みを一いち瞥べつして露骨に嫌いやそうな顔をしながらも、皇月は無理矢理口角を吊つり上げた。


    



    「……ミ、ミツキは～、このおもちゃが……とっても……大好きなんだ、ぞ～☆」


    



    　作り笑いで頬ほおを痙けい攣れんさせ、クロノブラスターのおもちゃをなでなでする皇月。しかしほんの数秒でキャラメイクは力尽き、我われに返る。


    「………………もうやだ……」


    　顔を真っ赤にして俯うつむき、涙目で気弱な悔恨を漏もらす皇月に、陽奈が勢いよく抱きつく。


    「ウサー！　皇月ちゃん可愛い！　妹にしたい！　っていうかもう妹ウサー!!」


    「あなたに好かれるということは、今の私の演技がＵＭＡウーマにも等しいこの世ならざるモノだったということですか星ほし上がみさん!?」


    　陽奈に愛されるその意味を理解し、愕がく然ぜんとする皇月。


    「やあん先輩こっちも構って欲しいッス！　ウサギは寂しいと発情するんスよ!?」


    　もはや何をどうしようと発情する厄介なウサギも黙ってはいない。遥はるかが陽奈の頬に胸を押しつけ、皇月への抱ほう擁ようを妨害する。


    　愛美もツボにはまったのか、スマホのカメラの前でけたけたと笑い出し、画面はもはや収拾がつかない状態に。


    「……以上、ＤＸクロノブラスターのレビューでした」


    　最後にクールなキャラを復活させ、皇月はレビューをやり遂げた。


    「カ─────ット！　完かん璧ぺきだな!!」


    　ヒャッハー、とパネルを投げ捨て、いい汗掻かいたと脚本担当。


    「こんなおもちゃレビュー動画いやすぎるわあああああああああああああああああああ!!」


    　ウサギウマという、名前だけでＵＭＡっぽくなったウマちゃんの叫びが、動画の最後を彩いろどった。


    　この騒々しさの中で完かん遂すいできる皇み月つきの胆力を正しいベクトルに向ければ、きっと動画の再生数は伸びると思うのだが……。


    



    　　★


    



    「………………………………………………まあ、賑にぎやかではありました」


    　あれだけ達者なアドリブレビューをこなす少女が、たっぷり長考してそれだけしか美点を見つけられない程度の助力ではあったが、陽ひ奈なたちの加勢は終わった。


    　リビングに戻り、テーブルを囲んで座って一休みする一同。


    「ちょっととっ散らかっちゃったけど、面白かったわね。『魔ま星せい少しよう女じよリフレイアＳセカンド』も、あのぐらい賑やかになるといいんじゃないかな」


    　元の服装に戻った陽奈は、先程の動画に確かな手て応ごたえを感じていた。


    「ウッソ本気で言ってるのかいっ!?」


    　ウマちゃんは当然反発するが、意外にも被害者に等しいはずの皇月が擁護した。


    「確かに。ヒーロー番組などでも、コメディ要素を強化するのは最も多いテコ入れ方法です。ドラマパートを笑えるようにすれば、戦闘シーンとのメリハリがつきます」


    「……でもなあ……今年はやって来る敵がそもそも愉快な連中だから、今度はお笑い要素が供給過多になりそうで……」


    　ウマちゃんの考えでは、コメディパートならやって来る怪人の言動で事足りるだろう、ということらしい。


    「なら、コメディじゃなくて間を取ってラブコメにしようッス!!」


    　それには実際に怪人と対たい峙じする遥はるかも異論がないようで、折せつ衷ちゆう案を提案した。


    「ラブコメ……かい？」


    「ウマっちの望むコテコテの魔ま法ほう少しよう女じよ路線に、恋愛は必ひつ須すッスよ」


    　魔法少女モノのカラーを強調した作品にしたいのならば、主軸となるべきは多感な年とし頃ごろの少女の心の機微だ。


    　しかしその主張の理由に見当がつくので、陽奈は無言のジト目で遥を睨にらんでいた。


    「おお、そーだな。マナも魔法少女モノ書いたことあるけど、ラブコメ要素が全然ないから展開が淡泊って、評価シートに書かれたことあったぞ～」


    　愛まな美みの作品の場合はおそらく他ほかにも大いに改善すべき点があったはずだが、やはり恋愛要素を盛り込むのはエンタメの基本なのだろう。


    　ウマちゃんはしぶしぶといった面おも持もちで意見した。


    「ううん……じゃあ、戦闘の合間にでも『いつか恋したいなあ』とか言ってくれれば……」


    「実際に恋しねーでどうするんスか!?　そんなん、登場人物が『いつか自分に第二の人格が目覚めるかもなあ』とか言わせただけでミステリー作品って主張するのと同じッスよ!?」


    「メインターゲットが子供の番組で恋愛要素なんて、必要最低限あればいいだろ！」


    　普段は「あらゆる年齢層にニーズを」と息巻いておきながら、都合が悪くなると子供番組だと盾たてにするのが、ウマちゃんの悪いところだ。


    「だーからワゴンセール商品量産番組しか作れないんスよキミは!!」


    　そして遥はるかが突くのは、まさにそのウマちゃんの中途半端なスタンスだった。


    「ひどいひどすぎる!!」


    「子供番組だからこのぐらいでいいよね、なんて大人の上から目線、当の子供は透けて見えちまうもんス！　大人が思うよりずっと子供は成長が早いし、恋だってバリバリするッス！　テレビ番組にもそーゆーの求めるんスよ！　おたくの娘さん、今男の隣で寝てるよ、っス!!」


    　陽ひ奈なは無言で皇み月つきと顔を見合わせ、同時に首を傾かしげた。


    「子供番組に恋愛要素はいらないんじゃないか？　子供が引くんじゃないか？　そんなの、魅みせ方とバランス次第ッス！　むしろ、大人の新規ファンを獲得できるメリットの方が大きいはずッスよ!!」


    「ううっ……!!」


    　相手を論破にかからせたら右に出る者のない遥の熱弁により、じわじわと追いつめられていくウマちゃん。


    「ラブラブコメコメな展開なら、マナも得意！　やりたいやりたーい!!」


    　主役の女の子の相棒にゴリラを配置した作家が、得意げに語る。


    「僕の番組の特殊な事情を考慮してよ……。相手役の男性なんていないし、名前有りの登場人物は遥と、前年の戦士の陽奈だけなんだよ？」


    　愛まな美みは遥と陽奈とを交互に見ると、しばらく考え込み、


    「ん～、じゃあ陽奈たんと遥が恋愛するっきゃないなっ!!」


    　忍者じみた足運びで切迫し、遥は目を血走らせて愛美の肩を掴つかんだ。


    「マナっちはやればできる子だと信じてたッス」


    「だろ～？　前年の戦士と今年の戦士の恋って、すっげーウケそうじゃない？」


    　脳を通さず喉のどから直接出たかのような適当な意見を繰り出す愛美。


    「よっ、将来のベストセラー作家！　マナっちの小説を受賞させなかった無能編集どもに呪のろいあれッス!!」


    　どこから取り出したのか遥は紙吹雪ふぶきまで投げ舞わせ、愛美を褒ほめちぎる。


    　かつて遥は、当初は陽奈を巡るライバルと敵視していたウマちゃんから、魔ま星せい少しよう女じよ変身の儀式がキスだと伝えられるや、使えるやつ、と熱い手の平返しを披露したことがあった。


    　超高速の変わり身を見せる時、いつも彼女は輝いている。


    　遥は愛美と力強く肩を組み、陽奈、ウマちゃん、皇月の順に、邪心に塗まみれた眼まな差ざしを送る。


    「オラァ、大作家先生の脚本に逆らうんじゃねえッス！　ちゅーだちゅー、前年の戦士!!」


    　殿様じみた豪笑でキスを要求する遥はるか。


    　脊せき髄ずい反射で遥に繰り出そうとした魔ま星せい術じゆつをストップし、陽ひ奈なは先月の戦いを指摘した。


    「あのね遥、忘れたの？　あんたとは一回〝番組〟の中でキ、キス……してるでしょ。エヴォリバースとの戦いの最中に……。でも、そこには反響なんてなかったんでしょ？」


    　話が恋愛に傾いてから沈黙を貫つらぬいていた皇み月つきも、ようやく意見を出す。


    「そうですね、瞬間視聴率もそのシーンよりキングソフビ降こう臨りんやガッターキャノン初登場の方に大きく振れていました」


    　当然そのシーンは映像で何度も見直した遥が、口く惜やしそうに物言いする。


    「あの場面、途中でめっちゃ身体からだ光って、肝心の唇くちびるが触れ合うとこが見えにくかったじゃないッスか!!」


    　会議に収拾がつかなくなってきたら、妥協案を出すのがプロデューサーの務めだ。ウマちゃんは努めて穏やかに提言した。


    「わかった、恋愛要素はいずれ盛り込もう。でも、今一番必要なのはたった一話で大きなインパクトを与えられて、今後を楽しみにしてもらえるような展開なんだ」


    「むぐ……。確かに、積み重ねがあった方が恋は盛り上がるッスからね……。私が先輩に助けてもらってから半年で育はぐくんだ恋心、ちゃんと番組の中で再現したいッス」


    　遥に悩ましげな視線を送られ、陽奈は深く嘆息した。


    「美み金かねさんは、実際に番組は見たのですか？」


    　脚本担当なら、賛否を出すだけでなく自分からも意見が欲しい。皇月は愛まな美みに尋たずねた。


    「うん！　見たけど、すっごいつまんなかった！」


    「それは申し訳ないハハハハハハハハハハハハ……」


    　無邪気な笑え顔がおから放たれるドストレートな批評に、ウマちゃんの綿じみた顔に怒りマークが幻視される。


    「ウマ助の番組はさ、子供向けっていうか、幼児向けっぽいんじゃないかなー。ヤマがないんだもん、話に。四話まで見て、全部同じに見えたぞっ!!」


    　いい意味でのんびりしている愛美にさえ皇月と同じ指摘をされ、陽奈は気まずそうにした。


    「毒がないってことでしょ？　結局誰だれが見ても、ドラマ部分が問題なのね……」


    　突き当たるのは、話の起伏の乏しさ。刺激がないことによる安心感も武器となるが、それが通用するのは得てして長寿番組だ。


    「さっきウマ助が言ってたけどさ～、登場人物が少ないんだよな、そもそも。遥だけが出ずっぱりでドラマを強化って言っても、何すればいいかわかんないぞ！」


    　脚本家ならではの意見と言えるだろう。「使える駒キヤラが少ない」と。


    「そもそも陽奈たんは、どうして『今年』は戦わないんだ？　変身できるんだろ？」


    　思わぬ質問を受け、陽ひ奈なは当たり障さわりなく流そうとした。


    「二年目の一話で変身したのが引き継ぎ式みたいなもので、私はもう引退したから」


    　それでも、愛まな美みはぐいぐいと突っ込んでくる。


    「でもなー、その一話見た限りだと、きっと誰だれも引退したって思ってないぞ」


    　せっかく変身できるのに番組に出ないのは、もったいない、と。


    「いや、そもそも引退したと番組で明言する必要はないよ。その方が、『いつかまた共闘が見れるんじゃないか』っていう期待を煽あおることができるからね」


    　陽奈は……レイアーソルは、あらゆる意味で切り札なのだ。


    　地球にとっては、レイアーテラが太た刀ち打うちできない相手が出てきた時の最終戦力。


    　ウマちゃんの番組にとっては、視聴者が再登場を期待するゲストキャラだ。


    　もちろんそれは、早く普通の女の子に戻りたいという陽奈の願いを無視したもの。おいそれと盛り込むことはできない。


    　だからこそ、遥はるかは一刻も早く強くなりたいと願っているのだから。


    　リビングをゴロゴロと転がる愛美。小動物のようだ。作家はアイディアを出すために時に奇行に走るというが、これが彼女のアイディア捻ねん出しゆつの形式動作ルーテイーンなのかもしれない。


    「──そだ！」


    　最後にでんぐり返しし、ポニーテールをふわっと舞わせる愛美。


    「陽奈たんさ、悪になっちゃうのはどーだっ!?」


    「えぇ!?」


    　脚本担当者が提案したのは、とんでもない展開だった。驚きの声を上げる陽奈。


    「いきなり遥に襲おそいかかって、バトルを始めるんだ～!!」


    「その展開、いただきッス!!」


    　ノリノリで愛美が掲げた拳こぶしを、瞳ひとみを煌きらめかせた遥がそっと自身の両手で包んだ。


    「パネェ……マジパネェッスよこの文豪！　来年あたりお札さつに印字されるつもりッスか!?」


    「またやらしいこと考えてるでしょ、遥!!」


    「ああ、為なす術すべ無く組み敷かれる私……先輩の獣欲の捌はけ口にされてしまうッス……」


    　遥は身体からだを掻かき抱いだいてクネクネする。頭痛のあまり、お仕置きする気力すら失せる陽奈。


    　恋愛要素を保留にしたのに、数段飛ばしで明後日あさつての方向にテコ入れが進みかねない。


    「なるほど……それは面白いかもしれないね。切り札と思っていた仲間が敵にもなり得るという展開は、むしろ緊迫感を高めてくれるかもしれない」


    　陽奈はぎょっとしてウマちゃんへと振り返った。てっきり、「敵に魔ま星せい少しよう女じよがいるのにこっちまで内紛を始めたら、収拾がつかなくなる」ぐらいは言うかと思っていたのだ。


    「一個だけわかんなかったんだ～。遥たちが戦ってる敵のこと。敵にも変身してるねーちゃんがいたよね？　あのねーちゃんも魔星少女なの？　でも、怪人に味方してるの？」


    　愛まな美みの疑問に、深く頷うなずくウマちゃん。敵についても伝えておかなくてはいけない、と。


    「愛美が狙ねらわれた怪人と、一話で見たよね？　カラミティーサタンっていう悪の魔ま星せい少しよう女じよ……あれは厳密には、利害の一致で共闘しているだけで、別の組織なんだ」


    「別の組織？」


    「今襲おそってきている怪人組織は、スポットライティアっていう宇宙の文豪集団だ。彼らのような組織は宇宙を巡って、自分たちの目的のために文明惑星を襲っている。そんな連中から平和を守るために魔ま星せい力りよくを伝えているのが僕たちなんだけど……実は、全く同じことを、邪悪な目的で行っている奴やつらがいた。それが悪の魔星少女、カラミティーサタンだ」


    　このことについては、つい先月まで自分も知らなかった、と、悔しげに呟つぶやくウマちゃん。


    「まだ謎なぞは多いけれど、カラミティーサタンとその背後にいるプロデューサーは、僕たちの番組を乗っ取っておもちゃや関連商品の利益を奪うつもりでいるようだ。そのために怪人組織に荷担して、自分たちに都合のいい番組になるよう仕向けている」


    　噛かみ砕くまでに時間はかかったが、愛美は両手を叩たたいて破顔した。


    「じゃーさ、じゃーさ！　こっちで勝手に悪役を作って、あいつらより魅力的な悪役にしちゃえばいいんじゃないかっ!?　それが陽ひ奈なたんだよ!!」


    　敵を思い出して消沈しかけていたウマちゃんにも、活気が戻った。


    「……うん……いいね！　あいつらの活動目的そのものを奪えるかもしれない!!」


    　またも傍そばで聞いていて驚く陽奈。おかしいのは自分だけだろうか、と思い悩む。


    「ねえ、みんな……何かテンション上がって変なスイッチ入ってない？」


    　悪役をも自分たちで調達しようという、この流れ──相当危険な思考に感じる。


    　それでは、カラミティーサタンたちと同じではないか……。


    「……でも、悪役のフリをして遥はるかに倒されれば、それで引退ってことになるのかな……」


    　その一方で、宙ぶらりんな立ち位置の自分がもどかしいと感じていることも事実だ。


    　ならば、本当の意味での引退式……後進に遺志を託して悪に堕おちるという演出も、未練を断ち切るという意味ではいいのかもしれない。


    　愛美の提案を受けようとしたその時、陽奈の腕をか細く掴つかむ感触が。


    「待ってください、星ほし上がみさん」


    　視線を放つと、皇み月つきが陽奈を睨ねめ仰あおいでいた。


    「あなたは、軽々しく敵になると言わないでください。あなただけは……！」


    「番組上の演出だから……ね？」


    「それを見るのですよ。去年、レイアーソルの戦いを見ていた、ウマさんの星の人々は」


    　ウマちゃんも、遥も、愛美も……人変わりしたかのような皇月の静かな怒りに、言葉を失っている。


    「前作の主人公を敵にする……あっさり負けさせる……死なせて退場させる……。雑な世代交代ほど、失望するものはありません」


    　掴つかんだ制服の布地に刻まれた皺しわが、深くなる。


    「作品の新陳代謝を図りたいという制作側の思おも惑わくだけが先行し……一年間、一人のヒーローを応援し続けてきた穢けがれなき憧あこがれが踏みにじられてしまうのです」


    　ヒーローを完かん遂すいしたのならば、未来永えい劫ごうその輝きを失わないで欲しい──。


    　陽ひ奈なはようやく、皇み月つきの言わんとしていることを理解した。


    　理解に時間がかかるのは当然だった。


    　陽奈は──自分の存在など、レイアーソルの価値など、単なる戦力としてしか俯ふ瞰かんしていなかった。


    　輝ける偶像としての価値など、一片も見出だしていなかったのだから。


    「星ほし上がみさん、貴女あなたには責任があります。偉大なる先代魔ま星せい少しよう女じよであるという責任が。最強の存在であり続ける義務が」


    「皇月ちゃん……」


    「魔星少女は、星の力を持った魔法少女。魔法少女は、人々に夢を与える存在。世界の平和だけでなく、人々の心、夢を守らなければならないのでしょう……？」


    　ヒーローファンの掲げる、稚ち拙せつな願望。


    　皇月の語る青臭い理想論には、その場の全員を圧するほどの情熱が宿っていた。


    「……うん、ごめんな！　やっぱ陽奈たんは悪になっちゃ駄目だよ!!」


    　感銘を受けたのだろう、愛まな美みは満面の笑えみで頷うなずいた。


    　無む垢くなほど素直な面は、彼女の大きな魅力と言えるのかもしれない。


    「だから、新しい仲間を増やせばいいんだ！　その子をさ、最初は敵か味方かわからないようにしよーよ!!」


    「増やすって、そんな簡単に……!!」


    　ぎょっとするウマちゃん。


    「ウマ助、マナに真っ先に聞いたじゃん。魔星少女になりたいか？　って。それってさ、なりたいって言ったらなれるから聞いたんじゃないの？」


    「うう、変なところで鋭い……さすが作家志望……」


    　陽奈は、ウマちゃんを抱かかえ、その円つぶらな目を真っ正面から見据えた。


    「魔星少女……増やせるの？　増やしていいの!?」


    　本来は一つの星に一人しか存在を許されない、力を与えてはいけないはずの魔星少女。


    　陽奈が引退後もまだ変身できるのは、後継者である遥はるかがレイアーソルの力を超えるまでの特例だったと説明されていたのにだ。


    「……だ、だって陽奈の時は本当に魔星少女は一人って厳命されてたんだよ!?　それが、結果が出たら上もコロっと手の平を返すんだ。商業的においしいから、あと一人二人増やしてもいいんじゃないか、ってさ……。それはないよって思うじゃないか……」


    　プロデューサーの裏の苦労が垣かい間ま見みえ、陽ひ奈なたちは一様に黙り込む。


    　まして、陽奈が一人で戦い続け、戦い自体は楽勝でも様々な苦悩を抱かかえているのを見てきたウマちゃんにすれば、おいそれと同じ境遇の少女を増やしていくのも憚はばかられたのだろう。


    「それに、特例なのは変わらないよ。要するに、陽奈を超える魔ま星せい少しよう女じよは当分現れないだろうという確信があるからだろうね。あくまで星を代表する魔星少女がレイアーソルだから、〝後継者候補〟なら増やしてもいいんじゃないかという判断さ」


    　それなら、万一後継者が力を悪用した時の抑止力が必要だという、遥はるかを魔星少女にした時の説明はつく。


    　ならば、あと一人増やしてもいいというのは、むしろ歓迎すべきことではないか。


    「悪役が必要なら、他ほかに適任がいるじゃないですか。小生意気で可愛かわいげのない女が」


    「！　皇み月つきちゃん、あなた──！」


    　陽奈は刮かつ目もくした。


    　いつも気け怠だるげな目をして、どこか達観したように世界を見ていた小さな少女が、初めて、強い意志の光をその双そう眸ぼうに宿している。


    



    「──私が、新たな魔星少女になります」
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    ８ｔｈ：月は白く輝き、黒く欠ける。／Ａ─ｐａｒｔ


    



    「私が魔ま星せい少しよう女じよになり、カラミティーサタンに取り入ります。そうすれば、彼女たちの不ふ明めい瞭りような目的も詳つまびらかになるはずです」


    　陽ひ奈なは、皇み月つきの決意が何を意味するかに気付く。


    「魔星少女になるだけじゃなく……カラミティーサタンの宇宙船に潜入捜査するってこと!?」


    　頷うなずく皇月。さすがにウマちゃん、そして遥はるかも泡を食って止めた。


    「駄目だ、いくらなんでも危険すぎるよ!!」


    「万が一、カラミティーサタンが小っちゃい女の子大好きなド変態だったらどうするんスか!?　世界にはそんな女がいくらでも大手を振って歩いているんス!!」


    　小っちゃい子限定ではないとはいえ、まさに大手を振って歩いている当人の言葉は重い。


    「魔星少女にして人ひと身み御ご供くうにするなら、マナっちにしようッス！　アイドルになりたいとかほざいてるし薄い本展開になっても本望のはずッス!!」


    「薄い本展開ってなんだ～？」


    　ほえーと締まりの無い表情で聞き返す愛まな美み。


    「嘘うそでしょこの子……ラノベ作家志望のくせに、エロ知識ねーとかいうパターンスか……」


    　問答を続けてもきりがないと、皇月は反対意見をはねつける。


    「私の意志は変わりません。……それとも、私では不適格ですか？　ウマさん」


    　そんなはずはない。ウマちゃんが地球にやって来て、初めて魔星少女の候補として接触したのが、皇月だった。適格者としてなら折り紙付きだ。


    　そして皇月も、それをわかっていて言ったのだろう。


    「魔星少女になったら、皇月ちゃんの無修正映像がウマちゃんの星に流れちゃうのよ!?」


    「陽奈の魔星少女の撮影イメージは、まだそこで止まってるの!?」


    　陽奈の気遣いを、皇月は──あえてだろう──棘とげのある言葉で撥はね除のけた。


    「勘違いしないでください。私は自分の夢のために、今まで以上にあなたたちを利用しようというだけです。ギブアンドテイクに過ぎません」


    「皇月ちゃん……」


    　普段から本心とは裏腹に痛烈な物言いをすることも多い皇月だが、この件に関しては引き留めれば引き留めるほど、自身をどこまでも悪あし様ざまに貶おとしめるだろう。それだけの覚悟が見える。


    　陽奈は観念し、皇月から離れた。


    　そして、ウマちゃんも皇月の不器用な厚意は十二分に察していた。


    「わかった……。君の分のコスモチェンジャーを出すよ、皇月」


    「ストップです、ウマさん」


    　テーブルの上で二本足立ちになったウマちゃんを、皇み月つきは制止する。


    「一時的にとはいえ、悪につくのです。変身アイテムも、正義側とは差別化を図るべきです」


    　何もこんな事態になってまでおもちゃのことを考えなくても、と付言するウマちゃん。


    「むしろ、私が変身するのなら、おもちゃをこだわらせてもらうのは賃料のようなものです」


    　皇月は、先程とは別のベクトルで目を輝かせ、力説した。


    「悪側のおもちゃをこちらで出す──それは、カラミティーサタン側にも打撃になります。ウマさんがさきほど言った通りです」


    　カラミティーサタン側のプロデューサーやスポンサーといった背後関係はいまだもって全容が掴つかめないが、悪の組織に荷か担たんすることで何らかの利を得ていることは確かだ。


    　例えばエヴォリバースとの戦いでは、怪獣のソフビ人形を大量に出すと明言していた。


    　ならば悪の存在にこちら側から介入し、そのおもちゃも出してしまえば、カラミティーサタンたちに戦闘面以外で痛手を与えることができるかもしれない。


    　カラミティーサタンの悪の組織への荷担を無益なものとできれば、彼女たちは撤退。あとは、現在地球に侵攻している悪の組織を根絶すれば、晴れて平和を取り戻せるというわけだ。


    　真剣に思索するウマちゃんたちへ、皇月は少々ほのぼのとした利点も強調する。


    「それに、ラインナップが貧弱な今の状態に、一気に潤うるおいを与えられるでしょう。敵側のおもちゃが一つあると、ごっこ遊びができるのです」


    　ヒーロー番組のおもちゃなら、当然、子供はごっこ遊びをしたいだろう。


    　そして正義側のおもちゃがあるだけなら、何種類あっても一人で遊ぶほかない。


    　だが、悪側の商品があれば、友達と交互に役を演じたり、父親に悪役を引き受けてもらうなど、一気に遊びの幅が増える。悪のおもちゃは、作中での役割に反して、強力なコミュニケーションツールとなるのだ。皇月の説明に納得する一同。


    　特に愛まな美みは、笑え壺つぼに入いって褒ほめそやした。


    「何か、皇月の話聞くの、面白いな！　マナ、おもちゃのこと全然興味なかったけど、ラノベで使いたくなってきたぞ!!」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま頬ほおを染め、会釈する皇月。


    　おもちゃの説明レビユーで誰だれかを笑え顔がおにする……。彼女の理想が、確かに形になりつつあるのを、陽ひ奈なは実感していた。


    



    　緊迫した空気も、かなり和やわらいできた。しかし、皇月が魔ま星せい少しよう女じよになるためには、立ちはだかる大きな壁が一つだけあった。深呼吸し、説明に入る陽奈。


    「……あ、あのね、皇月ちゃん……。決意してくれたのは嬉うれしいんだけど……魔星少女になるためには、ある儀式が必要なの」


    「儀式、ですか？」


    　陽ひ奈なは落ち着かない様子で皇み月つきに目配せしながら、仄ほのかに頬ほおを染めた。


    「私と……キスするの」


    「えっ……!?」


    　無意識に口くち許もとを押さえ、後あと退ずさる皇月。


    　あえて悪に堕おちることすら恐れを抱かなかった少女が、激しく動揺している。


    「……現在地球の魔ま星せい少しよう女じよ代表である陽奈が、変身者に地球との経パ路スを繋つなげないといけないんだ……」


    　ウマちゃんも申し訳なさそうに補足した。


    「な、なんですか、いかがわしい……！」


    　腕を可愛かわいらしく振り回す皇月に、陽奈は微苦笑する。


    「はは……や、やっぱり嫌いやだよね、私とキスするなんて……」


    「い、嫌ではありません……！　いえ、あれ、違……!?」


    　やはり、相当混乱しているようだ。


    「うわ───────ん先輩の浮気者───────────────っ!!」


    　陽奈の話を聞くや、遥はるかはリビングから逃走。お風ふ呂ろ場ばに駆け込んでしまった。


    　顔を半分だけドアから覗のぞかせ、これ見よがしにこちらを見ている。


    「もう、遥ったら、一回キスしたぐらいで……」


    　彼女面づらするな、と言わんばかりの苦笑だった。


    　ウマちゃんは冷や汗を流しながら、僅わずかに身体からだを震ふるわせた。


    「もしかして陽奈って、とんでもない悪女の器なんじゃ……」


    



    　皇月が恥ずかしくないようにとの配慮から、二人で連れだって陽奈の自室へやってきた。


    「本当、ごめんね。すぐに口拭ふいていいから」


    「ですから、謝らないでください。魔星少女には、私がなりたくてなるのですから」


    　皇月はまたも、安易に「地球の平和のため」などと言わずに我欲を素直に主張する。陽奈はかえって好感を持った。


    　話がおかしな方向に進むことが不安だったが、


    「……一個だけ、お願いを聞いてもらってもいいですか？」


    「うん……何？」


    　指を突き合わせながら、皇月は視線を彷徨さまよわせる。


    「好きって……言ってください」


    「へ、どうして!?　女の子同士なのに……!!」


    「エ、エチュードですよ、エチュード……！　どうせキスをしなければいけないのなら、いつか来る本番のために、練習にしたいですから……」


    　皇み月つきの狼ろう狽ばいぶりに、陽ひ奈なは、自分が落ち着かねばと胸を手で押さえた。


    「儀式のキスでも、気持ちがないと、嫌いやです……」


    　女の子……特に小学生なら、初めてのキスのシチュエーションなどに憧あこがれもあるだろう。


    　それとも、今時の子はその辺さばさばと割り切っているのだろうか。


    　ほんの四年前までランドセルを背負っていながら、ジェネレーションギャップを感じる陽奈。


    　まさか本当に彼女の言うとおり九九九才なら、キスをしたことがないなどありえないだろうし……。


    　ともあれ、練習台になれるのなら、少しは引け目も晴れるというものだ。


    　陽奈は、精一杯の微笑ほほえみとともに、皇月の腰を抱いた。


    「──好きよ、皇月」


    　心を打つほどに真に迫る、情熱的な告白。


    　演技の苦手な陽奈が紡つむいだにしては……本心と見み紛まがうほどに上出来だ。


    「じゃあ、仕方ないですね」


    　後ろ手に組んだ皇月は、白いタイツに包まれた華きや奢しやな足で爪つま先さき立ちになる。


    



    「──私の初めて、星ほし上がみさんにあげます」
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    　そっと目を閉じ────初めての温ぬくもりに身を委ゆだねた。


    



    　　★


    



    「お、終わったわよ、ウマちゃん……」


    　相当恥ずかしかったのだろう。手で胸元を扇あおぎながら、陽ひ奈なは部屋を出てきた。


    　皇み月つきは、陽奈としっかり手を繋つないでいる。


    　リビングに戻った遥はるかは涙目で、陽奈の足元へと縋すがり付く。


    「なんでお家うちの自室から出てくるのにホテルから出てきたみたいな距離感なんスか!?　ひと情事終えたような雰囲気なんスか!?」


    　互いに見つめ合い、苦笑する陽奈と皇月。


    　遥は白目になり、リビングに潰つぶれたカエルのように倒れ伏した。


    「ほえー……」


    　耳まで真っ赤にしている皇月を見て当てられたのか、愛まな美みも半笑いで赤面している。


    「それで、皇月はどんな変身アイテムにしたいか構想はあるのかい？」


    「もちろんです……」


    　皇月は、ソファーの横に置いていた手提さげ鞄かばんから、数枚のコピー用紙を取り出した。


    　紙面狭しと、カラーイラストがびっしり印刷されている。


    「う、上う手まい……!?　これ、皇月ちゃんが描いたの!?」


    　陽奈が絶賛する。子供の落書きどころか、プロ顔負けのクオリティだ。


    　つんと横を向きながらも、皇月は照れ顔で告白した。


    「……ウマさんが一向に新しいおもちゃを出そうとしないので、前々から自分で考えていたんです。まさか、私が使うことになるとは思いませんでしたが」


    　前々とは言っても、皇月がリリース頻ひん度どの遅れを指摘したのはほんの数日前だ。その短期間でこの完成度、さすがはおもちゃに触れ親しんでいるだけのことはある。


    「すごいよ皇月、これならすぐに僕と同じレベルのイラストも描けるようになると思うよ!!」


    「マナが大賞受賞したら、皇月を専属イラストレーターにしてやってもいいぞ!!」


    　身の程を知らぬ駄犬どもがきゃんきゃんと吠ほえる中、皇月は大人の対応でかわした。


    「気持ちはありがたいですが、私は自分で玩がん具ぐ会社を興おこす夢がありますので」


    　ウマちゃんはトコロテンのような手で器用に紙を掴つかみ、ふんふんと頷うなずきながら皇月のイラストを検分していく。


    　三点図に、展開図、細かな説明も明記されており、もはや設定資料も同然の緻ち密みつさだった。


    「コスモフォン……携帯電話型のアイテムにするんだね？」


    「あまり悪役っぽくはありませんが、後のことを考えてこうしました」


    　しかも、変身アイテムだけではなく、専用武器まで一緒に考えている念の入れようだ。


    「オーケー、コスモフォンの方はすぐに実体化できるよ。コスモチェンジャーの派生機のようなデザインだしね」


    　アイテム具現化の儀式──ウマちゃんは、リビングの床の上でコミカルに踊り始めた。


    「あぁん、ウマちゃん可愛かわいい……♡」


    　陽ひ奈ながうっとりと見つめる間にウマちゃんのダンスの軌跡は光を空に描き、星ほし屑くずのように煌きらめき、一点に集束していく。


    　最後に星は大きく弾はじけ──光に包まれたガジェットが宙に静止する。


    　皇み月つきが両手で皿を作ると、顕けん現げんした変身アイテム・コスモフォンは意志を持ったようにそこへ飛来した。


    　コスモチェンジャーと同じように白とピンクを基調としたデザインながら、コンセプトは大きく異なる。


    　徹底して神秘の象徴といったデザインのコスモチェンジャーに対し、コスモフォンは神秘と科学の融合。


    　金のモールドで構成されたボディに、前面の大半を占める液晶ディスプレイ。


    　神秘的な紋様が描かれていると思えば、スマートフォンよろしく物理キーが下部に並んでいる。背面にはかなりの口径のカメラが搭載されており、よりメカニクルなガジェットであることが強調されている。


    　何度か見ただけのコスモチェンジャーを自分の中で分解し、リデザインしてみせた皇月の手腕は、驚嘆に値する。


    　遥はるかの時とは順番が反対だが、すでに陽奈との儀式を終え魔ま星せい力りよくが供給されるようになった皇月は、このコスモフォンを起動できるはずだ。


    「うむうむ、あとは練習あるのみッスよみつきち、変身用の魔星紙片スターピースを出すだけでも一苦労ッスからね！」


    　得意げに指を立てる遥の目の前で──


    「あ、出ました」


    　皇月の手の平には、あっさりと魔星紙片スターピースが具現化していた。


    　目を丸くして固まる遥。


    　皇月の手にした魔星紙片スターピースに描かれているのは、月のエンブレム。


    　深く、静かに優しい輝きを放つ月は、朔さく良ら皇月という少女にこれ以上ないほど適合する。


    「では──変身してみます」


    　ここまで来ると、皇月も緊張を隠せない。それ以上に、溢あふれる昂こう揚ようを抑えきれないようだ。


    　その小さき右手にかざすは、月の魔星紙片スターピース。


    　そして左手に、魔ま星せい通つう信しん器きコスモフォンを構えた。


    　彼女が目を伏せると同時、リビングに集つどった仲間たちが息を押し殺す。


    「私の……未来を紡つむぐ力……！」


    　皇み月つきは、閉じていた目を決意とともに見開く。


    　コスモフォンの物理キーの一つ、起動ボタンを押し、変身待機状態へと移行する。


    　変身システムがコスモチェンジャーとは異なるコスモフォン。


    　皇月が撮影ボタンを押すことにより、本体裏のカメラが起動。かざした魔星紙片スターピースの情報をスキャニングし、分解吸収。


    　読み取った魔星紙片スターピースの情報が、液晶ディスプレイに表示された。


    



    　《Ａｌｌオール　Ｓｅｔセット，Ｒｕｎａルナ　Ｓｔｙｌｅスタイル．》


    



    　コスモチェンジャーが、装そう填てんされたカード情報を電子音声で読み上げる。


    　覚悟を決めるように、皇月は変身のための言葉を織り成した。


    「スタートランス……!!」


    



    　《Ｓｔａｒｔｉ[image: ]スターティン，Ｓｔａｒスター　Ｔｒａｎｃｅトランス．》


    



    　朔さく良ら皇月が魔ま星せい通つう信しん器きコスモフォンによって月の魔星紙片スターピースを読み取ることにより、封じ込められていた魔ま星せい力りよくが解放を始める。


    　皇月の衣服は瞬時に分子分解され、女子高生組とは比較にならない強固な防護帯・バリアウェーブへと転換されて旋回。コンマ数秒生じる変身時の無防備から、彼女の幼い身体からだを極めて徹底的に保護する。


    　解放された魔星力は、聖なる衣・星衣類スタイルへと結晶して皇月の身体を包む。


    　そして皇月のハーフアップにした後ろ髪は、コメットウェーブと呼ばれる神秘を以もつて展開伸長し、月の淡き輝きを宿す。


    　ここに月の守護者・魔ま星せい少しよう女じよレイアールナが誕生するのだ!!


    



    　リビングが、月臨む淡光に閃せん滅めつする。


    　ついに誕生した第三の魔星少女・レイアールナを、陽ひ奈なたちは歓喜で迎えた。


    　静せい謐ひつな月夜さながらに、麗うるわしい紫に彩いろどられた全身。


    　後ろ髪のボリュームが大幅に増し、夜よ闇やみの果てに輝く美み月つきのように、紫と金のグラデーションを描く。


    　その侵しがたき美しさを彩るのは、無む垢くなまでに愛らしい、頭部の兎うさ耳みみ。


    　まさに、月から地球を見守る幼き女神のような、気品高き美しさを見せつける。


    　彼女の金色の瞳ひとみは、困惑と昂こう揚ようで潤うるんでいた。


    「おっほぉうヘソ出しじゃないッスか！　若いッスねえ、み・つ・き・ち♡」


    　レイアールナの星衣類スタイルがヘソ出しなことに、すかさず茶々を入れる遥はるか。


    「ち、違います、星衣類スタイルまで私はデザインしていませんし……！」


    「いやいや星衣類スタイルは装着者の深層意識を反映するシステムらしいッスから！　お嬢様も大胆なファッションに憧あこがれるお年とし頃ごろッスねえ～」


    「そ、それなら地ち平ひらさんのせいです！　あなたがおヘソを出してお腹を冷やすなと言ったのを、私が覚えていたから……!!」


    「なるほど、意外に天あまの邪じや鬼くッスね……」


    　レイアールナはどこか嬉うれしそうに嘆息する。首からストラップで提さげたポーチに、手にしたコスモフォンを収納した。しかし、全てに満足したわけではなかったようだ。


    「私も……レイアーソルのような髪型がよかったのですが」


    　自分の髪を掬すくい取りながら、残念そうにするレイアールナ。


    「え、私？」


    　陽ひ奈なが自分を指すと、レイアールナは恥ずかしそうに言った。


    「ツ、ツインテール……可愛かわいいですし」


    　思わず噴き出してしまう陽奈。


    「でも、君の深層意識を反映したのにツインテールにならなくて、よかったかもしれないよ」


    　ウマちゃんは、皇み月つきの年相応の可愛らしい希望を、気が咎とがめながら諭さとした。


    「宇宙伝説では、髪型がツインテールの戦士について色々不穏なことが語り継がれているんだよ。やれ、どんなに強くなってもある日急に弱くなるとか、やれ、魂たましいが抜けたように無気力になるとか……やれ、ツインテールの戦士がいると世界が滅ぶとか。上司にもそのことで念を押されていたから、初めて変身した陽奈がツインテールになった時はヒヤリとしたよ」


    　あまりにも突とつ飛ぴな言い伝えの数々に、さすがに陽奈も呆あきれ果てる。


    「大おお袈げ裟さな……ツインテールって髪型よ？　力に関係するようなものじゃないでしょ？」


    「魔ま星せい力りよくだって心の力なんだ、髪型のような何かを好きな思いを力にする戦士がいても不思議じゃない。まあ、実際レイアーソルはいつまでも強いままだから、迷信なんだろうけどさ」


    　その迷信をネタにしようとしているのか、愛まな美みは自分のスマホに何かを打ち込んでいる。


    「いやーそれにしてもみつきちエロい！　鎖骨に腋わきにおヘソに太ふと股もも、これでもかってぐらいエロスアピールに余念がねーッス!!」


    「そんなこと、意識していません……！」


    



    　星衣類スタイルに身を包んだ皇月は、見るからに頼もしく、そして可愛らしい。


    　しかし陽奈は、煌きらびやかな室内で、自分だけが疎外という名の薄もやに包まれて感じた。


    　おかしい。今日に限って、何な故ぜかみんなと一緒になって喜ぶことができない。


    　嬉うれしさも、楽しさも、心の中で鳴る警鐘によって塗りつぶされてしまうようだ。


    　この現実感の希薄さは一体、何だというのか。


    　遥はるかが初めて変身した時に比べて、あまりに事がすんなり運びすぎていはしないか。


    



    　──まるで、用意された台本に沿うように。


    



    　遥もウマちゃんも皇み月つきも、みんな普段通りなのだ。自分の考えすぎなのだろうが……。


    　騒々しく喜ぶ皆から取り残されたように、陽ひ奈なは、胸騒ぎを感じていた。


    



    　　★


    



    　この場合、果たしてタイミングがいいと言っていいのか……スポットライティアの次なる刺し客かくは、翌日土曜日の正午に襲来した。


    



    　《Ｓｅａｒｃｈサーチ　Ｅｎｅｍｙエネミー，Ｌｅｖｅｌレベル　七二セブンテイトウー．》


    



    　皇月の手にしたコスモフォンの画面が点灯し、電子音声が敵戦力の探知結果を告げる。


    　しかも、音声だけでなく画面に文字も表示されるため、コスモチェンジャーよりもわかりやすい。聞き逃のがしてしまっても安心だ。


    　陽奈のマンションのリビングに今日いるのは、陽奈、遥、皇月、ウマちゃん。


    　魔ま星せい術じゆつの練習を、と皇月に声をかけた矢先の出来事だった。


    「みつきち、大丈夫ッスか？　ぶっつけ本番なんて……私も一緒に行くッスよ」


    「私はこれから一時、悪に荷担するのです。地ち平ひらさんが同行したら、レイアーテラともその場で争わなければならないではないですか。今日だけは、私一人に任せてください」


    「それもそうッスね」


    　あっさり納得し、引き下がる遥。


    　そのやりとりを何気なく聞いていた陽奈が、違和感に眉まゆを顰ひそめた。


    （こちら側で悪役を演出するなら、むしろ二人は最初に戦うフリをしなくちゃいけないんじゃないの……？）


    　陽奈が困惑していることなど露知らず、皇月はウマちゃんに尋たずねた。


    「ウマさん、武器あれの実装は済んでいますか？」


    「うん、間に合っているよ」


    　自分でデザイン画を渡しているため、実装も抜群に速かった。本人は考えもしないだろうが、ウマちゃんがデザインをすると、製品化するまでにウマちゃんの星の方で一からデザインを起こすも同然の手間がかかるからだ。


    「ただ、遥はるかの言う通り実戦でいきなり使うのは……」


    「どう使用するかのイメージはできています。やれるだけやってみますので、星ほし上がみさんたちはカラミティーサタンの存在が周囲にないか監視していてください」


    　初戦闘だというのに緊張を露つゆほども見せず、逆に周囲へと気遣いを見せながら、皇み月つきは出撃した。


    



    　　★


    



    　人の身のままに、鳥の視点を得るというのは貴重な経験だ。


    　その身に存分と風を感じながら、レイアールナは現場である東京の出版取次会社へと向かった。取次会社とは、書籍を全国に配本するなど、出版社と書店の架け橋となる業種。


    　創作関係を標的にする敵組織が、その橋を破壊しようとしているのだ。


    　今回は平日。人の流れも多いだろう。


    　入り口の鉄てつ柵さくを引き千ち切ぎり、怪人はビルの敷地内を歩いている。


    　その重量は皇月が見てきた中でも最大級。やる気を出すように両腕をＬの字に構えただけで、放たれた衝撃波が遠く離れたビルの窓ガラスを砕いた。


    　悲鳴を上げながら、従業員と思おぼしきスーツ姿の男女がエントランスから殺到してくる。


    　レイアールナの格好を見て例外なく全員が視線を向けるが、避難をやめるまでには至らなかった。


    「お、お待ちなさい」


    　建物内に歩み入ろうとする怪人の背中に、制止の言葉を向けるレイアールナ。


    　振り返った怪人の異様に、小さな少女は思わず竦すくみ上がる。


    　三メートル以上ある身体からだの全てが、重じゆう甲かつ冑ちゆうのように巨大な筋肉に覆おおわれていた。


    「これは可愛かわいらしいニューカマー……ごきげん筋肉！」


    　血迷った挨あい拶さつは無視し、しかしレイアールナは違和感に眉まゆを顰ひそめた。


    　見たこともない戦士を目まの当たりにし、この反応の薄さ。こちら側の行動を先読みしているという突飛な予測が、現実味を帯おびてきた。


    　問題は、それを打破すべくさらに予測不可能な行動を取ったはずの新魔ま星せい少しよう女じよ追加までもが、予測の範はん疇ちゆうだったと言わんばかりの態度なのだが。


    「私の名はストロングラビット……！　いずれ宇宙最高の作家となる者だ!!」


    　目を引く、胴体に輪をかけて巨大な両腕。人型の怪人だが、樹上生活動物のようなアンバランスさだ。アンバランスといえば何より、頭に申し訳程度に揺れるウサ耳なのだが。


    『ウサギとウサギの対決だわ……！　緒戦でこれは、運命を感じるわね、皇み月つきちゃん!!』


    　戸と惑まどっていた陽ひ奈なだが、ＵＭＡウーマじみたビジュアルの敵を見て一気にテンションが上がった。


    「すみません、目の前の物体をウサギと呼称していいのですか……？」


    　初めて脳内に届いた魔ま星せい少しよう女じよのコミュニケーション手段、〝念話〟が先輩の嬌きよう声せいで、レイアールナは人知れず苦笑する。


    「作家志望なら、書籍の取次会社を襲おそってどうするのです」


    　出版社ならまだしも、と疑問を呈するレイアールナ。


    　ストロングラビットは、大胸筋を張って答えた。


    「地球征服の暁あかつきには、私の本が初版一兆部は刷られるのだ、素早く全世界に配本できるよう、取次の最大運うん搬ぱん能力を確かめておかねばならんからな」


    　作家になる前からここまで捕とらぬ狸たぬきで皮算用をする横暴。宇宙人のマイペースさは、消極的な皇月は見習うべきなのかもしれないが……。


    　しかも気づくまで時間がかかったが、初版とほざいている。重版される気満々ではないか。


    　呆あきれも果てるが、レイアールナはまず交渉に乗り出した。


    「私はあなたと戦うつもりはありません。あなたの母船に連れて行ってくれませんか。カラミティーサタンさんに会いたいのです」


    「はて、それはどなたかな」


    　ストロングラビットは上腕筋を豪快に駆動させ、腕組みで首を傾かしげる。


    「駈かけ引きは無用です。あなたたちの組織に彼女が逗とう留りゆうしていることはわかっています。私、あの人のファンですから」


    「……ほほう、カラミティーサタン女史も隅には置けない」


    　思ったよりあっさりと自白され、少し拍子抜けするレイアールナ。


    「だが、はいそうですかと案内するわけにはいかん。どうしても面通ししたければ、見事私を打ち破ってみせよ。強さを示せば、かの女史も目をかけてくれるやもしれぬぞ──!!」


    　ストロングラビットが腕を振るうと、レイアールナは強烈な風圧にさらされた。


    　両腕を眼前にかざしてガードすると、やけに猛たけ々だけしい火花が飛び散る。


    「ちょ、直接攻撃されたわけではないのに、これは……？」


    『心配しないで皇月。星衣類スタイルは攻撃を受けると、運動エネルギーを分子変換して拡散させる。それが火花のように見えるんだ』


    　ウマちゃんがすぐに念話で説明をし、レイアールナはほっと胸を撫なで下ろす。


    「ダメージ描写の特撮編集をする必要がないのは、メリットですね」


    『でも気をつけて。許容量以上の威力の攻撃を受ければ、痛みは感じるはずだ』


    　ともあれ、ストロングラビットも、レイアールナの言葉を完全に信用していないようだ。


    「──実力行使でよいなら、そうさせてもらいます」


    　腰のポーチからコスモフォンを取り出すレイアールナ。続けて胸のブローチ・コズミックオーブに触れ、引き抜くようにカードを実体化させる。


    　武装を召しよう喚かんする魔星紙片スターピース、武装アームド魔星紙片スターピース。本番に一発で成功させる、鮮やかな手並みだ。


    　変身時と同じように、コスモフォンのカメラで魔星紙片スターピースを撮影装そう填てんする。


    



    　《Ａｒｍｅｄアームド　ｏｎオン，ＡｒｔｅｍｉＡｒｒｏｗアルテミアロー．》


    



    　電子音声が響き、コスモフォンの画面に稲妻のように力強く名称が表示される。


    　レイアールナの専用武器、月げつ光こう弓きゆうアルテミアロー。


    　しかし、弓矢の名を冠しながら、出現し、手にした武器は小ぶりなステッキだった。


    　柄つかには天使の翼のような神こう々ごうしい装飾が施ほどこされており、持ち手が三日月を思わせるガードで一周取り囲まれている。


    　バトントワリングのように軽やかに武装を周転させ、あらためて胸の前で構えるレイアールナ。


    　ストロングラビットは嬉うれしそうに自分の顎あごを撫なでた。


    「ちびっ子よ、君もクリエイターのようだな……私にはわかるぞ。創作力がオーラとなって立ち込めているのが見える」


    　ちびっ子。


    　やはり自分は、子供として認識されるようだ。


    　そうなると、出撃前の宣言通り、長く戦うのは得策ではない。


    　レイアールナは、代打としての身の程を弁わきまえるように皮肉を返した。


    「……作家志望の方なら先輩にいますが……。私は、デザイナーでしょうか」


    「ふむ、ならば私がデビューした暁あかつきには表紙の装丁をお願いしようか」


    「スカウトされてばかりで、戸と惑まどいます」


    　アルテミアローを振りかぶろうとした瞬間、ストロングラビットは豪腕を突き出した。


    　手の平から光の紙束が飛び出し、レイアールナの眼前でシャッフルされるカードのように整然と並ぶ。


    「──小説、原稿……？」


    　紙には文字が印字されていた。しかも、魔ま星せい少しよう女じよとなって五感が強化されていることを差し引いても、妙に一字一字がくっきりと見える。


    『皇み月つきちゃん、目を瞑つぶって！　妙な内容だったら危険だわ!!』


    　陽ひ奈なの念話が聞こえたわけではないだろうが、防衛行動を予測してか、ストロングラビットは言い放った。


    「フッ……たとえ瞼まぶたを閉じようとも、原稿は強制的に君の網膜へと透過する。そして、思う存分我わが最高のストーリーを読ませるのだ……!!」


    　お前のその筋肉は何のためにあるのだ、と言いたくなる回りくどい特殊攻撃だった。


    　速読を強要する悪魔の原稿。一〇〇枚以上に及ぶ文字列を数秒の間に見せられれば、脳が疲労を訴えることは必至。即効性のある体力減衰能力といって過言ではあるまい。


    　しかし、内容を理解したレイアールナは、得意のジト目で容よう赦しや無く駄目出しをした。


    「……駄目ですね。作品のテーマが見えず、展開が散漫。何より、登場人物に魅力がありません」


    「そ、それは、あえてテーマをぼかすというテクニックでだな……。散漫に見える展開も、散らばったピースがラストで見事に収束──」


    「していません」


    　鬼編集の辛しん辣らつな一言に、しょんぼりする筋肉作家（見習い）。


    「特にキャラの平凡さが致命的です。作者であるあなたの方が、キャラが立っているぐらいです」


    「よ、よせ……照れるではないか、プロポーズなどしおって、子供のくせに……」


    　身をくねらせて照れる作家見習い。キャラが立っている＝イコール素敵です、という、作家特有の思考の飛躍が眩まぶしい。飴あめと鞭むちと勘違いしたようだが、ここが一番キツいお叱しかりだったのだが。


    「よし、ならばもっともっと原稿を見せてあげよう！」


    　恐るべきポジティブ精神で、ストロングラビットは次なる原稿を繰り出そうとしてくる。さすがに数分の間に小説何作分の文字列を一気に脳内に叩たたき込まれれば、相当の疲ひ弊へいは避けられない。


    　レイアールナは同じ手は食わないとばかりに、手にしたアルテミアローを変形させる。


    　多段変形がデフォルトである魔ま星せい少しよう女じよの武器──その中でも、彼女が自みずから考案したこの武器は、一風変わっていた。


    「それは、竪琴ハープ……!?　風ふ情ぜいある武装を！」


    　ストロングラビットが驚きよう愕がくする。


    　アルテミアローはステッキの先端から左右に分割、一八〇度回転したステッキを外枠に、伸長した持ち手を軸にして光の弦が張られ、ハープに姿を変えていた。


    「えいっ……！」


    　音を奏かなでるには仰ぎよう々ぎようしい掛け声とともに、そのしなやかな細指が光の弦を爪つま弾びく。


    　アルテミアロー・ハープモードから発せられた音波が空気を震ふるわせ、ストロングラビットが繰り出す原稿の光を遮断した。


    　分子干渉する音子の壁に、防げぬものはない。


    「……これが、魔星少女の力ですか……」


    　超常の力が実感として漲みなぎり、レイアールナは静かに瞼まぶたを閉じた。


    　ウサ耳型のヘッドギア──ルナティッククラウンと呼ばれる装備は、レイアールナの五感を極大化させる。海洋生物の超音波ソナー顔負けの空間認識能力で、全方位に展開された無数の原稿の位置を瞬時に照準ロツクしていった。


    　立て続けの演奏で、今度は攻撃的音波を射出。宙に浮いた原稿を粉砕していく。


    「うおおおおお、私の傑作が……！」


    「これが魔ま星せい力りよくですか……。ペダルを踏んだ小さな力がチェーンを回し、車輪に伝わり、推進力に変換される──魔星力を操るのは、自転車に乗るようなものなのですね」


    　身体からだに溢あふれる人ならざる巨大な力に翻ほん弄ろうされているかと思いきや、彼女は変身前と変わらず年齢不相応にクールだった。そしてその独創的な魔星力の認識は、陽ひ奈なが遥はるかのために勉強しても見出だせなかった、魔ま星せい術じゆつの理解の仕方として申し分のないものだ。


    　アルテミアローをさらに変形させ、ついに本領たる弓矢の姿を露あらわにする。


    　荘厳に展開した弓体が、光を周囲に振り散らした。


    　左手で弓きゆう把はを握り、番つがえた矢を引き絞るように、本体のトリガーを牽けん引いんする。連動して撓たわむ弓体が、端から中心へ光を流し込んでいく。


    「────発射」


    　限界まで引き絞ったトリガーを解き放ち、集束した光が巨大な一矢となって飛翔する。


    「な……ぐああああああああああ……!?」
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    　ストロングラビットは胴体の真ま芯しんを貫つらぬかれ、激しくスパークする。


    「……フ、まあ、よいか……。やっと……私の原稿の、感想が聞けた────」


    　切ない満足を遺のこし、爆散するストロングラビット。


    　やはりスポットライティアの怪人たちは、何かしらの悲哀を背負って創作をしているようだ。


    　同情で緩ゆるんだレイアールナの心が、再び引き締まる。光の帯が──空から降り注いできた。


    「！」


    　反射的に逃げようとする身体からだを押さえ込み、レイアールナは、甘んじてその光を受け容いれた。


    　成層圏の果てから伸びた──スポットライティアの母船への招待路を。


    



    　　★


    



    　それに肝きもを潰つぶしたのは、成り行きを見守っていた陽ひ奈なたちだ。


    「ああっ……皇み月つきちゃんがアブダクションされた……!!」


    　正確には、血相を変えて心配しているのは陽奈一人。ウマちゃんたちは、固かた唾ずを飲んで見守るのみだ。


    　スクリーンに投影されていた映像が途切れる。敵の勢力圏に移ったことで、魔ま星せい力りよくによる中継がジャミングされているのだろう。


    『心配しないでください。変身さえ解除しなければ、最低限の安全は確保できます』


    　慣れない念話で無事を訴えてくるレイアールナ。その念話も、通話中にトンネルに入るかのように、ノイズが交じっていき、やがて途切れた。


    　ウマちゃんは彼女の発する魔星力をビーコンとし、自分のノートＰＣに彼ひ我がの位置を分析表示した。


    「────月だ。月の裏側で皇月の移動が止まった。スポットライティアの母船は、月の裏側に停泊していると見ていいだろう」


    「ウマちゃん、月までの距離って、火星と比べてどのぐらい？」


    　月面に行ったこともある陽奈だが、それはまだレイアーソルの力に不慣れな頃ころ、かなり長時間の宇宙遊泳の果てのことだった。


    「月までの平均距離がおよそ三八万キロメートル、火星までが六〇〇〇万キロメートル。だいたい差は一五〇倍ぐらいかな」


    「……なら、火星までは三時間ちょっとで行けたから、本気出せば一分ぐらいで月に行けるってことね。皇月ちゃんが危なくなったら、すぐに駆けつけなきゃ」


    　東京に新幹線で行く程度の移動時間で火星まで行って帰ってきた少女が、確信とともに拳こぶしを握る。


    「先輩、スケールがデカすぎて想像できねーんスけど……」


    　ツッコミを入れる遥はるかの声にも、焦りは見えない。


    　自分の趣味嗜し好こうゆえか、たびたびみんなの意見との乖かい離りを自覚することがあるが、今回はやはり、それとは違う胸騒ぎがする。心配をしすぎているのだけならいいのだが……。


    「あっさり受け容いれすぎじゃない、カラミティーサタン……。自分の仲間を倒したのよ!?」


    「カラミティーサタンにとって、怪人は仲間じゃない。業務提携先の社員みたいなものさ」


    　陽ひ奈なの困惑は、確信に変わった。


    　ウマちゃんは、小心者だ。陽奈はそこも含めて好きだと自覚しているが……たとえ敵であれ、存在を軽んじたりはしない。


    　いつからこうなっていたかはわからない。だが、はっきりと言える。


    　スポットライティアは──自分たちに何かをしている。


    　とにかくここからは、どれだけ時間がかかろうと、一秒たりとも気を抜くつもりはない。陽奈は、ウマちゃんのノートＰＣに表示された皇み月つきの反応を、緊張の面おも持もちで凝視していた。


    



    　　★


    



    　宇宙怪人を見た。魔ま星せい少しよう女じよを見た。彼女たちの戦いを見た。


    　だが──レイアールナが、皇月が初めて目にする宇宙は、別格だった。


    　光の帯一条に包まれて宇宙空間を浮遊する恐怖も、その感動の前に押し流される。


    　宇宙。壮大な闇やみの海の中、どこを見渡しても、光点がひしめいている。


    　地球の魔星少女は、この暗黒全てを相手に戦わなくてはならないというのか──。


    



    　宇宙船の中に転送され、レイアールナはすぐに周囲を観察する。


    　所々の壁に妙な紋様が刻まれてはいるが、新しめのオフィスビルの廊下と変わらない、現代的な通路だ。無意味に計器や回路が剥むき出しになっている宇宙船像とは、少し違う。


    



    「────てめえらの原稿を印刷するなんざ、インクトナーの無駄だ！　クッソつまんねえんだよ全部書き直せやああああああああああ!!」


    「うごごご、ありがとうございます！　ありがとうございます!!」


    「自分の作品を駄作って言われて喜んでんのか!?　とんでもねえ変態作家だな!!」


    



    　廊下の向こうから凄すさまじいトークプレイが反響し、レイアールナは身を固くする。


    　程なく、廊下に固い靴音が響き始めた。ゆっくり、じわじわと。わざと聞かせているかのように。


    　レイアールナが生なま唾つばを呑のみ込むと同時、白い衣装に身を包んだ少女が姿を現した。


    　カラミティーサタンだ。


    　存分にレイアールナを観察し、カラミティーサタンは嗤し笑しようを向けた。


    「新戦士誕生おめでとう。待ってたぜ？」


    　驚いている様子はない。前触れのない新戦士の投入など、敵側にしてみれば憂慮すべき事態であるはずなのに。


    「私を疑わないのですか？　寝返ったフリをしていると」


    　迂う闊かつな質問だが、レイアールナは聞かずにはいられなかった。それほど、カラミティーサタンの態度は予想外のもので、不安を煽あおったのだ。


    「疑う？　時間の無駄さ。お前があたしらの仲間になるのは、わかっていたからな」


    　まるで予知していたかのような口ぶりは気になるが、とにかくこれがブラフであれ、あっさり仲間に迎え入れたのは好都合だ。


    「もっともあたしは、あっちのバカっぽいポニーテールの女が魔ま星せい少しよう女じよになると踏んでいたんだが──まあ、お前でよかったぜ。子供にしては、頭が切れそうだ」


    　バカっぽいと言われれば、失礼ながら皇み月つきの知り合いの女性全員がそうなのだが……ポニーテールの条件が加わると、当てはまるのは愛まな美みだけだ。


    　カラミティーサタンが彼女の存在を知ることができたのは、みんなで東京旅行に行った、あの日の戦闘だけだ。


    「ま、あえて言うなら──目だ。お前さんの目を見て、信用できるって確信したのさ」


    「私の目を見て、何がわかったのですか？」


    「お前、デカい野望があるだろ？　そういう奴やつほど信用できる」


    「私が持っているのは、夢です」


    　レイアールナは、毅き然ぜんと反論する。


    「そりゃお前がまだ子供だから出る言葉さ。社会人オトナは夢なんて口にしねえ。夢を現実にしたモノ、それが野望だ。心をギラつかせなきゃ、目的は果たせねえよ」


    　かつて夢を見て、それに破れたからこそ、夢を否定する。言葉を換えた別のものに縋すがる。


    　カラミティーサタンの真意を掴つかめず、当惑するレイアールナ。


    「あんま固くなんなよ。これでもあたしは、喜びを表してるつもりだぜ？」


    　真実がどうあれ、いざとなればお前などどうにでもできるとでも思っているのだろうか。


    　自みずからへの絶対的な自負が生み出す精神的優位……そこに、付け入る隙すきがある。


    　レイアールナはしなを作ると、潤うるんだ瞳ひとみでカラミティーサタンを見つめた。


    「……固くもなります。あなたに憧あこがれていましたから……美しいお姉さま」


    「──────は、はあっ!?」


    　完かん璧ぺきなる余裕が、あっさりと瓦が解かいする。


    「え、また、な～……嘘うそつけ、バッキャロー！」


    　背の黒い翼が、犬の尻尾しつぽのようにパタパタと揺れている。


    「本当です。一月前、あなたを見た時からずっと……仲間になりたいと。時間はかかりましたが、彼女たちを騙だまし、こうして私も力を手に入れることができました」


    「な、なんであたしなんだよう！　憧あこがれるってんなら、レイアーソルの方が先だろ!?」


    「彼女は──む、胸が小さいですから……」


    　なるほどな、と不意に真剣な表情になって納得するカラミティーサタン。


    「おう、お前はこれから成長期だからな、夢も乳もでっかく持つのはいいことだぜ」


    　わざとらしく胸を揺らす。


    「だけど、乳ならもう一人の方は下品にデケーだろ？」


    　レイアールナが言い訳をするのに先んじて、けらけらと笑うカラミティーサタン。


    「ああ、でもその新米、超弱っちかったもんな、憧れるはずなんてないか！　お前、見てて筋はよかったぜ!!」


    　レイアールナは拳こぶしをきつく握り締めながら、暴言を涼しい顔で流した。


    　地球を侵略せんとする悪党を利用することに、もう何の躊躇ためらいもない。


    「わかってんのか？　あたしの仲間になるってんなら……あいつらと戦うことになるぜ？　おっかねえおっかねえレイアーソルちゃんとよ」


    「怖くなどありません。彼女の弱点はもう知っていますから」


    「ほう、そりゃあどこだ？」


    　試すような視線。


    「──アホ毛です。あれを切り落とすと、また生えてくるまで彼女は弱体化します」


    「何ッ……!?　切ってもすぐに再生しやがるのか……!?」


    「ええ、二日もあれば完全再生しますが……その二日間は無防備です」


    「なるほどな、変身する時アホ毛がツインテールになったみてえだったから、何かあるとは思っていたが……とんでもねえ女だ、本当に地球人かよ」


    　だがそれであの化ばけ物ものじみた強さも納得したぜ、と深く首しゆ肯こうする。


    「……半信半疑だったが、ちゃんと心も染まってくれてるみたいだな」


    　自分を見てこぼした迂う闊かつな言葉を、レイアールナは聞き逃のがさなかった。


    　先ほどの予知めいた口ぶりといい、この件、何かある。


    　だが、深く考えようとすると、頭にもやがかかっていくようだった。


    　手を差し出すカラミティーサタン。レイアールナは逡しゆん巡じゆんすることなく、握手に応じた。


    「へへっ……年下だけど、仲間ができてよかったぜ……。ま、あたしの部屋に来いよ」


    　握手を通じて、目眩めまいが落ち着いていく。


    　言われるままに案内された部屋の中に入ると、レイアールナは少し拍子抜けした。


    　ベッド、テーブル、ラック……。カーペットにクッション。パソコンやモニター。


    　見渡す限り、目新しいものなど何も無い。宇宙船の廊下で懐いだいた印象と同じだ。


    　多少不思議な模様や装飾はあるが、カラミティーサタンの自室は、ごく普通の十代の女の子の部屋とほとんど何も変わらなかった。


    「……普通の女の子の部屋……ですね」


    「何だよ、マグマでも沸わいてると思ったか？」


    　苦笑しながら、カラミティーサタンはベッドに腰を下ろした。レイアールナもそれに倣ならう。


    　ベッドの上には、レイアーソルのぬいぐるみがあった。


    「……ああ、それか。あいつはあたしを負かした初めての相手だからな。復ふく讐しゆうの炎を絶やさないよう、自分で作ったんだ」


    「あれは、憂うさ晴らしに殴ったりするために？」


    「殴ったりしたら可か哀わい想そうじゃねえか！　レイアーソルは憎たらしいが、ぬいぐるみに罪はねえ。


    　なでなでしたり、たまに一緒に寝たりする用さ！」


    （それ、復讐の炎が絶えかけていませんか……!?）


    　イメージと異なる乙女な一面を垣かい間ま見みて、レイアールナは動揺する。


    　カラミティーサタンはさらに、うら悲しい本心を吐と露ろした。


    「実はあたし……寂しかったんだよな」


    「え……」


    「仲間になってくれるって言葉、嬉うれしかったぜ」


    　さすがにことが数段飛ばしで進みすぎると不安になっていたが……彼女も、それ以上に不安を抱かかえて過ごしていたのかもしれない。


    「地球産の仲間ができるってのは、あたしも心強いぜ。何せ、このままあのユーマエルの番組が低空飛行を続けりゃ、全宇宙が滅んじまうからな……あたしは絶対に負けられねえ」


    「────え!?　それはどういうことです!?」


    「まあ、その話は追い追いな……。あっち側に知られて変に意識されると、こっちもやりづらいからよ」


    　さすがに言いすぎたと自省したのか、カラミティーサタンはすぐに話を打ち切った。


    　レイアールナは、動どう悸きを抑えるのに必死だった。世間話の端に口を滑すべらせた程度の気軽さで、とんでもないことを聞いてしまった気がする。


    　もちろん、ウマちゃんもそんなことは一言も言っていなかったし……おそらく、知らないはずだ。


    　失言を誤ご魔ま化かしたいのもあるのだろう。カラミティーサタンは、唐突な話題を切り出した。


    「ところでよ。魔ま星せい少しよう女じよは、別の魔星少女に力を分け与える時、キ、キス……するらしいんだ……」


    「そ、そうですね……」


    　ベッドで離れて座っていたはずなのに、カラミティーサタンが徐々に尻しりをずらし、こちらへと近付いてくる。レイアールナの背を滝のような冷や汗が伝った。


    「──────し、しとくか？　キス」


    　そんな、「付き合っちゃう？」的な軽いノリで言われても。


    「私はもう、魔ま星せい少しよう女じよの力を持っていますので……！」


    「でもよ、仲間になるならキスすんだろうよ!?」


    　自分の大好きなヒーロー番組の男性メンバーで想像してしまい、目眩めまいを覚えるレイアールナ。


    「そ、それは追い追い……」


    「そうか……何かすまねえな。今まで仲間がいなかったから、距離感がわからなくてよ」


    　そう言われれば、レイアールナも同情してしまう。彼女も……陽ひ奈なたちに会うまでは友達がいなかったのだから。


    　そわそわするカラミティーサタンを横目に、時間だけが過ぎていく。


    　なんとか話題を探していたレイアールナは、部屋の奥でおもちゃがきちんと整列させてあるのを見つけた。小ぶりなラックの全段に飾られたおもちゃは……見たこともないものだが、地球で売られている物と同じく、剣や銃など、明らかにヒーローの使う武器だった。


    「……好きなんだよな、おもちゃ。あたしもいい年だってのに」


    　レイアールナは思わず、カラミティーサタンの手を握っていた。


    「素晴らしいじゃないですか。おもちゃを愛する心に、定年なんてありません。私は、生涯おもちゃを愛するつもりです」


    「……いい奴やつだな、お前」


    　照れくさそうに笑うカラミティーサタン。言葉にこそしなかったが、レイアールナは思った。


    　それはこちらの台詞せりふだ──と。


    　決意が揺らぎそうだ。彼女は女優。これが演技である可能性など、十二分に有り得るのに。


    「……きょ、今日のところはお暇いとまさせてもらいます」


    　これ以上取り込まれないよう、レイアールナはベッドを立った。


    「〝いや、お前は帰らねえ。ずっとここにいるぜ〟」


    　呼びかけと言うよりは、音読のように無機質な言葉が、レイアールナの背中にかけられる。


    「──────あ……？」


    　扉を開け、廊下に出て数歩。レイアールナがよろめき、瞳ひとみから光が消える。


    　そこで、朔さく良ら皇み月つきの意識は途切れたのだった。


    



    　　★


    



    　意識を失い倒れるレイアーソルへ、風のように疾駆するカラミティーサタン。


    「……だから、固くなんなって言ったんだよ……。疑問を持てば持つほど、お前は〝脚本〟の強制力に支配されちまう」


    　廊下の只ただ中なかでその小さな身体からだを抱き留め、伏せた瞳ひとみに哀切を手た向むけた。


    「お前とは、こんな裏技みてえな方法じゃなく、ちゃんと……」


    　言葉半ばにして、唇くちびるを引き結ぶカラミティーサタン。


    　たとえ独白すら、心中を吐と露ろする資格はないと──自みずからを律するように。


    「今からお前は……悪の魔ま星せい少しよう女じよ・カラミティールナだ」


    　カラミティーサタンが膝ひざ立ちになり、そう告げると、レイアールナの瞳ひとみが静かに開いた。


    「……カラミティー、ルナ……」


    　しかしその瞳に相変わらず光は無く、発する言葉も虚うつろだ。


    「いいな……？」


    「……はい。お姉さま……」


    「……よし、可愛かわいいぜ」


    　わざとらしく咳せき払ばらいをするカラミティーサタン。


    「……けじめだ。キ、キ、儀式キスだけはさせてもらうぜ。お前の中にいるあいつを、あたしが消してやる……」


    「……キス……します……」


    「お、おう。ま、任せとけ……ヘ、ヘヘヘ……あ、あたしがリードしてやらあ」


    　カラミティーサタンの総そう身みが微び震しんする。


    　先程あれほど無む碍げにキスを断った少女が、今は自分に全てを委ゆだねている……。


    　全能感に酔いしれ、身体からだが熱くなっていくのを感じる。


    （やっべえ、こいつのほっぺ、めっちゃすべすべしてる……）


    　カラミティールナの頬ほおに添えた自身の手が汗ばんでいくのを感じ、カラミティーサタンは羞しゆう恥ちに赤面する。


    　魔星少女への変身は、美肌促進やアンチエイジング効果がある。それは悪の魔星少女であるカラミティーサタンも同様だが、やはり若い子は根本からして肌の張りが違う。


    　触れた頬の感触にときめきながら、いよいよ妖よう艶えんな口付けを──


    「ん、んちゅ～」


    　だがカラミティーサタンが敢行したのは、タコのように唇を突き出す、溢あふれるロマンスを芥け子し粒つぶと砕くキスだった。


    　かつての戦いの最中、レイアーソルたちに向かって「慣れてる」「キスなんて毎日している」と真偽怪しき自慢を口走った彼女だが、千の証拠よりも雄弁な答えがこの挙動だった。


    「……!?」


    　背後で乾いた音が響き、カラミティーサタンは大おお仰ぎように驚いて顔を離す。


    　廊下の奥で、スポットライティアの戦士が壁に背をもたれて全身を震ふるわせていた。


    「……お邪魔しました……」


    　壁に背をつけたまま、じりじりと距離を取っていく戦士。


    　カラミティーサタンは、抱きしめているルナとその戦士とを交互に見やった。


    　小ちっちゃい女の子が、心ここにあらずといった佇たたずまいで身を任せている、この状況──。


    「……おい、何誤解してんだ！　こいつはあたしの新しい相棒だ！　さっきまでベッドの上で語り合ってたら、こんなとろんとした顔になっちまったんだよ!!」


    「ほわあっ!?」


    　奇声を発してさらに距離を取る戦士。


    「だああ、違う！　変なことも悪いこともしてねえよ！　キスしようとしたのも、あたしのをこいつの中に流し込もうとしただけでだな……!!」


    　女優でありながら、不測の事態に脆もろいという弱点。


    　慌てて誤解を解こうとするあまりか、足りない言葉が更なる誤解を招く。


    「のおおおおおおおおおおおおお、事実はラノベより奇なり！　いざ拡散!!」


    　矢や庭にわに背を向けると、うっきうきで仲間の元へ爆走する怪人。


    「待てコラアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


    　カラミティールナを抱きしめてさえいなければ、追いかけて気絶させることなど造作もなかったが……カラミティーサタンは、腕の中の温ぬくもりを優先してしまった。


    「ああクソ、なんか雰ふん囲い気きに流されっちまった……！　あたしらしくもねえ!!」


    　天井をきっと睨にらみ、八つ当たりをするカラミティーサタン。


    「カイザーエディット！　てめえか！　てめえの能力しわざだな!!」


    〈いや、勘弁してください……そんなお耽たん美び、私の作風じゃないですよ……〉


    　天井から響いてくる、焦り交じりの声。


    「大真ま面じ目めに反論すんじゃねえよ！　そこで合わせる心遣いぐらい嗜たしなめねえのか!!」


    〈……と、とにかく、原稿は一段落した……。攻め時は今だと思うがね〉


    「ほお？　興味があるな。お前の執筆した原稿じゃ、戦いの結末はどうなってんだ？」


    　カラミティーサタンは、物語を読む前にネタバレを求めるという禁きん忌きを敢行する。


    　本ではない、執筆されたばかりの原稿で結末を知るのは、作者と、編集者だけだ。


    　カイザーエディットは──その両方を兼ね備えた帝王は、寂せき寞ばくとともに応えた。


    〈──つまらない結末だよ。私たちスポットライティアの勝利という当然の展開しか、この先にはない〉


    　抱きしめたレイアールナを見やり、カラミティーサタンは出撃を宣言した。


    



    「オーケー。確かに拍子抜けの展開だな……執筆は素人しろうとのあたしでも、結末はそう書く」

  


  
    ８ｔｈ：月は白く輝き、黒く欠ける。／Ｂ─ｐａｒｔ


    



    　皇み月つきの安否を気遣っていた陽ひ奈なたちは、強大な魔ま星せい力りよくの反応を探知し、全員でマンションを後にした。


    　臨戦態勢のレイアーテラのコスモチェンジャーは、敵戦力のエラーレベルを警告している。エヴォリバースが総攻撃を仕掛けてきた時と同じだ。


    　高等魔ま星せい術じゆつ・疑似空間転移穴アナザアライヴアで即座に到着した現場は、北関東にある広大な運動公園。


    　雄大に広がる芝しば生ふに、視界の果てに木々が生い茂る場所。ここに来て出版関係ではない、完全に戦闘用に見み繕つくろったような場所に、陽奈は嫌いやな予感を募つのらせた。


    　公園の入り口に愛まな美みとウマちゃんを待機させ、レイアーテラと二人、陽奈は運動公園の奥へと進む。


    　その先に待っていた、挑発するように腕組みをして立つカラミティーサタンこそ予想の範はん疇ちゆうではあったが……隣に寄り添うように立つ少女に、陽奈とレイアーソルは愕がく然ぜんとした。


    「みつ……レイアールナ!?」


    　虚うつろな瞳ひとみのレイアールナ。陽奈の呼びかけにも反応しない。

  


  [image: ]


  
    　レイアーテラは、指を突きつけてカラミティーサタンを糾きゆう弾だんした。


    「こんにゃろお、みつきちに何したんスか!!」


    「ま、まだ何もしてねえつうの……」


    　カラミティーサタンは僅わずかに頬ほおを朱に染めながらも、自信たっぷりに応こたえた。


    「──こいつはお前らにはもったいねえ女だ。あたしがもらうぜ」


    「へ、変態ッス────────────────────────────ッ!!」


    「何自己紹介してんのよレイアーテラ、戦いに集中して!!」


    　だがカラミティーサタンは、戒いましめの言葉を発した陽ひ奈なを責めたてた。


    「そういうお前は何で変身してねえ？　地球産。あたしの存在は事前に探知してただろ？」


    　何が目的で、怪人も引き連れずやって来たのかを考えていたが……カラミティーサタンは、確実に陽奈を煽あおっている。


    「先輩、聞かなくていいッス……！　今度こそ、あたし一人でやるッスから!!」


    　拳こぶしを握り締める陽奈を、レイアーテラが賢明に引き留める。


    「いい加減、引退したいなんて我わが儘ままはやめとけよ。あたしたちはお前を買ってるんだぜ？」


    　タガを外すように。これからも、気軽に戦いに参加させるようにと。


    「視聴率すうじが何よりの証拠だ。弱っちいヒーローなんざ望まれてねえ。代替わりするには、そこの新米は力不足だったってことさ」


    　悔しさに奥歯を噛かむレイアーテラ。


    　カラミティーサタンの御ご託たくには耳を貸さず、陽奈は知りたいことだけを尋たずねた。


    「……あんた、一体何が目的なのよ!?」


    「あたしは流しで魔ま星せい少しよう女じよをやってるが……今までは、いわゆる悪党のためにお膳立てをしてきた。まあ、素人しろうと相手なもんで、面白いくらい考え通りにことが運ぶんだが──」


    　カラミティーサタンは一歩前に進み出ると、陽奈と視殺戦を始めた。


    「レイアーソル、お前は違った。あたしの思い描いた筋書き通りにはならない強さだった。一ぺん負けはしたが、これは新たなやり方を模索するチャンスだと思ったよ」


    　カラミティーサタンは、空へ指を突き立てる。母艦があるであろう、遥はるか宇宙へ。


    「そんで組んだのがあいつら、スポットライティア。──その筆頭、編集帝王カイザーエディットだ。能力は──作家の極致。書いた脚本を現実化させるのさ」


    「そんな夢みたいな能力、あるわけないじゃない!!」


    「おいおい、あたしたち魔星少女に、そりゃ禁句だろ？　できねえことなんてない……できないなら、ギリギリまで願望を近づける。それが魔法、それが魔ま星せい術じゆつだ」


    「……じゃあ、私たち……本当にあんたの脚本通りに動かされてたの!?」


    「ご明察だ。それを自覚できてたってことは、やっぱお前だけは〝執筆未来ライテイアルフユーチヤー〟の影響が薄かったようだな。桁けた違ちがいの魔ま星せい力りよくで無意識に抵抗レジストしちまってたんだ」


    「えっ……？　脚本、通り……？　どういうことッスか、先輩!?」


    　レイアーテラは、一人事情を知る陽ひ奈なとカラミティーサタンが繰り広げる会話に、ただ当惑するしかできない。やはり、違和感の欠片かけらも感じていなかったのだ。


    　陽奈は、妙におかしな言動を取る仲間たちの中、自分だけが違和感を感じていた理由にようやく合が点てんがいった。いったいいつから、能力の影響下にあった……？


    　違和感を感じ始めたのは、東京に行った時からだ。


    　あの時カラミティーサタンも、小しよう楽がく館かんビルに身を潜ひそめていたのだ。


    　そして自分たちに、能力行使のための起点を作った──。


    「みつきちが魔ま星せい少しよう女じよになるって言ったのも……お前らの差し金だっていうんスか!?」


    　今知らされるまで自分の行動に疑いもしていなかったレイアーテラのショックは、陽奈とは比較にならない。


    「ああ。正確には、あたしの仲間を増やしたくてな。残念ながらあたしの意志じゃ魔星少女は作れない、そこは労ねぎらっておくぜ」


    　いまだに虚うつろな目で佇たたずむレイアールナを余よ所そに、カラミティーサタンは嘲ちよう笑しようでもって労った。


    「てめえはまんまと引っかかってたんだろうよ。普通に考えやがれ、レイアーソルならまだしも、なりたての新米を敵地に送り込むなんて、そりゃあお前、悪党の所業だぜ」


    「ぐっ……!!」


    　歯は噛がみするレイアーテラ。


    「滑こつ稽けいだな。てめえら自分で考えてあたしのとこにスパイを送り込んだつもりだろうが、全部こっちの筋書き通りだったってわけさ」


    　真実を知った今、自分たちの落ち度に後悔している暇ひまはない。


    　カラミティーサタンの隣にいる少女を、何としても救い出さなければ。


    「……その子は返してもらうわ」


    「おいおい……こっちで〝書か〟なかったら、そもそもこいつは魔星少女にならなかったんだぜ。所有権を主張するのはお門かど違ちがいだろ」


    「いいえ筋は通ってるわ。──友達だもの」


    　奪還するのは、仲間の魔星少女、レイアールナではない。友達の女の子──朔さく良ら皇み月つきだ。


    　カラミティーサタンは、僅わずかに俯うつむいた。垂れ流れる前髪に隠れ、彼女の双そう眸ぼうは窺うかがえない。


    「……フン、だが無理だな。そういう脚本だ」


    　地面がひび割れ、陽奈たちは襲おそい来る激震にたたらを踏んだ。


    「てめえら新しい要素も出さねえでマンネリ続けてやがるから、あたしからのサービスだ」


    　土砂を巻き上げ、体長数十メートルの怪物が姿を現した。


    　上空にあるであろう円盤からではないところに、マンネリを嫌うという先程の言葉がかかる。一度使った登場方法を避けているのだ、演出として。


    　現れた怪物を、何と形容したものか──。


    　全身が泥の塊かたまりのような異容でありながら、溌はつ剌らつとした企業戦士のような雰ふん囲い気きさえ感じさせる。崩れた肉体は、スーツの残ざん滓しのようでもあった。


    　怪獣は二本の足で地を踏みしめ、陽ひ奈なたちが浮き上がるほど大地を激震させる。


    　そして巨大な双そう眸ぼうをぎょろめかせ、天地に名乗りを上げた。


    〈我わが名はカイザーエディット……。全宇宙に渦巻く編集者の憎悪が結集し生まれた破壊神〉


    　カイザーエディット。悪の組織スポットライティアの首しゆ魁かいの降臨に、陽奈は愕がく然ぜんとする。


    「なんで……!?　何考えてんのよ、また一か月で組織を壊滅させるつもり!?」


    　またも総力戦を挑む気かと危き惧ぐする陽奈を、カラミティーサタンは鼻で笑う。


    「違う、これもシナリオ通りだ……。絶対負けねえ保証がある以上、ラスボスを顔見せしとくのは話にインパクトを持たせる」


    「お前、先輩を変身させるけど絶対負けないとか、前回から何も学んでねえんスか!?」


    　逆に鼻はな白じろむレイアーテラを律したのは、現れたばかりのカイザーエディットだった。


    〈確かに、恐ろしい戦闘力を持った相手との戦闘を想定し、ただ『勝つ』と執筆し、それを果たすなど──あらゆる願いを分別無く実現させるなど、神の所業。この私といえどもまだそこまでは叶かなわない。……が、超越した頭脳を以もつてして限りなく漸ぜん近きんさせることはできる〉


    　カイザーエディットは不敵に言ってのけた。


    〈全ては計算だ。君たちのデータを元に、行動パターンを把握し、物語を書いた。私は今日決して敗北することはない。結末が決定しているからこの場に現れた〉


    　すかさず反論する陽奈。


    「データ……？　あんたが持ってる私たちのデータなんて、戦闘中に無駄話したぐらいのものじゃない！　そんなものから何がわかるってのよ!?」


    　日常を監視されているのはあり得ない。敵側に露見している情報は、あくまで戦場で対たい峙じしたものだけなのだから。


    　カイザーエディットは、さも当然のように理不尽を口にする。


    〈もちろん、計算するのだよ。相手がどんな台詞せりふを言うか、どんな行動を取るか──私は一行文章を書く間に数億パターンの計算をし、ベストだと判断した展開を執筆する〉


    「なっ……!!」


    　絶句する陽奈に向け、カイザーエディットはあらかじめ手にしていた紙をかざしてみせる。その紙には、「なっ……」と書かれていた。驚きよう愕がくをなお相乗させる陽奈。


    　表情なきカイザーエディットに代わり、カラミティーサタンが邪悪な笑えみを浮かべる。


    　嘆息に等しい言葉を予想するためだけでも、数億通りの計算をしたというのか。


    　チェスや将棋の人工頭脳も、無数の打ち筋──データが基盤にあるからこそ、プロの人間に比肩する強さを備えることができる。肝心のデータが不足していては、人間には近づけない。


    　逆に……データの数が極限の領域に到達した時、人工頭脳は人間を凌りよう駕がするのだ。


    〈よく、『キャラが勝手に動く』などと言う作家がいるが……唾だ棄きすべき幻想だ。素晴らしい物語は、綿密な計算により生まれるのだから〉


    　自分たちがこんな行動を取った時、星ほし上がみ陽ひ奈なという少女は、あ、と言うかもしれない。え、と言うかもしれない。いやさ、無言で飛び退のくかもしれない。


    　考え出せば、キリがない。この帝王は、その〝キリ〟をどこまでも追究したのだ。


    〈小説とは、チェスと同じだ。キャラが何を喋しやべることが最適か。どんな行動を取ることが最良か。遥はるか未来までを計算しなければ、完成度の高いものは決して生まれない。そこに『勝手に動く』などというノイズがあってはいけないのだよ〉


    　そして、極限の計算は魔ま星せい力りよくで完成度を高める。カイザーエディットが発する魔星力が、計算外の僅わずかな意識、疑問や不安を塗り隠すことで、執筆未来ライテイアルフユーチヤーは完成する。


    　言こと霊だまという呪のろいと、行動ベクトルの演算という合わせ技。


    　それがもたらした超絶の能力が、執筆未来ライテイアルフユーチヤー。カイザーエディットの誇る強制力なのだ。


    「おっちゃん、マナと同じだな～！　マナも、第八部まで考えてラノベ書いてるぞー!!」


    　遠く離れた場所から親近感を言葉にする愛まな美み。ウマちゃんが慌ててもっと後退するように促うながす。この巨体を見てあの平常心、愛美も大したものだ。


    〈ほほう、呆ぼけた面つら構がまえとは裏腹、なかなか見所のある少女……。執筆未来ライテイアルフユーチヤーの境地に辿たどり着きつつあるのかな〉


    「いや、その作家見習いさん、新人賞のレギュレーションに違反してるだけッスから……」


    　カラミティーサタンは、遠く離れて見守るウマちゃんに向け、勝利宣言を口にした。


    「聞こえてるか、日ひ和より見みプロデューサー。ただおもちゃが売れればいいって考えてるてめえには、辿り着けない境地だ。番組のストーリーのクオリティを上げるなんてな。脚本担当を見み繕つくろった──あたしの勝ちだ」


    　レイアーテラと陽奈は、顔を見合わせ──思わず吹き出した。


    「何だ。やっぱ大したことない能力だったんじゃない」


    「脚本担当なら、もうこっちにもいるッスよ。予測できてないみたいッスけどププー」


    　疑問に顔を顰しかめるカラミティーサタン。離れ待機する、愛まな美みへと視線を投げた。


    「……何？　脚本担当だと？　まさか、あの素しろ人うとのことか？」


    「出版社で持ち込みの女の子と会ったっていうデータはあんたたちも持ってる。当然予想できたはずでしょ？」


    「馬ば鹿かが、当然把握済みだ……だがあいつの役割は、魔ま星せい少しよう女じよが新生するためのきっかけだ。それが終わった今、出しゃばり続けたところで、脚本の計算の中のノイズにすぎねえよ!!」


    　もはや言い返すのも滑こつ稽けいだと、陽奈はアホ毛を揺らして笑う。


    　自分たちは全て、素人の集まり。それに一度敗北したプロが……またも慢心するのだから。


    「──それはどうかしらね」


    　陽ひ奈なは不敵に言い放つと、右の手の平に、太陽の魔星紙片スターピースを具現化。


    　そして左手に、魔ま星せい変へん換かん器きコスモチェンジャーを握り締める。


    「駄目ッスよ！　先輩、また……！」


    　レイアーテラは泣きそうな表情で、変身を決意した陽奈に縋すがり寄った。


    「わ、私が弱いから……！　あいつらの術中にハマったから……！　こんなことばっかりじゃ先輩、いつまで経っても魔ま星せい少しよう女じよ引退できねえッス……!!」


    「……大丈夫よ。これは友情出演。今週分はもう、レイアールナの初うい陣じんでバッチりでしょ？」


    　その震ふるえる手を握り返し、陽奈は燦さん爛らんと笑う。


    「こいつらが勝手に決めたしょぼい脚本なんて……放送に乗らない、お蔵入りにしてやるわ」


    　双そう眸ぼうはカラミティーサタンへと向けたまま、一いち瞥べつをくれる必要もなく、コスモチェンジャーに魔星紙片スターピースを装そう填てんする。


    



    　《Ａｌｌオール　Ｓｅｔセット，Ｓｏｌソル　Ｓｔｙｌｅスタイル．》


    



    「スタートランス!!」


    



    　《Ｓｔａｒｔｉ[image: ]スターティン，Ｓｔａｒスター　Ｔｒａｎｃｅトランス．》


    



    　知覚の埒らち外がいで燃え盛る炎が、少女の笑え顔がおを闘志という名の仮面で隠す。


    　巨大な炎が、周囲を灼しやく赤せきに染め上げ、太陽の魔星少女・レイアーソルが降臨した。


    「ようやくお出ましだな……逢あいたかったぜ……レイアーソル！」


    　拳こぶしを握り締め、歓喜に口端を吊つり上げるカラミティーサタン。


    「てめえに負けてから、来る日も来る日もてめえのことだけを考えてた……。見る夢だって、てめえのことばっかりだったぜ……!!」


    　レイアーソルは、警戒するように身体からだを掻かき抱いた。


    「……や、やめてよ……。何か、私のこと好きになったって言われてるみたい……」


    「はあ!?　バ、バ、バ、バカ言うんじゃねえっ！　ライバルのことばっかり考えるのは当然じゃねえか!!」


    　カラミティーサタンは、星衣類スタイルのベルトからベルトを繋つないでいる赤い鎖を力強く握り締めた。


    「今回は、最初っから全開だ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、鎖を砕き千ち切ぎるカラミティーサタン。


    　役者である彼女は、様々なスイッチ行動を用いて自身のポテンシャルを引き出し、戦闘力すらも高める。拘束鎖を解くのは、その最たるものだ。


    「レイアーテラ……あたしがカラミティーサタンの注意を引きつけるから、その間にレイアールナを連れて離れて……できるわね!?」


    　レイアーテラが先輩のために浮かべた涙が──先輩への欲望のために枯かれ果てた。


    「分断戦になるな……それもこっちのシナリオ通りだぜ？　てめえらはもう、あたしらの決めた筋書き以外の行動は取れねえよ!!」


    　所しよ詮せん、素人しろうとの物書きではプロの計算を超えられない。余裕を発散するカラミティーサタン。


    「ぐああああ……私の意志に反して身体からだが勝手に動くッス……！　カイザーエディットの能力、恐るべしッス……!!」


    　しかし、レイアーテラの取った行動は、確実にその計算をも逸脱していた。


    「ああっ……本当はこんなことしたくないのに！　せんぱいのちっぱいを揉もみしだけと……いや揉めないけどまさぐれと、奴やつの力に強制されるッス！　くっ、静まれ、私の右腕と左腕……ッス……！　ああ～れぇ～!!」


    　レイアーテラは不自然な加速でつんのめると、後ろから抱きついてレイアーテラの胸を鷲わし掴づかみにした。


    　実際には掴めるほどないので添えるだけという表現が妥当だが、その表情は憎き敵に身体の自由を奪われているとは思えないほど、至福にふやけている。


    　添えた手で円を描くようにさわさわし、レイアーテラは「うむ、やっぱ硬えッス」と満足げに頷うなずく。

  


  [image: ]


  
    「…………わかった、呪じゆ縛ばくから解き放ってあげるわ。ショック療法でね」


    　双そう眸ぼうを血の赤に発光させるレイアーソル。


    「ぎにゃ───────っ!?」


    　レイアーテラの足首をむんずと掴つかむと、バナナの叩たたき売りで猛威を振るうハリセンのように安いよ安いよと地面に容よう赦しや無く叩きつけ始めた。


    　人一人の命がたやすく投げ売りになる、ようこそ現世地獄へ。


    「チチガデカクナーイ愛まな先生ー！　一次落ちしたあなたの投稿作がまさかのメディアミックスを果たしてしまったッス！　ここに実写版ゴリラルヴァーがいるッスぉああああああああああああああああああああああああああ!!」


    　女神と偽いつわるも、その本質は究極の霊れい長ちよう類。


    　原作者大絶賛必至のパーフェクトな再現度で暴れるゴリラルヴァーに、レイアーテラの生命という名の原稿が校了を迎えつつある。


    　しかもこの極限の生と死の狭はざ間まで、さりげなく原作者の名前が改変されていた。


    　圧倒的優位に立っていながら、桁けた違ちがいにドン引きするカラミティーサタン。


    「お、おい……カイザーエディット、あれもお前の仕し業わざか!?　同士討ちし始めてるぞ!?」


    〈い、いや、全く与あずかり知らぬ展開だ。まさか……彼女たちは、私の能力を打ち破ろうとあんな奇策に……!?〉


    　ただの微笑ほほえましいじゃれ合い（致死性）であるとは気づかず、カイザーエディットはじわじわと余裕を失い始める。


    「チッ……弱っちいなりにやるじゃねえか、新米！　身体からだを張って能力に抗あらがう気とはな!!」


    〈問題ない……！　この程度ならば……彼女が仲間を犠牲にしてでも勝つという新たなデータが手に入った今、原稿を再校に仕上げるだけだ〉


    　凄すさまじい過大評価を受けるレイアーテラだが、それに見合うだけ寿命は縮めている。魂を口から出し、痙けい攣れんしながら地面に倒れ伏す。


    　だが、レイアーテラの欲望まみれの蛮行が、レイアーソルにヒントを与えた。


    「愛まな美みちゃん、力を貸して！」


    『え、マナが!?』


    「あたしたちの行動はこいつに予測されるわ……。でも、こいつのデータにない愛美ちゃんの脚本通りに動けば、こいつの計算を上回ることができる！　執筆未来ライテイアルフユーチヤーを打ち破れるわ!!」


    　あえて聞こえるように念話を口にもしたのは、カラミティーサタンを動揺させようという陽ひ奈なの企たくらみだ。案の定、カラミティーサタンは否定してきた。


    「バカか、てめえは。リアルタイムで進行する戦闘の脚本を、その場で書くだ？　人間にそんな真ま似ねできるはずがねえだろ!!」


    『おーし！　マナ、集中して書いてくから、ウマ助、陽ひ奈なたんたちに伝えてよ!!』


    　愛まな美みは早速、手持ちのウルトラブックＰＣを膝ひざの上に載せ、凄すさまじい打鍵速度で原稿を書き始めた。念話での中継役を任されたウマちゃんが、慌てて制止する。


    『ちょっと待ってよ陽奈！　愛美も！　僕はまだ認められない……君たちの生命に関わるこの局面で、逆転の活路を普通の人間に託すなんて……』


    　ウマちゃんの焦燥は当然だ。お試し期間の、しかも日常パートのテコ入れのために頼んだ脚本担当の仕事を、こともあろうに強大な敵との戦闘で中核を任せるなど。


    「──愛美ちゃんはここについてきてくれた。そして、あの怪物を見ても逃げないで、私の願いに応こたえてくれた。だったら……私と遥はるかは、彼女を信じるわ」


    「えっ……あの、先輩、私がくたばりかけてる間に何か重要なことが決まって……」


    　這ほう々ほうの体ていで立ち上がるレイアーテラ。風か邪ぜで学校を休んだ間に学級委員長にされるのにも似た理不尽が、彼女を襲おそう。


    『陽奈……』


    　念話を通した声だけでも、ウマちゃんの葛かつ藤とうが陽奈にも伝わる。


    『……わかったよ……僕の番組の脚本を悪党に決められるぐらいなら、たとえ素人しろうとでも、友達スタツフの愛美に運命を託す方がずっといいもんね!!』


    　ウマちゃんの覚悟に、力強く頷うなずくレイアーソル。


    　早速愛美の脚本を伝達してきたウマちゃんだったが……言葉半ばに息を呑のんだ。


    『………………………………あのね陽奈、愛美が……カラミティーサタンの胸触れって』


    　巨乳を親の仇かたきよりも憎む陽奈にとって、自分から胸を触りにいくのは屈辱の極み。だが、愛するウマちゃんにそう言われたのなら、話は別だ。


    　レイアーソルならば、カラミティーサタンの虚を突いて胸を触るなど造作もない。


    「ひゃわあああああああああああああああああああ!?」


    　レイアーソルに真顔で胸を揉もまれ、カラミティーサタンはまたも素が出てしまう。


    「な、何するんですか、エッチ!!」


    「〝ザシュウウウウウ！　オパアアアアアア！　ウオー、胸を掴つかんで、未来を掴むのよー〟」


    　珍妙なオノマトペもろとも、棒読みでウマちゃんに伝えられた台詞せりふを演じるレイアーソル。


    「ぐう、さっきから唐突なセクハラばっかり……脚本つうか、コメディのラノベみてえだ!!」


    　カイザーエディットは露骨に動揺し、


    〈す、少し待ちたまえ、カラミティーサタン……。推すい敲こうをする……。む、む、む、胸を一揉みした後の行動は……もう一揉み、ではおかしいかな、ええと……〉


    「んなもん計算しなくていい！　っていうか数億通りもあたしの乳の揉まれ方想像すんじゃねえブッ殺すぞ!!」


    　レイアーソルだけではなく、レイアーテラもまた無茶苦茶な脚本を演じる。


    　カイザーエディットの完かん璧ぺきな執筆未来ライテイアルフユーチヤーに、無軌道な行動が微細な亀裂を入れていく。


    「……おお、身体からだの倦けん怠たい感が消えてくッス！　マナっちのアホ展開の速度があの怪物の執筆速度を上回ってるんス!!」


    　ただレイアーテラたちが妙な行動を取ればいいというものではない。データにないイレギュラー……カラミティーサタンがただのノイズと断じた愛まな美みの脚本を演じるからこそ、カイザーエディットの執筆未来ライテイアルフユーチヤーを突破できるのだ。


    　カラミティーサタンは焦りのあまり、意識虚うつろな帯同者に共闘を求める。


    「カラミティールナ、あたしと一緒に戦え！　そこまでは脚本通りだ……！　オジャンになる放送なら、お前の初うい陣じんを演出する必要もねえ!!」


    「はい、お姉さま……ウサー」


    　忠誠とウサギじみた本能の狭はざ間までぼんやりするカラミティールナ。


    「くっ、自我を失ったままじゃ無理だ……当然か、魔ま星せい力りよくは心の力だからな……!!」


    　彼女を庇かばうように前に進み出ながら、カラミティーサタンは叫んだ。


    「カイザーエディット、あたしが時間を稼いでる間に、次の展開を書け！　計算の量を減らせ、目分量でいい!!」


    〈いや、駄目だ……計算は完璧でなければ……私は文章を書けない……!!〉


    「ぐあー、文系のくせに融通が利かねえ！」


    　誤算に悔しがるカラミティーサタン。素人しろうとの作りゆえに、物語、脚本の体ていを為なしておらず、カイザーエディットは全く先読みできていない。ならばその脚本家を擁するレイアーテラを自分が引き受ければ、残されたレイアーソルはカイザーエディットの計算を上回ることはできないはずだ。


    　完全にコンビネーションの崩れた敵の隙すきを突き、レイアーテラは更なる指示に身を任せた。


    　レイアールナは洗脳されているのではない。カイザーエディットの執筆未来ライテイアルフユーチヤーが最も強く作用し、行動もろとも自我を縛られているだけだ。


    　ならば──カラミティーサタンと同じく、ショック療法で打撃を与えればいい。


    『スカートの中に頭を突っ込むレイアーテラ。その目は、野獣のように焦げ付いた光を……』


    　ウマちゃんの喉のどが、酷使とは別の理由でどんどん枯れていく。


    「うおおおおおおおおおおおおおおおクンカクンカ!!」


    　愛美の知識の中で一番いやらしい行動……スカートの中に頭を突っ込むというバイオレンスが、レイアールナを襲おそう。


    　その瞳ひとみに、見る見る光が戻っていった。


    「何するんですかあっ!!」


    　魔ま星せい少しよう女じよとなって強化されたチョップが、レイアーテラの脳天に振り下ろされる。


    「……うっ……私は一体……？」


    　さすがに疲ひ弊へいしきったようで、へたり込んでしまうレイアールナ。変身時間もかなり経過している。当然だった。


    「レイアールナ……正気に戻った!!」


    　しかし、レイアールナをカラミティーサタンの魔手から解放した今、レイアーソルたちに憂うれいはなくなった。


    　出会い頭がしらの一言を意趣返しするカラミティーサタン。


    「ふざけやがって……！　てめえこそ変態じゃねえか、弱っちい地球産!!」


    　頭を押さえながら、先程の猥わい褻せつ容疑を完全になきものとして立ち上がるレイアーテラ。


    「フッ……このレイアーテラ、地球の愛と正義のため、あえて変態の汚名を受けるッス」


    「あえて受けなくても変態じゃない、あんた」


    　丁ちよう度どよかったわね、とにっこり微笑ほほえむレイアーソル。


    　仲間は奪還した。あとは、この戦いに決着をつけるだけだ。


    「──あたしがあのデカブツをブッ潰つぶす間……少しだけ頑張って!!」


    　すぐ終わるから、と説得力のありすぎる言葉を残し、レイアーソルは疾走した。


    　ギクリとして、レイアーテラは恐る恐る振り返る。


    　その場にいるのは、力尽きたレイアールナ、自分、そしてカラミティーサタン。


    　人員配置は、考えるまでもない。


    「おおう、ちゅーことは一人でカラミティーサタンと……!?」


    　レイアーテラの頬ほおを、冷や汗が滑すべり落ちた。


    



    　　★


    



    　離れたところから戦いを見守るウマちゃんは、膝ひざに載せたノートＰＣのキーボードを軽快に打鍵する愛まな美みを横目に、ぬいぐるみじみた顔を綻ほころばせた。


    「……君が数撃てば当たる戦法で新人賞に応募してきたのは、無駄じゃなかったんだ」


    「…………」


    「話のクオリティはともかく、多産はそれだけでも武器になる。一つの作品をきちんと完結させるというのは、物もの凄すごくパワーを使うものなんだから」


    　打鍵音が奏かなでるハーモニーをＢＧＭに、ウマちゃんは感謝の言葉を紡つむいでいく。


    「同時に何作も応募するために、一作品も使い回しせずに書き上げてきた君は、速筆という立派な武器を手にしていたんだよ」


    　半信半疑で迎え入れた協力者への、これまでの非礼を詫わびるウマちゃん。


    「戦いの最中に言うのもおかしいけど……これからよろしくね、愛美」


    「────ごめん、ちょっと黙って？　集中できないから」


    　執筆モードに入った愛まな美みの豹ひよう変へんぶりに、ウマちゃんはカタカタと震ふるえる。女帝じみた眼まな差ざしの先にある、「おっぱいを揺らすレイアーテラ」という地の文を、ただ黙って中継した。


    



    　　★


    



    　カイザーエディットに相対するレイアーソル。


    　容易たやすく踏み潰つぶされるスケール差でありながら、慣れたものだと少女は笑う。


    　カイザーエディットは、崩れかけのような肉体を悠然と広げ、レイアーソルを威い嚇かくする。


    〈やはり運命に抗あらがうか、魔ま星せい少しよう女じよ……ままならぬものだ。私の思い描いた物語は、もはや渾こん沌とんを受け容いれた……君たちの無軌道さはまるで、きかん坊の作家そのものだな〉


    　巨大な眼球を動かし、カラミティーサタンと対たい峙じするレイアーテラを一いち瞥べつする。


    〈私もかつては、宇宙のとある星の、とある出版社のいち編集者だった……〉


    　その時にはまだ無軌道を受け容れる情熱もあった、とカイザーエディット。


    〈だが作家とは、度し難がたい存在だ……。締切を破るという、この世で最も汚けがらわしい邪悪を平然と繰り返す!!〉


    　こいつの部下に、締切を破ることを生き甲が斐いにしている作家怪人がいたはずだが……。


    〈家族との触れ合いを犠牲にし、身を粉こにして働いても、作家は変わらず締切を破り続ける……編集の苦労など知らず！　作家への憎しみの果てに、我われは最強の力を手にしたのだ!!〉


    「だったら作家にサシで説教すればいいでしょ。他ほかの星を侵略する道理はないわ!!」


    〈いいや、せねばならん……。誰だれかが力を振るわねば、宇宙は苦労する編集者で溢あふれてしまう……！　悲劇を繰り返さぬために、私は立ち上がった!!〉


    　カイザーエディットは、目から怪光線を発射し、レイアーソルの間近の地面を吹き飛ばした。身み動じろぎすらせず、眼めを細めるレイアーソル。


    〈締切を守らない全ての作家を滅ぼす……！　この宇宙には、自分で優良なスケジュール管理のできる、高潔な作家だけが存在を許されるべきなのだ!!〉


    「……どうして作家を信じられないの!?」


    〈何!?〉


    「破りたくて締切を破っているんじゃない、あと一日だけどうしても欲しい、その一日でクオリティを上げて読者にお届けしたい！　読者に少しでも多く笑いや感動をお届けしたい！　その信念で、泣く泣く作家は締切を延ばしてもらうのよ!!」


    〈ぐうう……文章力はてんで上がらないくせに、編集への言い訳ばかり上う手まくなっていく作家のような戯ざれ言ごとを……!!〉


    　カイザーエディットは憎しみを身に滾たぎらせ、巨大な眼球から螺ら旋せん状の念ねん動どう波はを放った。


    　レイアーソルが螺旋に包まれ、その動きを止める。


    〈────貴様を〝校閲〟する〉


    　力の入らない手足に、不可解さを覚えるレイアーソル。


    〈執筆未来ライテイアルフユーチヤーで読めぬのならば、我わが力そのもので貴様の行動に校閲アカを入れる！　この目が許す修正はただ一つ──沈黙だ!!〉


    　さらなる念動波に身体からだを縛られ、強烈な力場の奔ほん流りゆうがレイアーソルの周囲で爆裂する。


    　──だが、執筆未来ライテイアルフユーチヤーを突破された時点で、カイザーエディットの命運は決していた。


    「よい────しょっと」


    　レイアーソルは、起きてすぐに欠伸あくびをするような気軽さで腕を振り、身体を取り巻く力場を粉々に砕いてしまった。


    〈な、何だとおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?　何な故ぜだ、何故効かない!?〉


    「嫌いやだからに決まってるでしょ、こんな展開！」


    　カイザーエディットは、恐怖さえ霞かすむ理不尽に震ふるえ、錯乱したように光線を乱射した。


    　周囲が吹き飛び、轟ごう音おんと土砂の滝に包まれながら、レイアーソルは勇ましく立ち続ける。


    　そのツインテールだけを、優雅にたなびかせて。


    　意志の強さでも、戦闘力の強さでもない。宇宙最強の魔ま星せい少しよう女じよ──エンタメの頂点を背負って立つ少女は、いかなる荒こう唐とう無む稽けいをも信念で突破する。


    　文筆の帝王の眼前に立つは、宇宙最強の脳筋。幾千の推すい敲こうを経へても制御できず、数億の計算を経てもなお読めない──『自由に動く』キャラクターなのだから。


    〈馬ば鹿かな……君は、それだけの力を持ちながら、引退をするつもりだというのか!?　全宇宙の支配者になることも夢ではなかろうに!!〉


    「創作者の仲間がたくさんいるのに……みんな見下して一人でやろうとしたあんたには、わからなかったのね──創作の楽しさが」


    〈楽しさだと……!?　仕事にそんなものを求めるのは素しろ人うとだ！〉


    「素人上等！　私は今、最高に楽しいわ！　やっとわかったから！　物語を紡つむぐ楽しさが!!」


    　手にしていたプロミネンスタッフをアタッチメントモードに変形させ、右足首に装着すると、レイアーソルは跳躍。驚きよう愕がくに震ふるえる鼻先目掛け、渾こん身しんの一脚を突き放った。


    　炎すら超越した灼しやつ光こうを踏みしめ放たれる、太陽の蹴撃。


    「プロミネン…………スマ─────────────────────ッシュ!!」


    　パンチ技を噛かんだ前回の戦いと違い、今回はウマちゃんの受け売りでバッチリ覚えている。


    〈ぐあああああああああ……馬鹿な……脆ぜい弱じやくなる人間に、この私の執筆未来ライテイアルフユーチヤーが…………!!〉


    「──悪党ザコの決まり文句ね」


    　推敲をさらに上書きする一撃を受け、文豪集団の長は、成層圏の果てへ消えていった──。


    「──憎悪なんて掻かき集めたって、その程度ってことでしょ。もっと強く正しい編集者と作家の感情が宇宙には溢あふれてるわ……多分ね」


    



    　　★


    



    　一方、カラミティーサタンと対たい峙じしたレイアーテラは──


    「やべーこいつめっちゃ強ぇーッス!!」


    　転がるように動きながら、カラミティーサタンから逃走を続けていた。


    「レイアーソルと違って、てめえは執筆未来ライテイアルフユーチヤーを破れねえ。何をどうしようともあたしに倒される脚本なわけだが──どうする？　無茶苦茶な脚本に頼るか!?」


    　つんのめり、息を切らし、無ぶ様ざまに背を向けながらも、その目の光は消えていない。焦燥のままに愛まな美みに念話を送るレイアーテラ。


    「マナっち！　指示！　指示くれッス!!」


    『んじゃ、新必殺技を思いついて、形勢逆転！』


    「そもそも新しいのどころか、ちゃんとした必殺技ねーんスよ!!」


    『よーし、陽ひ奈なたんと合体してパワーアップだ!!』


    「いずれ別の合体はするつもりッスけど、それも今は無理ッス!!」


    『駄目じゃん！　じゃあ、また胸揉もんで隙すき作ろーぜ!!』


    　それならできそうだ──と、レイアーテラは急に反転。フェイント気味に、背に肉薄していたであろうカラミティーサタン目掛けて腕を突き出す。


    　その腕を、カラミティーサタンはあっさりと掴つかみ、ねじり上げた。


    「いだだだ!?」


    「てめえの実力じゃ、あたしの乳は揉めねえ。ブッ飛んだ脚本通り動くにも、ある程度の実力は必要だぜ……？」


    　レイアーテラの腕を解放し、苛いら立だたしげに吐き捨てる。


    「つきあいきれねえな、素人しろうとが……。やっぱりてめえに一年間番組を回すなんざムリだ」


    　カラミティーサタンは悠然と宙へ浮遊する。


    「こっちのスポンサーも、しょうもねえマンネリ展開に痺しびれを切らしてるだろうしよ、〝今回〟で仕切り直しさせてもらうぜ……!!」


    　背の黒翼は魔ま星せい力りよくの凝縮で肥大化し、頭上で交差させた両りよう掌しように、黒と白のマーブルが蠢しゆん動どうする光球が膨ぼう張ちようを始める。


    「サタンパニッシュメント……！　レイアーソルは拳こぶしで跳ね返したが、テメエの防御力じゃ跡形も残らねえぞ！」


    　歯は噛がみするレイアーテラ。確かに、自分は弱い。


    　思いの強さだけで、あの破壊の極致に対抗することはできない。


    　ならば──それを埋めるのは、繋つないだ手の先にある力──仲間との、絆きずなだ。


    「──好き勝手言ってくれるね！　日ひ和より見みプロデューサーだって仕事はするぞ!!」　


    　対たい峙じする二人の元へと駆け寄ってきたのは──人間の姿へ変身したウマちゃんだった。


    「ウマっち!?　今来たら危ねえッス！」


    　次に番組にバッチリ映る時は、その姿で──。助言をしたのは遥はるかだが、さすがに今回そうしてくるとは予想できなかったようだ。


    「ふわっ……か、かわい……じゃねえ、まさかてめえ、日ひ和より見みプロデューサーか!?」


    　ウマちゃんの愛らしい姿を目にし、カラミティーサタンが激しく動揺する。


    　宙に浮くカラミティーサタンへと指を突きつけるウマちゃん。


    「僕の番組をマンネリと言ったなカラミティーサタン！　だったら望み通り、いまこの場でテコ入れをしてやるぞ！　ビックリするような新アイテムを投入して!!」


    「……クソ、姿だけ愛らしくなって気は強くなりやがって……！　てめえもこいつと一緒に、無茶苦茶な脚本に沿ってあたしを惑わしてみるか!?」


    　ウマちゃんは天を仰ぎ、無邪気に微笑ほほえんだ。


    「その痛快に無茶苦茶な脚本のラストはこうだ！　『何かすっごい武器が出る』って！　レイアーテラ、今こそ前年に使用されなかった幻の最強武器、プリズムバズーカを使うんだ!!」


    　愛まな美みの脚本の最後を見たウマちゃんは、確信したのだ。去年ワゴンセールになったプロミネンスタッフが今年ブレイクしたのなら……他ほかの武器もいけるはずだ、と。


    「プリズムバズーカ……こないだみんなで一緒に見た、あのおもちゃッスね!?」


    「コスモチェンジャーに実装されている武器なんだ……今の君なら、きっと実体化できる!!」


    　ウマちゃんに促うながされ、レイアーテラは武器の到来を念じる──。


    　やがてレイアーテラの真横で空間にヒビが入り、光とともに球体が飛び出してきた。


    　それはまさしく、去年レイアーソルに託されるはずだった武器、プリズムバズーカ──


    「ハァ～イ、プロデューサーの坊や、人間の姿も好みよん？」


    　──ではなく、陽ひ奈なが見つけてきたＵＭＡウーマ・ケセランパサランのケセりんだった。


    「お前じゃねえええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」


    　響きわたる幼い悲鳴。プロデューサーすら欺あざむく超アドリブ……大女優の面目躍如だった。


    　さすがにレイアーテラも目を丸くした。


    「って、お前ッスか!?　なんで来たんス、危ないッスよ!!」


    「アティシ、形式張った台本ホンってきらいなのよねえ。無茶苦茶な台本の方がやり甲が斐いがあるわ……超展開、望むところよん」


    　カラミティーサタンが構わず魔ま星せい力りよくのチャージを続ける中、レイアールナが這ほう々ほうの体ていで歩み寄ってきた。


    「……レイアーテラ……！　すみません、私、この大事な時に……」


    「気にすんなッス、私も初うい陣じんじゃ一体しか敵倒せてねーッスから！　先輩に任せとけッス!!」


    「……では先輩。せめて、これだけはお手伝いします」


    　レイアールナは、レイアーテラの手の平に、自分の手の平を重ねた。


    　既視感のあるその光景を眼めに、カラミティーサタンが寂しげに唇くちびるを噛かむ。


    「……カラミティールナ……。やっぱりお前、あたしの仲間にはなりたくねえか……？　脚本に縛られなきゃ、あり得ない展開だったのか……!?」


    「──────それは……」


    　言葉を遮さえぎり、レイアーテラは仲間の名前を強調して叫んだ。


    「────受け取ったッスよ、レイアールナッ!!」


    　レイアーテラはレイアールナから注ぎ託たくされた分と自身の全魔ま星せい力りよくを右手の平に集中させ、新たなる魔星紙片スターピースを具現化させた。


    　ぽへーとした毛玉の描かれたカード……ケセりんの武装アームド魔星紙片スターピースだ。


    　カラミティーサタンに集束していく力の巨大さに焦りながら、レイアーテラは素早くコスモチェンジャーに装そう填てんする。


    



    　《Ａｒｍｅｄアームド　ｏｎオン，ＫｅｓａｌａＰａｒａｙｚｅｒケセラパライザー．》


    



    「……あれっ!?　音声がちゃんと出るッス!!」


    　陽ひ奈なが連れてきたおもしろＵＭＡウーマは、武装アームド魔星紙片スターピースの力で武器化させても、ガッターキャノンのようにエラー音が出るだけのはずなのだが……。


    　不思議そうにコスモチェンジャーを見つめるレイアーテラに、ケセりんが応える。


    「んふ、大女優が名鑑に登録されてないなんてありえないでしょお？　そのコスモチェンジャーっていうの、音声追加機能があったから、アティシ自ら登録しておいてあげたわぁん」


    　超脚本を遂行すべく馳はせ参じながら超脚本のカオスに呑のみ込まれ、ウマちゃんは絶叫する。


    「当たり前のようにコスモチェンジャーの隠し機能を使いこなすなああああああああああ!!」


    　しかし隠し機能の活用は玩がん具ぐの販促になるので、プロデューサーとしては複雑だ。


    　ケセりんは楕だ円えんの瞳ひとみを発光させ、毛玉じみた身体からだを激しくスパークさせた。


    　大女優が衣服を脱ぐようなしなやかさで表皮が滑すべり落ち──中から姿を現したのは、メカニカルに全身を輝かせるケセりんの真の姿。ケセラパライザーだった。


    　そのボディは光のフレームで伸長展開し、さらなる巨大な球体へと変形した。


    　ケセラパライザーの発する閃せん熱ねつに怯ひるみ、カラミティーサタンが目を逸そらす。


    「クソ、次から次へとポンポン武器を出しやがって……!!」


    「ウチのおもちゃ参謀が言ってたッス。今の時期は、どんどん新武器を出せって！　この展開に文句つけてる時点で、お前はプロ失格ってことッスよ!!」


    「ざけんな……実力のねえ奴やつに限って、奇をてらって脚本を外れようとすんだよ！　カッチリ決まった展開をこなすのがプロだ！　うおらああああああああああ!!」


    　カラミティーサタンはプロを否定されたことに激怒し、チャージが完了する前にサタンパニッシュメントを撃ち放つ。これでも、レイアーテラを蒸発させる威力は十分に秘めている。


    「思いっきりよぉ！　アティシのオ尻テイリを思いっきり蹴けるのよぉ、レイアーテラちゃあん!!」


    　なんという女優魂か。汚れ役も厭いとわないそのプロ根性に感服し、レイアーテラは初めてこの毛玉を女優の大先輩として認めるのだった。


    「よっしゃ、任せろッス!!」


    『音声更新したところで諸般の事情でお蔵入りになるかもしれないよチクショー!!』


    　プロデューサーが、その音声が使われる局面を知って絶望する。


    「ケセラパライザ─────────────────ッ!!」


    　女優の先輩の尻しりのポテンシャルを信じ、思いきり足を振りかぶるレイアーテラ。


    「シュ───────────────────────────────トォォォォ!!」


    　一ひと蹴けりを起爆剤に、大気に波紋を描いて加速するケセラパライザー。


    　空気を貫つらぬいて飛翔する巨大な光弾は、迫り来るサタンパニッシュメントを霧散させ、カラミティーサタンの眼前で激しくスパークした。


    「[image: ]ああああああああああああああああああ……!?」


    　ケセラパライザーの光電に全身を包まれ、地面に落下するカラミティーサタン。


    「が……ぐ、あ……！　捕ほ縛ばく弾だん、だとぉ……!?」

  


  [image: ]


  
    　光の結界が展開され、カラミティーサタンを強固に捕縛したのだ。


    　身体からだの自由が利かず、膝ひざをついて悶もん絶ぜつする彼女の前へ、力強く足が踏みしめられた。


    「私は！　一人だとまだ弱っちいけど……仲間の力を借りれば、お前みたいなベテラン気取りとだって戦えるんス！」


    　レイアーテラは、全身全霊の信念を込め、ついに下した強敵へと咆ほう哮こうした。


    「地球産舐なめんじゃねえッスよ、宇宙産!!」


    「ヘッ……いい啖たん呵かだ。正義が板についてきたじゃねえか、新米！」


    　勝負はこれからだ、とばかりに、カラミティーサタンは全身に魔ま星せい力りよくを集束させる。


    　ケセラパライザーの捕縛を破ろうと、力を解き放とうとした瞬間。


    「そうはいかないわよ、カラミティーサタン」


    　カイザーエディットを撃破してなお余力溢あふれるレイアーソルが、地面を爆裂させて肉薄。　カラミティーサタンの腕と肩をそれぞれ掴つかみ、壁状に残留しているケセラパライザーのエネルギー膜へと押しつける。


    「ひゃいいっ……ま、また私にいやらしいことする気ですね……!!」


    「またって何よ人聞きの悪い!!」


    　恐怖のあまりまたもや本性が出てしまっているが、レイアーソルは逃がさない。


    　宇宙最強の壁ドン──桁けた違ちがいの膂りよ力りよくでガッチリホールドされ、ましてやケセラパライザーの捕縛効果もまだ生きている。


    　カラミティーサタンは完全に動きを封殺され、脱出することができない。


    「カラミティーサタン……今回は作戦を急ぎすぎたわね。粗あらだらけじゃない」


    「なっ……なんだと、てめえ!!」


    　素しろ人うとと見下す敵にダメ出しをされ、プロのプライドが傷付けられる。


    「あんた、本当に仲間が欲しかったんじゃない？　私、それだけは演技に思えない……」


    　瞬間、カラミティーサタンの全身から力が抜けたのを、レイアーソルは感じ取った。


    「……シリーズ物なら、序盤じゃ悪役を逃がすのがセオリーなんでしょうけど……これ以上、あんたに振り回されるのはたくさんだわ」


    　レイアーソルは、全身からマグマのように魔星力を噴き上げた。


    「ここで捕まえさせてもらうわよ」


    　カラミティーサタンは初めて抗あらがいきれない恐怖に震ふるえ、虚こ空くうへとか細く懇願した。


    



    「……たす、けて────」


    



    　瞬間。レイアーソルの背後から飛来した何かが、カラミティーサタンを捕縛するように展開された結界に衝突して、スパークした。


    　激しい閃せん光こうに目を灼やかれ、思わずひるむレイアーソルとレイアーテラ。


    「きゃっ!?」


    「のわッス!!」


    　視力は程なく回復したが、時既すでに遅し。


    　カラミティーサタンの姿は、影も形もなくなっていた。何者かが、脱出の手引きをしたのだ。


    「くぬ～、スポットライティアの戦士ッスか!?　あいつら、まだ宇宙船に残ってるし……!!」


    　レイアーテラは、あと一歩のところだったのに、と地団駄を踏む。


    「そうね……」


    　訝いぶかしげに背後の森を見やるレイアーソル。


    　自分の見間違いでなければ……カラミティーサタンを捕縛する結界を破ったのは、レイアールナの光の矢のように見えたが──。


    （執筆未来ライテイアルフユーチヤーの影響が、まだ残ってたのかな────）


    　そうに違いない。それを追及しては、悪の呪じゆ縛ばくを脱した皇み月つきをいたずらに怖がらせてしまう。


    　レイアーソルは気持ちを切り替えるように頷うなずくと、仲間たちの元へと駆け寄った。


    「やったな陽ひ奈なたん！　遥はるか！　さっすがマナの脚本だーっ!!」


    　大健闘でデビューを飾った脚本担当の愛まな美みが、笑顔で手を振って出迎える。


    　互いの脚本をかけた死闘は、ひとまず幕を下ろしたのだ。

  


  
    Ｅｎｄｉｎｇ：２／３クールアフター。


    



    



    「僕ってやっぱり天才だなー!!」


    　翌週のある夕方。陽奈の部屋のマンションで、ウマちゃんはご機嫌だった。


    「日に二度も戦いがあってどうしようかと思ったけど……カイザーエディット戦の方を一時間に編集して、ゴールデンに特別版として放送したんだ！　かなり好評で、またスポンサーが増えちゃったよ!!」


    「だ、大丈夫……？　敵はデカいけど、意外と地味だったような……」


    　テーブルの上で浮かれるウマちゃんに、陽奈が恐る恐る尋たずねる。お蔵入りになると安心して変身したのに映像が使われたという憤いきどおりよりも、内容の方が心配だった。


    　レイアーソルにしろ、レイアーテラにしろ、最後にドカンと一発決めただけで、あとはほとんど心理戦や駈かけ引き、あるいはひたすら逃げ回るなどしていたのだ。


    　先月の総力戦と違い、一時間に延ばした特番に耐えうる戦闘だったとは思えない。


    「愛美のめちゃくちゃな指示が功を奏して、コメディとしても好評だったね！」


    「いやー、照れるな～！」


    　全てを褒ほめているわけではないように思えるが、愛まな美みは素直に喜んでいた。彼女も陽ひ奈なのマンションを訪れる頻ひん度どは少しずつ増えている。


    「うーん、お笑いって意外に考えすぎない方がウケるもんなんすかねぇ」


    　遥はるかは陽奈に肩をくっつけては肩で突かれて離され、を繰り返しながら、しみじみと呟つぶやいた。


    　敵の胸を触って怒らせるという戦法などは、確かに子供にはわかりやすい面白さを、大きいお友達にはほどよいセクシーをご提供できたのかもしれない。


    　一方、皇み月つきはまだ操られていたことが心残りのようで、この数日、意見にキレがない。


    「……すみません、せっかく変身したのに、決戦では役に立てませんでした……」


    「まーたそんな謙けん遜そんして！　みつきちのおかげで敵の情報も手に入ったんスから!!」


    　遥の励ましに、陽奈も同調する。実際手に入った情報は皆無に等しいが、陽奈は確信していた。あの日変身すると皇月が宣言したのは、断じてカイザーエディットの能力などではない。彼女自身の勇気と信念なのだと。


    



    　しかし、皇月は皆に明かしていなかった。


    　視聴率が落ち続ければ宇宙が滅ぶ──カラミティーサタンの、不可思議な発言を。


    



    　　★


    



    　今回は総力戦で壊滅とまではならなかったものの、文筆者の集まりであるスポットライティアは統率者を失えば瓦が解かいも早い。


    　事実上、提携関係は打ち切りとなってしまった。ビジネスである以上、こんな顛てん末まつもある。


    「チクショウ……何なんだよあいつは……！」


    　宇宙船の自室でレイアーソルのぬいぐるみを抱きしめ、カラミティーサタンは憤ふん慨がいする。


    「あたしの心を乱しやがって！」


    　ただ負けるだけでは済まない。レイアーソルの揺るぎなさは、自分の矜きよう恃じさえも打ちのめしてくる。だが、それを認めるわけにはいかない。


    　自分はプロだ。馴れ合ってお遊び半分でやっている学生には、絶対に負けられない。


    『そう腐くさるな、サタン』


    　カラミティーサタンが視線を馳はせた壁のモニターに、女版ウマちゃんというべきコミカルなビジュアルが映し出された。遥はるかが密かにウマ子と名付けた、ウマちゃんの星の同僚だ。


    　そして──密かにカラミティーサタンと通じる、謎なぞの暗躍者でもある。


    『お前はよくやってくれている。いたって順調だよ』


    　彼女は、真っ先に労ねぎらいの言葉をかける。


    　まずいところを見られたとばかりに、ベッドに座ったカラミティーサタンは体てい裁さいを繕つくろった。


    「いいのかよ。結局あっちに一人増えただけだぜ？」


    『──それはどうかな。サタン、お前にも見えたはずだぞ。あの娘の瞳ひとみの奥に宿る闇やみを』


    「……そう思ったんだがな……ふられちまったよ、レイアールナにはな」


    　しかし──。カラミティーサタンは、自分が無事な理由を噛かみしめる。


    　悔しいが、あの時レイアールナがレイアーソルの目を盗んで攻撃してくれなければ、脱出は困難だっただろう。


    　あれは……気まぐれか。憐れみか。それとも、彼女にも、自分と同じ思いが──。


    　こみ上げる未練を断ち切るように、カラミティーサタンは頭を振る。


    『……いい目をしている。役者として一皮向けたな、サタン。正義の魔ま星せい少しよう女じよと切せつ磋さ琢たく磨ましているからだ』


    「ハ、素しろ人うとから何を学ぶってんだ。いいからとっとと次の指示を出してくれよ」


    　ウマ子は思わせぶりな口調とともに、望まれた次なる〝指示〟を出す。


    『今回の原稿の続きを、お前が書くといい。お前の望み通りの続きをな』


    「……何だと？」


    『すでに誕生した魔星少女の善悪での争奪戦というのも、面白いと思わないか──？』


    　光満ち満ちるか、黒一色に染まるか──月は時として、その貌かおを真逆に変えるのだ。


    　カラミティーサタンの鼓動が、早鐘を打つ。


    　彼女は初めて──自分の願望のままに、仕事を遂行しようとしていた。

  


  
    　あとＵＭＡがき


    



    　こんにちは。水みず沢さわ夢ゆめです。


    　おかげ様でふぉあたー、二巻を刊行することができました！


    　番組制作と魔法少女の物語、今回は「脚本」にフィーチャーした巻です。


    　ライトノベル新人賞受賞作家が「新人賞を目指すキャラ」を書いているというのに、ライトノベル作家を目指す方にとっては何の参考にもならないと思われますが、とりあえず応募概要をちゃんと書かなきゃ駄目だよという点は担当さんも同意していたので大丈夫です。


    　そしてこの原稿を書いている時はまだですが、出版される頃ころには東北新幹線はやぶさが北海道に到達しているはずです。青森県の進化はまだまだ続く。


    　謝辞です。イラストのｂｕｎ１５０ブンさん、今巻も可愛かわいいヒロインやメルヘンかつかっこいいおもちゃの数々、ありがとうございます！　巻末資料必見ですよ!!


    　担当の濱はま田ださんが「カイザーエディットの言うことが正しいですよ」と抑よく揚ようのない声で呟つぶやいていたのは冗談だと思いたいですアハハハハハハウフフフフフフ。


    　今作も、完成と出版に携たずさわる全ての方と読者の皆様に、感謝とＵＭＡウーマを！


    　……締めの挨あい拶さつについては、今後も模索していこうと思います……。
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    水沢　夢


    Yume Mizusawa


    



    北国在住のツインテール作家。今回からの新キャラは、ライトノベル作家志望の少女です。目指した動機は違えど、僕も作家になりたくて賞に応募したあの頃の情熱を忘れずにこれからも頑張っていきたいです。決して宇宙怪人のようにはならないよう……。
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